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第一章　追放と覚醒




「ギャギャギャ！」

　荒々しい鳴き声を発しながら怪鳥が空を舞う。

「みんな、上に敵がいる。気を付けて」

　ウォリーは仲間達に警告した。

　ここ、『ドメニゴの森』は強力なモンスターが何匹も巣くう高危険度地帯。熟練の冒険者でさえ苦戦を強いられるこの森の中を、今まさにひと組のパーティが進んでいる。

　Ａランク冒険者パーティ『レビヤタン』。

　長髪を後ろで結った19歳の青年ウォリーはそのメンバーの１人だった。あまり重厚な防具は身につけず動きやすい軽装で腰に剣を帯びてはいるが、彼の役割は戦闘ではない。『治癒師』という回復に長けたスキルを持ち、パーティのヒーラーとして活躍している。

　彼の他にも、最年長で剣の達人であるリーダーのジャックや、凄腕の魔法使いハナ、魔法剣士ミリアなどトップクラスの冒険者達が揃っている。

　森の上空を旋回していた怪鳥がレビヤタンに狙いを定め、急降下を始めた。

　その嘴くちばしには鋭利な牙がズラリと並び、両足の先端には鎧さえ引き裂く強度の鉤爪が備わっている。

　しかしその爪がパーティメンバーに届くよりも前に、怪鳥は突如出現した落雷に打たれ黒焦げになって墜落した。

　魔法使い、ハナの雷魔法だった。

「ハナ！　ありがとう！　みんな、怪我はない？」

　直後にウォリーが仲間達に声をかけた。

「あんたねぇ、さっきの見てなかったの？　あの鳥が接近するよりも前に私が仕留めたじゃない！　誰も怪我なんてしてないわよ！」

　ハナはイラついた様子でウォリーを睨んだ。

「そ、そう？　それならよかった……」

「いちいち余計な心配しないでよ！　回復が必要になったらこっちから言うから、あんたは黙ってついてきてりゃいいの！」

　ウォリーは冒険者としての実力が決して低いわけではない。ヒーラーとして回復魔法をはじめとした強力なサポート技を身につけており、レビヤタンの他のメンバーと肩を並べるのに申し分ない働きをしていた。

　しかし彼の低姿勢で心配性な性格のせいで、自然とパーティ内で弱い立場に立たされてしまっていた。

「まぁ～まぁ～まぁ～。そんな小ちゃいことでっかくしなくてもい～じゃな～い」

　赤毛でツインテールの女性、ミリアがそう言いながら２人の間に立つ。彼女は剣技と魔法の両方を使いこなす魔法剣士。ウォリーとは同じ故郷で育った幼馴染で、ユニークスキルと呼ばれる特殊な能力を所持している。

「ふん、まあいいわ。さっさと先に進みましょ！」

　ハナは眉間に皺を寄せたまま歩き始めた。

　この調子で襲いくるモンスター達を撃退しながら、探索を進めるレビヤタン。森の深部に近づいてきた辺りで、全身傷だらけの冒険者が彼らの前に姿を現した。

「ハァ……あ……あなた達はＡランクパーティの……ハァ……ハァ……レビヤタンでは？」

　傷だらけの冒険者は相当体力を消耗しているらしく、息切れしている。

「そうだが、何かあったのか？」

「ハァ……ハァ……我々も……パーティでこの森の探索を行っていたのですが、強力なモンスターに襲われて他の仲間はやられてしまいました……。私は何とか逃げ延びたのですが……回復アイテムも底をつき……満身創痍の状態です……お願いします。ここから脱出するために体力を回復したいんです……ポーションを恵んでいただけませんか？」

　確かに冒険者の傷はかなり酷いようだ。こんな状況でこの危険な森から抜け出すのは不可能に近いだろう。

　ジャックの足元で地に両手をついて懇願する冒険者だったが、ジャックはポーションを渡そうとはしない。

「悪いが俺達もこの森を攻略中なんでな、ポーションを渡せば逆に俺達が危険になるかもしれん。渡すわけにはいかないな」

　絶望的な表情になる冒険者。ジャックの言葉は「ここで死ね」と言っているようなものだ。

　その時、ウォリーが冒険者の元に駆け寄って肩に手を置いた。

「ウルトラヒール」

　ウォリーがそう唱えると冒険者の傷がみるみる癒されていく。

「立てますか？　今、あなたに回復魔法をかけました。この魔法は傷を癒すとともに、かけてからしばらくの間は自然回復力を強化する効果があります。本当は森の出口まで送ってあげたいですが僕達も先へ進まなければなりませんので、これで頑張ってください」

　冒険者はウォリーの手を握りしめると涙を流しながら何度もお礼を言い、レビヤタン一行に深々と頭を下げると、その場を去っていった。

　冒険者の背中が見えなくなったところで、突然、ジャックがウォリーを殴りつける。

「このクソガキが！　ポーションは渡さないと言っただろ！　俺の話を聞いてなかったのか!?」

「ご、ごめん……でもポーションは使ってない。回復魔法で……」

　ウォリーは痛む頬を押さえながらジャックに謝罪した。

「同じことだ！　回復魔法だって魔力を消費するだろ！　お前の魔力は俺達パーティのために使うものだ！　どこの誰かもわからん奴のために使うんじゃない！」

「でも……あの人、あのままじゃ死んでたよ。見殺しになんてできないよ……」

「馬鹿野郎！　あいつも冒険者だ。死の危険は覚悟の上でここに来てるんだろうが！　あいつがモンスターに負けて死んだところで、それはあいつ自身の責任だ。俺達には関係ない！　もちろん助けることも間違いじゃねえが、助けないことだって間違いじゃねえ！」

　ウォリーは言い返すことができなかった。ジャックの言い分にも一理あると思ったからだ。ここは高危険度の森。魔力やアイテムはできる限り温存していかなければ、パーティ全員を危険な目に遭わせてしまうかもしれない。リーダーのジャックに断りもなく魔力を使ってしまったことを彼は深く反省した。

　だが、ウォリーは冒険者をあのまま見捨てることも耐え難かった。彼は昔から困っている人に出会うと何かしてあげたいという欲求に駆られてしまう人間だった。

「まままっ！　いい～じゃないのぉ～回復魔法の１回や２回くらい」

　またもミリアが出てきて揉め事を収めようとする。

「ウォリー君は実に、実ぅ～に優秀な人材よ！　彼の所持してる魔力はそこらの魔法使いを遥かに超える量。私は幼い頃から彼を知ってるけど、昔から魔力の量が桁違いだったのよぉ～。周囲の大人達からは神童なんて呼ばれて期待されてたのを覚えてるわ」

　ウォリーをべた褒めするミリアを、ハナは不機嫌そうに睨んでいた。

「まあいい、もう使っちまった魔力にあれこれ言ってもしょうがないからな。だが覚えておけ、ウォリー。お前のその誰にでも手を差し出そうとする性格は冒険者にとっては不要なものだ！　そんな甘ちゃんじゃ、一生、一流の冒険者にはなれねえぞ！」

　そう言い放つと、ジャックは再び森の奥へ向けて進みだした。




　森がだんだんと薄暗くなり、今まで以上にあちこちからモンスターの気配が強くなってくる。パーティはどうやら森の深部まで入ったようだ。モンスターの強さが格段に上がるが、その分貴重なアイテムを入手することができる。

「これ、何だろう。見たことない花～」

　ミリアが青く微かに発光している花を手にしている。

「青せい龍りゅう花かだね。かなり珍しい花だよ。他のアイテムと調合すれば効力の高い薬になるけど、扱いの難しい花だからほぼ失敗するだろうね」

　ウォリーが答えると、ミリアはヘぇ～と言いながらハナの衣服のポケットに花をねじ込んだ。

「私いらないからハナちゃんにあげる～。ハナちゃんだけに花をね～。はっはっは」

　自分で言って自分で笑うミリアだったが、当のハナは冷めた表情していた。

「おたくら……冒険者かの？　ちょっと頼みがあるんじゃが……」

　突然、老人が姿を現した。こんなところに老人が１人でいることを奇妙に感じ、パーティ全員は一瞬で警戒態勢に入った。

「こんな場所で何してる。何者だ？」

　ジャックがきつい口調で問うが、老人は動じる様子がない。

「そう警戒せんでくれ。食糧が尽きてしまっての～。何か恵んでくれんか。もう腹が減って腹が減って……」

「悪いが自分の分しか持ってきてないんでな。物乞いをするなら街でやってこい」

　あまり関わらない方がいいと判断したジャック達は早足でその場を去ろうとする。ただ１人、ウォリーは老人が気になって仕方なかった。確かに奇妙な老人ではあるが、こんな場所で飢えていると言われると彼の性格上放っておくことができなかった。

　ただ勝手に助けるとまたジャックに何か言われるかもしれない。ウォリーは他のメンバーにバレないよう自分のパンを後ろ手に持ち、こっそり老人の方へ投げてからジャック達の後についていった。

　その後レビヤタン一行は特に奇妙なものに遭遇することなく、大量のレアアイテムを入手して無事に街へ帰還した。




「そろそろ俺達もＳランク昇格に向けて動こうと思うんだが、どうだ？」

　冒険者達が頻繁に利用する酒場で、ジャックは酒を片手にそう言った。

「いいね～。私達の実力ならもう十分でしょう！」

　ミリアは上機嫌でジャックの意見に賛同する。

「昇格するためにはＳランク試験に合格する必要があるのよね。いったいどれほどの難易度なのかしら……」

　ミリアとは対照的にハナは不安そうな表情をしている。

「ああ、これからさらに気を引きしめていかなければな……それから、ウォリー。お前に１つ言っておきたいことがある」

「え……？」

　ジャックは酒をひと口飲んでから、ウォリーに冷たい視線を向けた。

「お前にはこのパーティを出ていってもらう」

　ウォリーは突然の出来事に声も出せず固まってしまう。レビヤタンのメンバーとしてともに戦ってきた仲間に、出ていけと言われたことは大きなショックだった。

「お前はそこそこ実力はあるが、その性格ははっきり言ってイライラする。探索中に困ってる奴を見かけるたびにいちいちそいつのことを気にかけるし、そういう甘さは今後Ｓランクになるための障害になる」

「ちょっと待って。ウォリーが抜けたらその穴は誰が埋めるの？」

「実は最近ちょっと縁があってな、新しいヒーラーの冒険者がうちに加わることになっている。実力はウォリーと大して変わらないから、パーティに大きな影響は出ないだろう」

　その返答を聞いて、ハナは笑みを浮かべてウォリーを見た。

「あ～それなら安心ね。じゃあさっさとこいつ追い出しちゃってよ。いつもウジウジしてて嫌だったんだよね～。これでやっと解放されるわ」

「そんな……」

　ハナとジャックの２人に責められてウォリーはがっくりと肩を落とす。

「すいませ～ん！　焼き鳥追加～」

　いつもならここでミリアが仲裁に入るのだが、なぜか今回は焼き鳥を頬張るのに夢中になっていた。




　結局、ウォリーを脱退させるということが決定し、解散となった。酒場からの帰り道、ウォリーは１人俯うつむきながらとぼとぼと歩いていた。

「お～い！」

　ウォリーの背後から聞き慣れた女性の声がする。振り返れば、ミリアが走って追いかけてくるところだった。







[image: ]







「ミリア……」

「みんな酷いよね～。ウォリーに対してあんな言い方、あんまりだよ～。ま、気にすんな！」

　そう言って彼女はウォリーの肩を叩いた。

「僕、これからどうすればいいんだろう。」

「なぁ～に言ってんの！　Ａランクパーティの出身者だよ？　新しく仲間を募集すればすぐ集まるでしょ。まぁ～パーティのランクは下がるかもしれないけどさぁ～。君は優秀だからダイジョブダイジョブ～」

「でもさ、なんでさっきジャック達を止めてくれなかったの？」

「あんなこと言う奴らとウォリーは今後も上手くやっていけると思うわけ？　むりむ～り。だったらいっそ抜けて新しいパーティ作った方がウォリーのためになると思ったわけよ～」

　いつもと変わらない高めのテンションで、ミリアはその場でくるくると踊り出す。

　ずっと落ち込んでいたウォリーだったが、彼女を見て少しだけ口元が緩んだ。同じ街の出身で、幼い頃からともに冒険者を目指していた２人。いつも前向きに努力する彼女の姿に、ウォリーは何度も励まされてきた。彼は心から彼女に感謝する。

「ありがとうミリア。頑張ってみるよ」




　ウォリーが宿泊している宿屋に戻ったのは深夜だった。自分の部屋に入り、灯りをつける。

「遅かったの～。飲みすぎはよくないぞ」

「うわあああ!?」

　みんなが寝静まっている時間にもかかわらず、ウォリーは思わず声をあげてしまった。自分１人用に取っていたはずの部屋に、別の人物が居座っていたのだから無理もない。

「こ、ここは僕の部屋ですよ！　だ……誰ですか!?」

「何を言っとる。ワシじゃよワシ」

　よく見ればそこにいたのはウォリーの見覚えのある人物だった。モンスターが住む危険な森の深部にいた謎の老人。彼がベッドに腰を下ろしていたのだ。

「な、なんであなたがここに……」

「あの時のお礼をしようと思ってな」

　とりあえずウォリーは部屋に入って戸を閉めた。これ以上騒ぐのは近所迷惑だろう。

「なんで僕がここに泊まっていると……？」

「あんたレビヤタンの人間じゃろ？　有名なパーティじゃから知っとるよ。街の人に聞いて回ったらこの場所を教えてくれたわい」

　だとしても戸締りをしていた部屋に勝手に入っているのはおかしな話だが……とウォリーは困った表情をしてみせる。

「あのパーティの中であんた１人がワシに食べ物をくれた。お礼にあんたにいいものをくれてやろう」

「……いいもの？」

　見たところ老人は手ぶらだった。着ている服もボロボロで裕福な人間とも思えない。お礼といっても大したことないんだろうなとウォリーは特に期待していなかった。

「あんたを見た時に思ったよ。あんたにはユニークスキルの才能がある！」

「……へ？」

　老人の口から出た、ユニークスキルという言葉。ウォリーは理解ができなかった。お礼とそれと、何の関係があるのか。

「ワシが引き出してやろう。あんたが望むならな」

「ちょ、ちょっと待って。どういうことです？」

「ワシの能力は『スキル覚醒』。人の中に眠っているスキルを目覚めさせることができるんじゃ」

　その能力についてはウォリーも聞いたことがあった。だがかなり珍しい能力で、使える人は世界中でも片手で数えられるくらいしかいないとのこと。まさかこんなボロ布を着た老人がその１人だとは彼も予想外だった。

「あんたの中にはユニークスキルが眠っている。それが目覚めればさらに強くなることができるじゃろう」

「あの、ですね。僕は既にスキルを持っていて……」

「治癒師のスキルじゃろ？　ワシには見えておるよ。じゃがスキルを持てる数は１人に１つ。ユニークスキルを覚醒させれば今持っている治癒師のスキルは失うことになる。それでもいいならやってやろう」

「もし……治癒師のスキルを捨てたらどうなるんですか？」

「そうじゃな。今使えるサポート系の魔法や回復系の魔法は殆ど使えなくなるじゃろうな。まあ低級の回復魔法くらいならできるかもしれんが……」

　ウォリーはそれを聞いて迷った。ユニークスキルというのは確かに魅力的だ。数あるスキルの中でも特に希少性が高く、効果も強力なものが多い。ミリアがそれを持っているからこそ、その能力の高さを十分に彼は実感している。戦況を一瞬で分析し先の展開を予測できるという彼女の能力は、パーティを幾度も勝利へ導いてきた。

　しかし、ウォリーの回復魔法はこの街の冒険者の中でもかなり高い部類に入る。逆に言えばそこしか彼に自慢できるところはなかった。それを捨てるというのは、彼にとっては大きな賭けになる。

「じゃが、断言しよう。ユニークスキルが目覚めれば今よりももっと強くなれる。捨てたスキルも簡単に補えるじゃろう」

　老人は自信満々に目を輝かせて言う。半分は食べ物のお礼のため。半分は自分の好奇心のため。ウォリーには老人がスキル覚醒を勧める動機がそのように思えた。

「なぜ……そう言い切れるんです？」

「ワシには見えるからじゃ。その者の中にどんなスキルが眠っているか。あの森でひと目見た時から気になっておった。あんたほどの逸材は滅多におらんよ」

　そう言われてもウォリーにはすぐに答えを出せなかった。スキル覚醒の力があるといっても、目の前にいるのは質素な風貌の老人。彼の言うことを鵜呑みにできるほどの信憑性がない。

　ウォリーは老人の目を見つめる。すると、まるで心の奥をすべて見透かされているような不思議な感覚を覚えた。ウォリーは老人に、その見た目とは裏腹に何か普通ではないものがあるように感じられた。

「あんた、パーティの連中と上手くいってないんじゃろ？」

「……え!?」

　これにはウォリーも驚いた。彼は今日パーティを追い出されたばかり。それを老人になぜ見抜かれたのか。

「ほほほ。あんたが周りの仲間に見えないようにこっそりパンを渡してきた様子でわかったわい」

「……なるほど。でも、もう僕はあのパーティのメンバーではありません。今日、僕の脱退が決定しました」

　ウォリーはなぜ自分の脱退のことまで打ち明けたのか、彼自身でもわからなかった。ただ、この老人に対しては何でも相談できそうな、不思議な安心感をいつの間にか持っていた。

「まぁ方向性の違いじゃろ。あんたとメンバーの相性が悪かっただけっちゅうことじゃよ。なぁに、これからは自分に合った仲間を選べばいいわい」

「はい……」

「パーティも抜けて心機一転。これからはあんたの新しい冒険のスタートじゃよ。せっかくじゃ、これを機に新しいスキルに挑戦してみんか？」

　ウォリーはなんやかんやでスキル覚醒を使う方向に話を持っていかれている気がした。だが、老人の言葉に少しずつ前向きな気持ちになっているのも確かだった。

「よし、決まりじゃ！　決まり！　ほら腕を出せい！」

　老人は急に声の音量を上げ、ウォリーの腕を掴んだ。気持ちが揺らいでいる絶妙なタイミングで強引に話を進められ、彼は自分のペースを見失った。こうなると彼は流されるままになってしまう。

「ちょっ、本当に大丈夫なんですよね!?」

「任せておけい！　お前はいずれ大物になる男じゃ！」

　老人がウォリーの手首に人差し指と中指を並べて置き、呪文を唱え始める。すると、ウォリーの全身を魔力が駆け巡っていく感覚がやってきた。

　その感覚はどんどん大きくなり、彼の身体が緑色に発光し始める。

（もう立っていられない）

　そう彼が感じたあたりで、頭の中にガラスが割れるような音が響き渡った。




《スキル『治癒師』を失いました》




　続いて頭の中でそんなメッセージが聞こえた。スキル喪失の瞬間だった。

　老人はまだ腕を離さない。ウォリーは足の力が抜けてその場にくずおれる。それでも老人は腕を掴んだまま呪文を唱え続けた。

　老人の目は真っ赤な光を放っている。ウォリーは自分の中で魔力が波打つ感覚に必死で耐えていた。

　そして、再び頭の中で音が鳴る。今度はラッパの音だった。

　その後、メッセージが聞こえた。




《スキル『お助けマン』が覚醒しました》




「お助け……マン？」

　ウォリーの頭の中に響いたその名前。おそらく自分のスキル名であろうそれを、彼は困惑しながら口にする。

「そう。それがあんたの新しいスキルじゃ。その名の通り、人助けに特化したスキル。今のあんたにはぴったりじゃろう？」

「なんか……あまりすごそうではないんですが……」

　まだスキルの全容を掴めていないウォリーは、苦笑いをする。

「ふむ。本来スキルの能力を調べるのは鑑定師の仕事じゃが、スキル覚醒の能力を持つワシにはあんたのスキルの詳細まではっきり見えとる。特別に教えてやろう」

　老人は人差し指をピンと立ててウォリーの顔の前に突き出した。

「お助けマンの能力。その１！　『お助けポイント』!!」

「お助け……ポイント？」

「そう。通常冒険者は敵と戦い、経験値を入手することで強くなる。じゃが、お助けマンはそれとは別の方法でも強くなることができるんじゃ。それが……お助けポイント」

　老人は嬉々とした態度で説明を始める。

「人助けをするたびにお助けポイントが加算される。どれだけ加算されるかは人助けの内容の大きさによって変わる。ただし、自分の仲間や親しい友人、親族などを助けてもポイントはほとんど入らんから注意じゃ。仲間を助けるなんてことは当たり前のことじゃからの。助ける筋合いのない人間。赤の他人をあえて助けることが人助けとして認められるんじゃ」

「その……お助けポイントでどうやって強くなるんです？」

「このお助けポイントは、消費することでステータスを上げることができる。つまり人助けをすればするほど強くなれるんじゃ！　まぁステータスが上がるほど要求されるポイントも増えていくがの。それと、お助けポイントの使い方はこれだけじゃあない」

　老人は指を２本立て、再びウォリーの前に出す。

「お助けマンの能力。その２！　『お助けスキル』!!」

「あ……すいません。深夜なんで声抑えてもらえます？」

「なんじゃ、テンション下がるのう……。まぁいい。あんたがもし困ってる人に遭遇して、その人を助けたいと強く願う時、それに見合ったスキルが手に入るというとんでもない能力。それがお助けスキルじゃ！」

　老人はさも自分のことのように得意げに説明を続ける。

「たとえばそうじゃな。あんたの前で怪我人が倒れているとする。あんたは彼を助けたいと思ったが、治癒師のスキルを失ったあんたにはそれができない。そんな時、お助けマンはお助けスキルとして治癒系のスキルをあんたに与えてくれるんじゃ！」

「……え？　それってつまり、複数のスキルが使えるってことですか!?」

「そう！　本来１人に１つのはずのスキルを、２個も３個も……いや、10個、20個も夢じゃない！　凄まじい能力じゃ！」

「そ、それってやばくないですか……？」

「ただ～し、お助けスキルはタダでは手に入らない。スキルを取得するためには、お助けポイントを支払わなければならないんじゃ。強いスキルほど高いポイントが必要になるからそこは注意じゃ」

　ウォリーは顎に手を当てて眉をひそめた。

「なるほど、とにかく強くなるためにはお助けポイントを稼いでいかなきゃいけないってわけか……」

「そうじゃ。今のあんたはお助けポイント０な上に、治癒師の力を失って使えなくなっておる。ヒーラーは魔力以外のステータスが低いから、そんな状態で戦闘に出たら相当苦戦するじゃろう。今のままではまだ弱いっちゅうことじゃ」

　そう言うと老人は立ち上がり、部屋の窓を開けた。夜風が入り込み、ウォリーは涼しい空気に包まれる。

「ま、このスキルをどう活かすか、それはあんた次第じゃ。期待しておるぞ」

「え!?　……ちょっと！」

　突然、老人が窓の外から飛び降りる。この部屋は二階だったので驚いてウォリーが窓に駆け寄ると、そこから見えたのはものすごいスピードで走り去っていく老人の姿だった。

（普通に扉から出ればいいのに……）

　ウォリーは全身の力が抜けたようにベッドへ倒れ込む。まだ頭が混乱している。

　思えば今日はいろいろなことがあった。パーティを追放され、部屋に帰れば老人に侵入されていて、新しいスキルが覚醒した。

　現状を一生懸命受け入れようと頑張っているうちに、いつの間にかウォリーは眠りに落ちていた。




　ウォリーが目を覚ますと既に昼時だった。昨日いろいろあったせいで疲れが溜まっていたのか、10時間以上寝てしまっていた。

　とりあえず冒険者ギルドへ行こうと身支度を始める。

　レビヤタンにいた頃は結構稼ぎがあったので貯金はそこそこ貯まっていたが、パーティを抜けた以上は今まで通りにはいかなくなるだろうし、いろいろと頑張らなければならない。

　ウォリーが拠点にしているのは冒険者向けの宿屋。あちこちのダンジョンに行く関係上、各地の宿泊施設を転々としていた。

　部屋から廊下に出れば、多くの冒険者達とすれ違う。

　今さっきも彼の横を屈強な肉体の男性が通り過ぎていった。見た目からして前衛タイプだろう。

　ふと、ウォリーの足元に１本のペンが転がっているのに気が付いた。それを拾うと、さっきすれ違った男に声をかける。

「あの、これ落ちてたんですけど、もしかしてあなたのですか？」

「え？　ああっ！　俺のだ、悪いな」

　男は頭をかきながらペンを胸ポケットに挿した。




《お助けポイントが１００ポイント付与されました》




「えっ!?」

「ん？」

　突然頭の中で聞こえた声に反応したウォリーを、屈強な男は不思議そうに見つめた。

「あ、いや、何でもないです……」

　そう言いながらウォリーは実感した。

　昨日の出来事が夢ではなかったと。




　ウォリーはギルドに寄る前に鑑定師の元を訪れた。

　鑑定師スキルを持つ者には冒険者のステータスを数値化して表示する能力がある。ギルド周辺には冒険者をターゲットにして、ステータス鑑定を行っている店がいくつか存在するのだ。





□ウォリー

■スキル：お助けマン

■体力：１２８０

■魔力：３４７０

■攻撃力：71

■防御力：53

■魔法攻撃力：１１５

■魔法防御力：82

■素早さ：32






「やっぱりずっとヒーラーでやってて戦闘することが少なかったから、魔力以外の数値が低いなぁ」

　かつての仲間で、近接戦闘が得意なジャックやミリアは攻撃防御ともに２００は超えている。ウォリーはその分野には弱いが、代わりに他のメンバーの４倍近くの魔力を持っていたため、ヒーラーとして実力を発揮できていた。

　しかし今は回復魔法も使えない。この状態で依頼を受けるのは危険すぎる。

　そこでウォリーはさっそくお助けマンの能力を試してみることにした。彼は今日の昼にペンを拾ったことで１００ポイント入手している。

「えっと、ポイントを使うにはどうすればいいんだ？」

　とりあえずポイントを使用したいという思いを込めて念じてみる。すると、すぐにメッセージが聞こえる。




《ポイントの使用目的を選択してください》

《ステータスアップ》

《お助けスキル取得》




　ステータスアップの方を頭の中で念じると、さらにメッセージが聞こえた。




《アップしたいステータスを選択してください》

《体力アップ：１９００ポイント》

《魔力アップ：５２００ポイント》

《攻撃力アップ：１０００ポイント》

《防御力アップ：８００ポイント》

《魔法攻撃力アップ：１７００ポイント》

《魔法防御力アップ：１２００ポイント》

《素早さアップ：７００ポイント》




「げえっ！」

　ウォリーは急いで選択を中断した。

「殆ど１０００ポイント超えだ……。１００ポイントじゃ全然足りないじゃん……」

　彼は深くため息をつく。どうやらそう都合よくポンポンと強くなれるわけではなさそうだ。

「でも、あのお爺さんは人助けの内容で取得ポイントが変化するって言ってたよな。ペンを拾う程度じゃなくて、もっとすごい人助けをすれば沢山ポイントが入るかも……」

　そう思うと彼の気分は一転。街中で困っている人がいないか探し始めた。

　それから数時間。結局彼が稼いだポイントは１０００程度。

　大きな困難に襲われている人が街中で簡単に見つかるわけもなく、荷物持ちや道案内など小さな手助けを重ねて稼いだポイントだった。

「なんか、人が困ることを望んでいるかのようで自分が嫌になってくるなぁ……」

　そう呟きながらウォリーは本来の目的地であったギルドへ向う。

　今日のギルドはかなり混雑していた。受付には冒険者がずらりと並んでいる。ウォリーはその列に並び、自分の番が来るのを待つ。

　彼がギルドに来た理由は、新パーティの設立とそのメンバーの募集だった。ギルドを通して募集をかけると、掲示板に張り出されてフリーの冒険者に情報がいくようになっている。もしパーティ加入希望者が現れれば、ギルドからウォリーに通達がくる。

　彼自身パーティ設立は初めてのことなので、緊張気味で列が進むのを待っていた。

　すると、ウォリーの後ろに１人の女性が並んだ。

　見れば肌は全身紫色。頭には角が生え、人間の白眼にあたる部分は真っ黒に染まっていて、その中で金色の瞳が怪しく輝いている。

　魔人族か……とウォリーは思った。

　魔国と呼ばれる国に住んでいる種族。この種族の王は魔王と呼ばれている。大昔は人間族と魔人族は敵対関係にあって何度も戦争を繰り返していたが、現在は和解し双方ともに平和な関係を目指している。

「おっと、邪魔するぜぇ」

　突然、別の冒険者がやってきて魔人族の女性を突き飛ばし、ウォリーの後ろに割り込んできた。

「おい、そこは私が並んでいたのだが……」

　当然彼女は抗議したが、冒険者の男に悪びれる様子はなかった。

「悪いが、このギルドは人間様優先なんでな」

　国同士、今は争ってはいないものの、過去の歴史やその外見の不気味さから魔人族を差別する人間は多い。

　彼女は割り込んできた男を睨んだが、それ以上言い返すことはなかった。こういうことには慣れているのだろう。

「あのー、ここどうぞ。代わりに僕が最後尾に並ぶんで」

　ウォリーはそう魔人族の女性に声をかけた。差別されるのが日常だった彼女はそんな言葉をかけられるとは思ってもいなかったようで、驚いて目を丸くした。

「いや、私はここで結構……」

「いやいやどうぞ遠慮なさらず！」

　そう言ってウォリーは断ろうとした彼女の背中を押して強引に列に押し込んでしまった。

　彼が最後尾に並ぶと、さっき割り込みを行った男がチッと舌打ちをしたのが聞こえた。




《お助けポイントが３００００ポイント付与されました》




「さ、ささ、３００００!?」

　予想外の数字に大声を出してしまったウォリーに、周囲の冒険者達の視線が集中する。

　彼はあっと気付いて自分の口を押さえた。

　何かの聞き間違いだろうかと、ポイント残高の確認をしたいと頭で念じてみる。




《現在のお助けポイントは３１１００ポイントです》




　やはり聞き間違いではなかったとわかり、ウォリーは現状を必死で理解しようとした。

　彼がやったことといえば列を少し前に譲っただけだ。街中で複数の人助けをしても１０００ポイント貯めるのがやっとだったことを考えても、このポイント加算の量は異常だった。

　彼があれこれと考えているうちに列が進んでいき、受付が目の前まで迫ってくる。

　ウォリーはひとまず受付で手続きを済ませると、ギルドの出口へ向かって歩き出した。

　すると、彼の前に先ほどの魔人族の女性が立ち塞がった。

　パンッ！

　どうしました？と彼が声をかけるよりも前に、彼女の平手打ちが飛んだ。

「二度と私に話しかけるな」

　彼女はそう言って真っ黒な目でウォリーを睨むと、ずかずかとその場から去っていった。

　ヒリヒリと痛む頬を撫でながら、ウォリーはぽかんとしてその場に立ち尽くす。

「うわぁ……ひでえなあの女」

「やっぱ魔人族は野蛮だ」

「兄ちゃんも災難だなぁ。何を血迷ったか魔人族に列譲るなんて。まぁこれでわかったろ？　あいつらは最低の種族だ」

　呆然としているウォリーの周りで冒険者達が口々に言う。

　ウォリーは何か気に障ることをしてしまっただろうかと、思いを巡らしながらギルドを後にした。




　ギルドを出て、彼はステータスアップをもう１度試してみることにした。なぜかはわからないが３００００ポイントが急に飛び込んできたので今度は足りるはずだ。

　彼はステータスアップを頭の中で起動させると、アップしたい項目を選択した。

　選択したのは攻撃力と防御力。ステータスで特に低い部分をカバーしようという考えだった。全部使い切るのはもったいないと思い、残ポイントを１万ほど残して攻撃力アップを８回、防御力アップを９回行った。

　ステータスアップを終え、ウォリーはもう１度鑑定師の店に寄ってみる。アップしたといってもどれぐらい強くなったのか、まだ本人には実感がなかった。





□ウォリー

■スキル：お助けマン

■体力：１２８０

■魔力：３４７０

■攻撃力：１０３

■防御力：89

■魔法攻撃力：１１５

■魔法防御力：82

■素早さ：32






「おお！　本当に上がってる。攻撃力は１００超えたよ」

　本来ならこれだけのステータス上昇を得るには何か月も修行するか、強い敵と連戦して実力をつけていく必要がある。彼もつい上機嫌になった。

　しかしレビヤタンメンバーと比較すればまだまだだった。

　加えてステータスが高くなればなるほど支払うポイント量も増えていくようなので、今後はさらに伸びにくくなると考えられる。

（でも、これだけあれば僕でも近接戦闘ができるんじゃないか……？）

　そんなことを考えウォリーは剣を振る素振りをしてみながら、宿屋へ向かった。




「満室!?　他の宿も全部そうだったぞ！　今日は祭りでもあるのか!?」

　ウォリーが宿屋に戻ると聞き覚えのある声が耳に飛び込んでくる。

　見れば、先ほどの魔人族の女性が受付で何やら揉めているようだった。

「他に部屋はないのか？　この際倉庫でも構わない！」

「いや～悪いけど余裕ないね」

　受付の中年男は面倒くさそうに応えている。

　どうやら彼女は部屋を取ろうとしたが、満室で断られているようだった。

　だがウォリーにはこの受付の男が嘘を言っていることがすぐにわかった。彼はこの宿屋をよく利用する常連だから知っているが、ここが満室になることなんて滅多にない。

　おそらく、嘘をつく理由は彼女が魔人族だからだろう。周囲から差別を受けている彼女に部屋を貸すのは宿にとって不利益だと宿側は考えている。

　あの様子だと、あちこちの宿屋から断られ、たらい回しでここに来たといった感じだ。

「すいません。ここの部屋を取ってるウォリーですけど……」

「おや、これはウォリー様。お帰りなさいませ」

　ウォリーが話しかけた途端、受付の男はコロッと態度を変えた。

「実は連れと一緒に部屋を使いたいんです。今泊まってる部屋に１人追加してもらっていいですか？」

「そうなりますと、追加料金が発生しますがよろしいですか？」

「はい。料金は前払いでお願いします」

　ウォリーは料金を支払い、鍵を受け取ると、魔人族の女性を指差して言った。

「じゃあ、あそこにいる彼女が僕の連れなんで、よろしくお願いしますね」

「え、ちょっ」

　予想外のことに受付の男が慌て始める。指を差された彼女もウォリーの行動に困惑している様子だった。

「部屋が空いてさえいれば泊まれますよね？　お金も払いましたし」

　そうにっこりと語るウォリーに、受付の男は力なく頷いた。男が何も言い返せなかったのは彼がＡランクパーティの出身者でここの常連だということも大きかったのかもしれない。

　受付で了承をもらうとウォリーは魔人族の女に鍵を差し出した。

「これ、部屋の鍵だから使ってください。２階の２０５番の部屋です。あ、僕は出ていって他の宿を探すから安心してください。さすがに男女で同じ部屋は不安でしょう。あとお金は前払いしてあるんで……」

「貴様！　ちょっと来い！」

　彼女は睨みを利かせてウォリーを怒鳴ると、腕を引っ張ってウォリーが取った部屋まで連れて行った。

　扉が閉まると同時に彼女はものすごい形相で再びウォリーを怒鳴りつける。

「貴様！　さっきからどういうつもりだ！　いちいち私にお節介を焼きおって！　さては私を詐欺にでも嵌はめるつもりか!?」

「いや、別にそんなつもりは……あ、この荷物だけ持って僕は出ますんで、使ってくださいね、この部屋」

　そう言ってウォリーは荷物を急いでまとめて部屋を出ようとしたが、彼女はウォリーの腕を掴んでぐいっと中へ連れ戻した。

「使えるか！　見ず知らずの人から施しを受けるわけにはいかん！」

「いや……自己満足でやったことですから気にしないでください。僕、困ってる人を見るとつい助けちゃう性格で……」

「ふざけるな！　お前、私を誰だと思ってる！　魔人族だぞ！　この国で私がどんな扱いを受けているか知っているはずだ！」

　それについてはウォリーも理解しているつもりだった。差別を受けている彼女を助けることは、自分も巻き込まれて差別を受ける危険性がある行為だ。その危険を犯してまで助けようとしてくる彼の行動が、彼女には理解できなかったのだろう。

「でももうやっちゃったことですから今さら遅いでしょう。お金も支払っちゃいましたし。ここを出てもあなたは行く当てがないんでしょう？」

　ウォリーの言葉は彼女を困らせたようで、眉をひそめて何か言いたそうにもじもじとしている。その隙に彼は部屋を出ようとするが、またしても腕を掴まれてしまった。

「待て！　わかった！　泊まればいいんだろう泊まれば！　だが私のためにお前を部屋から追い出すのは私自身納得がいかん！　お前も一緒に泊まれ！」




「……あのー……あなたはいったい何をしているのです？」

「置物だ。私は置物になるのだ」

　彼女の行動にウォリーは困惑していた。

　遡ること、数十分前。一緒に泊まれと言ってくる彼女に対して、さすがに初対面の男女が同じ部屋に泊まるのはまずいとウォリーは拒否した。

　しかし彼が部屋を出ようとするたびに彼女は腕を掴んで強引に部屋に連れ戻すので、ついにウォリーの方が根負けしてしまった。

　ちなみに彼女がこの部屋に泊まることを了承した瞬間、お助けポイントが５００００加算された。やはり彼女を助けるとなぜか多量のポイントが入るようだった。

「楽にしてもらってていいんですけど……」

「ここは元々君の部屋だ。そこに居座らせてもらっている私が住人として振る舞うことはできん！　私は置物としてここにいさせてもらうことにする」

　そう言って先ほどから彼女は部屋の隅っこで正座をしたまま動こうとしない。

　ウォリーが困り果てていると、彼女が突然思い出したかのように立ち上がりウォリーの前まで歩み寄ってきた。

「失礼、名乗るのを忘れていた。私はダーシャ。魔国から遥はる々ばるこの街に来て、冒険者をやっている者だ」

「あ、どうも。僕も冒険者で、名前はウォリーって言います」

「それから……」

　ダーシャはそう呟くとウォリーの足元に手をついて土下座をした。

「先ほどは大変失礼なことをした！　どうか許してくれ！」

「わっ！　何ですか急に!?　頭上げてください！」

　突然の謝罪にわけがわからずウォリーは焦り出す。

「ギルドでのことだ。君の顔を打ってしまった」

　彼女がなかなか頭を上げようとしないので立っているのも気まずくなり、ウォリーもその場にしゃがみ込む。

「いえ、気にしてませんよ。僕を守るためにやってくれたんでしょう？」

　そこでようやく彼女は顔を上げた。

「なんと、気付いていたか」

「はい。あなたを助けたことで、僕まで差別に巻き込まれるんじゃないかと心配してくれたんですよね？　だから周りの冒険者達に見せつけるような形で僕を突き放した。自分１人が悪役になるために……」

　彼女は身を起こして正座の姿勢になる。

「そうだ。助けてもらっておいて何だが、君ももう少し自分の身を大切にした方がいい」

「はは……それはお互い様ですよ」

　そこまで言ってウォリーは気付いた。彼女を助けた際に大量のポイントが入った理由はこれかと。

　周りから差別を受けている彼女を助けることは、ウォリー自身に大きなリスクが伴う。

　危険を犯してまで彼女を助けたことがあの大量のポイントに繋がったのではないかと、彼は推測した。

「言いたいことはそれだけだ。では……」

　そう言うと彼女は再び部屋の隅に行って正座をした。




「よいしょっ」

　ボフッと音を立てて、ウォリーは両手いっぱいに抱えていた布団を床に置いた。

「宿屋の人に布団もらってきました」

　ダーシャがここに来てから２時間ほど経ったが、未だに部屋の隅で正座している。

　足が痺れないのだろうかとウォリーは気が気でなかった。

「じゃあ僕は床で寝るんでベッド使ってください」

　そう言いながら彼が床に布団を敷き始めると、今まで本当に置物のようだった彼女が急に反応した。

「おい！　何だって君はそう私に気を遣うんだ！　ベッドは君が使え！」

「いや、しょうがないじゃないですか。ここ本来１人用の部屋だし……女性を床に寝かせるわけにもいかないですし……」

　ダーシャは拳を壁に叩きつけた。

「だからそういう気遣いは無用だと言っている！　私は置物だ！　置物と思ってくれ！」

「あなたが使わないなら僕もベッドは使いません」

　そう言ってウォリーは床に敷いた布団に潜り込む。

「こいつ！　引きずり出してでもベッドで寝かせてやる!!」

　そう言って立ち上がった瞬間、彼女はすごい勢いでその場に転げた。

　ウォリーが驚いて見ると彼女は涙目で自分のふくらはぎをさすっている。

「やっぱり痺れてたんだ……」

　苦笑いをして呆れているウォリーを、彼女がキッと睨んだ。

「よろしい。お互い頑固なようだ。ここは双方納得する形で決着をつけよう……」

　まだ痺れが引かないのか、震える足でゆっくりと彼女が立ち上がる。

「私と何かしらの勝負をしろ！　勝った方が床で寝る。負けた方がベッドで寝る。これでどうだ？　勝っても負けても恨みっこなしだ！」

「……なるほど、わかりました。僕としても正座のまま寝るとか言われても困りますしね。それでいきましょう」

　ウォリーは布団から身体を起こした。

「で、何の勝負をするんです？」

「うむ……何がいいかな……君は何か使えそうなもの持っていないか？」

「今僕が持ってるのですと、チェスくらいですかね」

「おお！　チェスならできるぞ！　よしそれでいこう！」

　ウォリーは気まずそうに頬をかく。

「言っておきますけど……僕結構強いですよ？」

「上等だ！　やろう！」

　どうやら彼女の気持ちはチェス一択で固まってしまったらしく、ウォリーは仕方なくチェス盤を取り出した。




　そして、30分後。

「だああああ！　負けた!!」

　ダーシャは叫び声をあげてチェス盤をひっくり返した。チェスの駒があちこちに散らばっていく。

「ちょっと！　やめてくださいよ！　片付け大変になるじゃないですか！」

「……あ、すまない。悔しくなるとついやってしまうんだ……」

　ダーシャは焦りながら駒をせっせと拾い始めた。

「しかし本当に強いな。まさかここまでとは……」

「僕の幼馴染がめちゃくちゃチェスが強いんですよ。その人に昔からよく鍛えられてましたからね」

　駒の回収が終わると、ダーシャは再び盤に並べ始めた。

「よし！　もう一戦だ！」

「ええ!?　１回勝負でしょ!?　恨みっこなしって言ったじゃないですか！」

「ああ、ベッドの件はもういい。負けたから私が使ってやる。ここからは私が個人的にやりたいからやるんだ」

　どうやら彼女は相当負けず嫌いなようだった。正直眠たいんだけどと思いつつも、ウォリーは彼女に付き合うことにした。

「ダーシャさんはどうしてこの国に来たんですか？　いろいろ大変そうですけど……」

　チェスを指しながら彼女に疑問をぶつけてみる。

「人間族とわかり合うためだ。知っての通り我々は国同士で争うことはなくなったものの、まだ国民同士は互いをよく思っていない。私は、この状況を何とかするには私自身が相手の国に赴き、そこで人々とわかり合う必要があると思ったのだ」

「すごいですね。どうしてそこまで……」

「魔王様の意思だ。魔王様は人間が魔人を嫌い、魔人が人間を嫌っている今の状況に頭を悩ませておられた。双方が完全に和解することが、魔王様の望みなのだ」

「とすると、ギルドで僕をビンタしたのはまずかったかもしれませんね。周りから魔人族の印象が悪く見えたかも……」

　ウォリーは申し訳なく思った。その状況を作ってしまったのは、元はといえば自分の行動が原因だったからだ。

「実は私も人間族に親切にされたのは初めてだったんだ。だから、あの時はどうすればいいのかわからず混乱していたんだ」

　ダーシャは恥ずかしそうに頬をポリポリとかいた。

「だが私の今の目標はこの国で冒険者として成功することだ。冒険者としてこの国に貢献できれば、周りの人間達もきっと私を認めてくれる。そう信じて私は冒険者を続けているんだ。今の魔人族の印象は私が功績を上げることで払拭してみせよう！」

　彼女の駒を持つ手に力が入る。決意の表れか、金色の瞳がギラギラと燃えているように見えた。

　ウォリーもそれに応えるかのように駒を動かす。そして……。

「だあああああ!!　負けた!!!」

　チェス盤が天井まで跳ね飛ばされた。

「だからそれやめてくださいって！」










第二章　盗賊から村を守れ




「ギルドから依頼を受けてやってきました。ウォリーと申します」

「おお、よろしく頼むよ」

　口の周りに濃い髭を生やした男はにっこりと微笑んだ。

「私がこの村の村長のシドだ」

　ウォリーはシドと名乗った男と握手をする。

　昨日ギルドに寄った際、ウォリーはパーティ設立の手続きついでに依頼を受注していた。ベボーテ村の付近に盗賊が潜伏しているらしいとのことで、その討伐をせよという依頼だった。

　本来ウォリー１人に盗賊の討伐は荷が重いのだが、今回の依頼は複数の冒険者が同時に依頼を受けて臨時パーティを組み、協力して行うというもので、ウォリーが村に到着した頃には既に３人の冒険者が集まっていた。

　ちなみにダーシャは今朝ウォリーが目覚めた時にはまだ眠っていたので、起こさないようにこっそり抜け出して出発した。

「村の者が近くの山道で何度か襲われてな、このまま放っておくといずれ村へ襲撃に来るかもしれん。何とか村人の不安材料を取り除いてほしい」

　シドは冒険者達に語りながら頭を下げた。

「失礼。ギルドから盗賊討伐の依頼を受けてきたのだが……」

　その時、また新しい冒険者がやってきた。その人物を見てウォリーはあっと声をあげる。

　今、村に到着したばかりの冒険者、それはダーシャだった。彼女もウォリーの存在に気付いたのか、目を丸くした。

「なっ、ウォリー!?　まさか偶然同じ依頼を受けていたとは……」

「あー……冒険者さんね。はい、どうもどうも」

　シドがダーシャにそう声をかける。ウォリーは彼の態度が自分の時とかなり違うことに気付いた。

「あー、悪いけどな、あんたはいいや。帰ってくれ」

　そう言ってシドはシッシと野良猫でも追い払うかのような仕草をした。他の冒険者達は見て見ぬふりをして黙り込んでいる。

　ダーシャはシドの考えを察したのか、何も言い返さずその場を去ろうとした。

「ちょっと待ってください」

　たまらずウォリーが声をあげた。

「なぜ彼女が参加できないんです？　まだ盗賊の人数も把握していません。人は多いに越したことはありません」

「なぜって……魔人族なんかの手を借りられるか」

　シドはイラついた様子で答えた。

「それって冒険者を追い返す正当な理由にはなりませんよね？　ギルドに報告したら違約金を払うことになりますよ？」

　国が魔国との平和的関係を目指している以上、ギルドは表立って人種差別は行えない。宿屋がダーシャを追い返そうとした際に名目上は満室ということにしたのはそのためだ。

「ウォリー、もういい。こういうのには慣れている」

　ダーシャがそう言うがウォリーに引き下がるつもりはない。

「ダーシャさん。あなたもこの山奥の村にわざわざ移動してきたんでしょう？　それを魔人族だからという理由で追い返されたら、ここに来るまでに費やした時間や費用は無駄になってしまいます。参加できなければ報酬もありません。あなたはここにいる権利があります」

「もういい！　勝手にしろ！」

　シドが怒鳴った。どうやら彼の方が折れたようだった。ぶつぶつ何かを呟きながら彼はその場を後にした。

　ダーシャは気まずそうにウォリーの横に立つ。

「おい！　なんだって君はそう余計なお節介を焼くんだ！」

「僕は当然のことを言っただけですよ」

　ウォリーとダーシャが揉めていると、冒険者の１人が声をあげた。

「まあまあ、あれこれ言っていても仕方ないだろ。俺達の敵は盗賊であって魔人族じゃない。今は力を合わせるのが最優先だ。だが盗賊のアジトも人数もまだわからない状況だ。今日は１日周辺の調査と作戦会議に集中して、もし盗賊の居場所がわかれば明日行動しよう」

　その冒険者の発言から場の流れは変わり、盗賊討伐に向けてそれぞれ意見を言い始めた。

「盗賊は夕方から夜間に活動して人を襲うことが多い。昼間に攻撃を仕掛ければ寝込みを襲えるかも」

「今夜は交代で村の見張りを立てよう。向こうから襲撃してくる可能性がある」

「この付近で潜伏できそうな洞窟は……」

　冒険者同士の話し合いが終わり、チームを分けて村周辺の調査を始めていく。

　ウォリーとダーシャは同じチームになり、２人で周辺の山道を調べることになった。村長の情報によれば、山賊がよく出現するポイントだ。

「大体君は周りの目も気にせずいつもいつも……」

　ダーシャは先ほどのやり取りが未だに不服なようで、調査中もグチグチとウォリーに文句を言っている。

　彼は彼で、それを軽く受け流しつつ盗賊の痕跡などを探していた。

「誰か！　誰か!!」

　突然叫び声が聞こえ、２人が声の方へ走ってみると、そこには馬車と血まみれの商人らしき男が２人いた。馬車の荷物が殆どなくなっているところを見ると、盗賊に襲われ奪われたのだろう。

「ウォリー！　２人を頼む！　盗賊はまだ遠くへ行ってないはず！」

「待って！　相手の人数は未知数です！　今１人で行動するのは危ない！」

　ウォリーの言葉に、駆け出そうとしたダーシャが足を止めた。ウォリーは傷を負った商人の１人にポーションを飲ませて回復させる。治癒師のスキルを失った今の彼は回復魔法が使えない。そのため、ポーションに頼るしかなかった。

　ウォリーのポーションで１人はある程度回復したが、もう１人はあまりにも傷が深く、ポーションを飲ませても回復しきれなかった。

「頼む！　助けてくれ！　息子なんだ!!」

　先に回復した商人が涙を流しながらウォリー達に訴えた。どうやら２人は親子で商業を営んでいるらしい。そうはいってもウォリーの回復手段はポーション以外にない。ダーシャが悔しそうに歯を食いしばっているのを見る限り、彼女も回復魔法は使えないようだった。

　その時、頭の中にあのメッセージが聞こえた。




《お助けスキル『回復マン』の取得が可能になりました》




「お助けスキル……そうか！　まだこれがあった！」

　時間がない。手遅れになる前に……とウォリーは急いで頭の中でお助けマンを起動させ、お助けスキルを選択する。




《回復マン》




《対象に手を触れた状態で『回復マン』と唱えると対象を回復させることができる。取得のために必要なお助けポイント：３５０００ポイント》




　先ほど２人の商人のうち片方を助けたことでポイントが増え、今のポイント残高は８０９００。スキル取得には十分足りる。

　ウォリーは迷うことなくポイントを使った。

「回復マン!!」

　重体の商人の身体に触れてウォリーが唱えると、あれほど深かった傷がみるみるうちに治っていき、それとともにポイントが１５０００加算される。

　その回復力にウォリー自身も驚いた。彼が治癒師だった頃でさえ、これほどの効果を持つ回復魔法を出せただろうか。

「ウォリー！　何をした!?　こんな魔法が使えたのか!?」

　ダーシャも驚きの声をあげる。

　回復した男が目を開けると、男の父親は彼に抱きつきウォリー達に何度も礼を言った。




「みんな聞いてくれ！　盗賊のアジトがわかったぞ！」

　ウォリー達が調査から帰り他の冒険者と情報を交換し合っていると、村長のシドがそう言って飛び込んできた。

「さっき偶然森の中で奴らを見かけたんだ。後を追ってみたら……」

　シドはテーブルに村周辺の地図を広げる。そして、森の中のある箇所を指差した。

「ここだ。あいつらはここに潜伏してる」

　冒険者達の目が一斉に地図に注がれた。

「なるほど。よく見つけたな……」

「どうやって攻め込む？」

「まず先に誰か偵察に行った方がいいのでは？」

「時間帯は……」

　彼らが話し合っているところに、シドが口を挟んだ。

「待ってくれ。それだけじゃないんだ。奴らの話し声を少しだけ盗み聞きすることができたんだ。奴らは昼間に就寝する者が多いらしい。だからその時間に攻め込めば寝込みを襲える」

　さらにシドはペンを取り出して地図に線を引いた。

「俺はここの村に長く住んでいるからな、この辺りの地形は熟知している。このルートで行けば、奴らに気付かれずにアジトに接近することができるだろう」

　冒険者達はシドの助言を頼りにしばらく話し合った後、明日、アジトへ攻め込むことを決定した。




　翌日の昼。ウォリーやダーシャを含める冒険者達はアジトを目指して森の中を進んでいた。

　事前に向かわせた偵察からの情報では、そこに盗賊達がいるということで間違いないようだった。

　アジトに近づくにつれて、冒険者達の足はゆっくりになる。

　こちらの気配に気付かれないように、足音を立てずに慎重に前へ進んでいく。

　彼らの手にはシドが進行ルートを書いた地図が握られている。そのルート通り、正確に彼らは進んでいった。

　――ヴォン……。

　突然妙な音が鳴ったかと思うと、冒険者達の足元に巨大な魔法陣が出現した。彼らがそれに反応する間もなく、その場の全員の身体に強烈な電流が走った。

　バタバタとその場に倒れていく冒険者達……。

　それを囲うように盗賊達が集まってきた。




　ウォリーが目を覚ますと、冷たい岩に囲まれた場所にいた。どうやら洞窟の中のようだった。

　目の前には巨大な鉄格子があり、外に出られないようになっている。見ればダーシャを含め他の冒険者達も一緒に閉じ込められていた。

　ウォリーは鉄格子の扉を掴んでガシャガシャと強引に揺らしてみる。

「ウォリー、無駄だ。鉄格子に魔術がかけられて強化されている。私達が攻撃しても壊れなかった」

　ダーシャが彼の背後から声をかけた。

　他の冒険者達もうなだれている。どうやら既にあれこれ手を尽くした後らしい。

「はははは！　実に間抜けな冒険者達だ！」

　鉄格子の向こう側から笑い声が聞こえたかと思うと、影の中から盗賊の１人が姿を現した。

「お前らあんな都合のいい情報を鵜呑みにするなんて、どうかしてるぜ」

　盗賊はにやにやと冒険者１人ひとりを見回しながらそう言った。

「どういうことだ？」

　ウォリーの問いに、盗賊は大きくため息をついた。

「どうせお前らはここで終わりだから教えてやるよ。あのシドっていう村長が、お前らが来る時刻とルートをこっちに流してくれたのさ。お前らはあいつに裏切られたんだよ」

　盗賊はそう言い捨てると、高笑いをしながら闇の奥へ消えていった。

「くそ！　どういうことだ！」

　冒険者の１人が冷たい石壁を殴りつけた。

「あの村長が盗賊とグルだったって？　本当かよ！」

「あそこに魔法陣のトラップが仕掛けられていたということは、僕達があのルートを通ることを事前に知っていたとしか……」

　しばらく洞窟内に沈黙が続いた。

　冒険者達は怒りに唇を震わせ、目を血走らせている。

「村長が情報を流したとして……いったい何のためだ？　ギルドに依頼したのは村長本人のはずだ……」

　ダーシャがそう言って頭を抱えた。

「あいつ、自分の村を潰すつもりか？」




「今回は助かったぜ。冒険者とやり合うのは面倒だからな」

　盗賊のアジト内。リーダーのゴメスは笑みを浮かべながら酒を口にする。

　彼とテーブルを挟んで向かい合っているのは、べボーテ村の村長シドだった。

「冒険者達はあなたに差し出しました。約束は守ってくれるんでしょうな」

　シドの問いに、ゴメスはふっと鼻を鳴らした。

「安心しろ。約束通り、俺達は今後村には一切手出しをしない。数日中にここを出ていくよ。冒険者達が討伐失敗という情報が流れれば国が兵隊を送ってくる可能性もあるからな」

　それを聞いてシドの口元が微かに緩んだ。

「しかしお前、なんでこんなことをする？　これがギルドに知られたらお前……ただじゃ済まねえだろ？」

　僅かに笑みを浮かべていたシドが、すぐに真顔に戻った。瞳の奥には怒りの感情が浮かんでいる。

「ギルドの連中、魔人族の冒険者なんかこっちに寄越しやがった。俺はな、魔人族が大嫌いなんだ」

「ほう……」

「もし、魔人族にこの村が救われるなんてことがあってみろ。我が村の汚点だ！　あんな奴に手柄を立てさせるわけにはいかん」

　怒りに震えるシドの言葉を、ゴメスはニヤつきながら聞いていた。

「村は守る。魔人族には手柄を渡さない。俺にとっては一石二鳥のこの方法が一番なんだよ」

　ゴメスは１回、大おお欠伸あくびをすると天井を見つめた。

「さぁ～て、あの冒険者達はどうするかな。遠ぉ～くの国に奴隷として売っちまおうか……」

　ゴメスがそう呟くと、彼の部下が寄ってきた。

「お頭、例の品の準備ができました」

「おぉ～そうか、ご苦労。こっちへ持ってこい」

　ぞろぞろと部下がやってきてシドの横に木箱を積み上げていく。

「なぁ村長さんや。あんたらには迷惑をかけたが今は協力関係にある。これは今までの詫びだと思ってくれ」

「これは……？」

「酒だ。かなり上質なものさ。盗品じゃないから安心しろ。沢山あるから今日にでも村のみんなに配ってやってくれ」

　ゴメスはシシシッと声をあげてシドに笑いかけた。

「ああ、これを村まで運ぶのは部下に手伝わせてやるよ。誰かに見られても村人の変装をさせときゃ盗賊だって気付かれねえだろ」

「……わかった。ではありがたくいただこう」

　シドは積み上げられた木箱の１つを手に取る。ゴメスが「おい」とひと言合図すると、部下の盗賊達がシドに続いて木箱を運んでいった。

「……本当に間抜けばかりだ……」

　ゴメスは手元の酒を飲み干し、そう呟いた。




　ウォリー達が閉じ込められて５時間が経過した。

　未だに彼らは脱出の方法を見つけられないでいる。

「何とかして出る方法を見つけないと、このままじゃ俺達どうなるかわかんねぇぞ」

　冒険者達は焦っていた。場合によっては死を覚悟しなければならない。

「チャンスがあるとすれば、盗賊がここから俺達を移動させようとする瞬間だろう。盗賊は１箇所のアジトに留まり続けることはない。盗賊が移動する時がくれば、奴らはこの扉を開けるはずだ」

　別の冒険者がため息をついた。

「今は下手に動かず機を窺うしかないってことか……」

「いや、そんな余裕はないと思います」

　ウォリーが鉄格子を握りしめながら、言った。

「僕らがずっとここにいたら、いったい誰が村を守るんです？　一刻も早く脱出して村人の安全を確保しないと……」

「おいおい。こんな時に他の人間を心配してどうする。今は俺達自身が殺されそうだってのに」

　冒険者の１人が鼻で笑う。それでもウォリーはじっとしているのが我慢ならなかった。必死に頭を回転させ、脱出の方法を考える。

　その時、鉄格子から見える通路の奥。その暗闇の中から微かに声が聞こえた。

　ウォリーが必死で耳をすますと、盗賊が２人、会話をしているようだった。

「武器の準備はできたか？」

「ああ、最後にひと儲けだ」

「それじゃ行くか。村中から金目のもん全部奪ってやる」

　ウォリーは絶望した。盗賊達は村を襲撃するつもりなのだ。

「まずい！　盗賊が村を襲おうとしてる！　しかも今からだ!!」

　冒険者達にそう叫んでも彼らは動こうとしない。どの道ここからは出られないのだ。彼らにとってこれ以上暴れるのは無意味なことだった。

　ウォリーは何度も鉄格子の扉を蹴りつけた。

（村の人達が危ない！　何としてもここから出ないと！　助けないと!!）




「へへへ。こんな楽な仕事はねぇ。村を襲ってもみんな無抵抗なんだからな」

　ゴメス率いる20人ほどの盗賊達は、べボーテ村を見渡しながら邪悪な笑みを浮かべる。

　村内のあちこちから呻き声が聞こえていた。

　村人達は地面に倒れ、喉を押さえながら苦しみもがいている。

　そんな地獄のような光景の中を、盗賊達は悠々と歩いていく。

「ゴメス……これは……どういうことだ……」

　ゴメスの足元で１人の男が声を絞り出すようにしてそう言った。ベボーテ村の村長、シドだった。

　彼も他の村人と同じように地面に倒れ、もがいている。

「間抜けめ。あの酒には毒が入っていたんだよ。即効性はないがじわりじわりと苦しめて最後は死にいたらせる毒がな」

　ゴメスは道端で死んでいる虫を見るかのような視線をシドに注いだ。

「ふざけ……るな……約束と……違う……。冒険者を……差し出してやっただ……ろ……」

「バカかてめぇは。その冒険者を雇ったのはてめぇ自身だろうが。こっちはハナから約束なんて守るつもりはなかったんだよ」

「この……外道……が……」

　シドのその言葉に思わずゴメスは吹き出した。

「知らなかったのか？　俺達は盗賊だぜ？」

　その後もシドは何かを言おうとしていたが、ゴメスは無視して村の中心まで足を運んだ。

「２、３人で村の出入り口を塞いで村人が逃げられないようにしておけ。それ以外の奴は家々を漁って食料、金目のものを徹底的に集めてこい。毒を飲んでない奴がいたら縛りつけておけ。抵抗するようなら……殺せ」

　ゴメスがそう命じると盗賊達は雄叫びをあげて村中に散っていった。




「くそ！」

　ウォリーは鉄格子を殴りつけて、その場にへたり込んだ。

（こうしている間にも村人達は……）

　彼が悔しさに歯を食いしばっていると、突然頭の中に音声が聞こえた。




《お助けスキル『盗賊マン』の取得が可能になりました》




「盗賊マン……？」

　頭の中でスキルを起動し、詳細を開いてみる。




《盗賊マン》




《発動中は手先が器用になり、鍵開けやトラップ解除などが可能になる。また、気配や足音を消して移動することもできる。取得のために必要なお助けポイント：３００００ポイント》




（鍵開け……!?　そうか、これを使えば）

　ウォリーは急いでポイントを支払い、スキルを発動させた。

「誰か、細長い……針金のようなものを持っていませんか？」

　突然のウォリーの問いかけに冒険者達は顔を見合わせた。

「これでは駄目か？　私のヘアピンだが……」

　そう言ってダーシャがピンをウォリーに差し出した。

「ありがとうございます！」

　ウォリーはそれを受け取ると鉄格子の鍵穴に差し込む。特別な知識はなかったが、直感に任せると自然と手先が動いた。

　ガチャリと音がして１分も経たないうちに解錠された。それを見て冒険者達から驚きの声があがる。

「おおお!?　何だお前、どうやって開けた!?」

「っていうかそんな技術持ってんなら、なんでさっさとやらなかったんだよ！」

　口々にウォリーを問い詰めるが、彼は適当に流した。今さっきスキルを覚えたなどと説明しようとするとややこしくなる。それに、今はそれよりも優先しなければならないことがある。

「村が危ない！　急ぎましょう!!」

　冒険者達は急いでその場を駆け出した。




　ウォリー達が村に到着した時、村内の様子は悲惨だった。

　女性や子供は縄で身体を縛られ、男達は地面に倒れてもがき苦しんでいる。彼らの肌は青く変色しており、毒を盛られたのだとひと目でわかった。

　泣き声や苦しみ喘ぐ声の中に、盗賊達の笑い声が混じって聞こえる。

　ウォリー達は木々の陰に身を隠しながらその様子を窺っていた。

「村長の野郎は裏切られたようだな」

「ふん！　盗賊と取引なんかしようとするからだ」

「しかし村人に罪はありません。何とか救出しましょう！」

　冒険者達は地図を地面に広げる。

「２チームに分かれて挟みうちにする形で攻め込もう」

　ウォリーとダーシャの２人は村の南側の入り口から、それ以外の３人は北側から攻めていくことになった。

　冒険者達は分かれ、それぞれの配置へ向かって走っていく。

　村の出入り口には盗賊の見張りが２人立っていた。ウォリーは剣を抜いて戦う準備をする。

　彼にとって、新スキルで強化されたステータスを試す機会でもあった。

　ダーシャは魔法を使って戦うつもりなのか、見たところ武器らしいものは所持していない。

　村の惨状を目にした時から彼女が怒りで震えているのを、隣でウォリーは感じ取っていた。

　ウォリー達が敵前に飛び込んでいく。盗賊達も気付き剣を構えるが、ウォリーが斬り込むよりも速くダーシャの方が前に出ていった。

　彼女の身体から黒と青が混じった不気味な炎がみるみると溢れ出て、彼女の身体を覆っていく。

　魔人族のみが発動できると言われる特殊なスキル『黒炎』。黒い炎を身体に纏って自在に操ることができる能力。

　直接目にするのはウォリーも初めてだった。

　炎が彼女の両手に集まっていき、それは巨大な鉤爪のような形に変化した。

　見張りの盗賊２人を相手に、彼女は炎の爪を振るい、一瞬にして敵を斬り裂いてしまった。

　そのまま彼女は村内に飛び込んでいくと、襲いくる盗賊を次々倒していった。

　ウォリーもそれに続いていく。

　村に入って早々２人の盗賊に相対したウォリーは、前後からの攻撃を上手く受け流しつつ、隙をついて２人の盗賊の脚を斬りつけた。

　立つことができなくなり膝から崩れ落ちる盗賊達。レビヤタンにいた時は回復中心で戦うことは滅多になかったが、それでも彼はＡランクパーティと行動をともにしていた。

　さらに今はお助けポイントによるステータス強化も加わっている。数人の盗賊相手ならウォリーでも十分勝負になるようだった。

　その時、ウォリー達から見て村の反対側も騒がしくなる。どうやら別のチームも攻撃を開始したようだった。




「こいつら……どうやって抜け出した!?」

　ゴメスは焦りながら周囲を見回す。そして、黒炎を操り盗賊を圧倒しているダーシャが最も厄介と判断したゴメスは、部下達に指示を出した。

「あの女だ！　魔人族の女をまず仕留めろ!!」

　ダーシャに対しての集中攻撃が始まった。

　たちまち彼女は10人近い盗賊に囲まれてしまう。

　それに気付いたウォリーは援護に向かおうとするが、別の盗賊が妨害してきてなかなか進めない。

　すると、今までダーシャの両手に集中していた黒炎が彼女の腕を伝って背中に移動し始めた。

　盗賊の剣が彼女に向かって振り下ろされた瞬間、彼女は真上に高く飛び上がった。

　盗賊達が空を見上げると、空中に留まったままの彼女の姿があった。背中に集まった黒炎は左右に大きく広がり、巨大な翼を形成していた。

　炎の翼を羽ばたかせて盗賊達を見下ろす彼女が、頬をプクッと膨らませた。

　そして次の瞬間、口から黒炎の塊を盗賊めがけて吹き出した。

　下にいる盗賊達はパニック状態だった。既に何人かの盗賊は火球が直撃して焼かれている。多人数で彼女を囲って攻撃するつもりが、空を飛ばれてしまっては剣も届かない。

　盗賊達の中で遠距離攻撃に長けた者が彼女に向かって矢を射った。しかし彼女が吐き出す炎によってその矢は焼け落ちていく。

「ば、化け物だぁ！」

　盗賊達は恐れをなして彼女から距離を取ろうとする。

　ゴメスは１人の盗賊に合図を送った。

　盗賊は捕まっている村人の中から幼い少女を選んでダーシャの前に引っ張っていった。

　盗賊が少女の喉元に剣の刃を押し当てる。

「おい魔人族！　大人しく下りてこい！　この子供の喉をかっ斬るぞ！」

　少女を人質に取られ、ダーシャは仕方なくその場に下りていった。ゴメスは彼女が少女に気を取られてるのを確認し、別の部下に「今だ」と合図する。

　それと同時にダーシャの脇腹を矢が貫いた。

　口から血を吐いてダーシャはその場に倒れた。

　ウォリーはお助けスキル、盗賊マンを発動させた。このスキルは鍵開けの他に自分の足音や気配を消す能力がある。

　ウォリーは建物の陰を走り抜けて、少女を人質に取っている盗賊の背後へ回った。音もなく盗賊の近くまで瞬時に接近すると、背中を斬りつけた。

　盗賊は倒れ、少女が解放される。

　そのままウォリーはダーシャの元へ駆け寄った。

「ダーシャ!!」

　そう声をかけるが彼女の目は虚ろな状態で、全身は力なくぐったりとしていた。彼は回復マンを発動させ傷口を癒す。

　傷は完全に塞がったが、それでも彼女はぐったりとしたままだった。

「ウォリ……毒だ……矢に毒が……塗られ……ている……」

　彼女が息も絶え絶えにそう言った。傷自体はなくなったが、全身を回った毒までは治せなかったようだ。

「私は……ここまで……だ……後を頼む」

　その時ウォリーに向かって矢が飛んできた。ウォリーは剣でそれを叩き落とす。

　すると今度は剣を持った盗賊が斬りかかってくる。ウォリーは剣で防御し、足で盗賊を思いっきり蹴り飛ばした。

「おい！　その女はもう駄目だ！　放っておけ！」

　近くで戦っていた冒険者の１人がウォリーに声をかけた。

「そうだ……私に……構うな。お前まで……危険に……なる」

　しかしウォリーは彼女を庇うように立ち、剣を構えて周りを囲う盗賊達を威嚇した。

（ここを離れたら動けない彼女は間違いなく殺される……）

　ウォリーの顔を汗が伝った。

　斬りかかってくる盗賊と刃を交えながら、彼は心の中で必死に叫んだ。

（頼む……助けて……）

　数人の盗賊を斬り倒し、ウォリーがダーシャの方をちらりと見ると、彼女の目から光が消えかかっていた。意識も殆どないようだ。

　ウォリーは叫んだ。

「助けて!!!　お助けマン!!」




《お助けスキル『解毒マン』の取得が可能になりました》




　ウォリーは次々襲ってくる盗賊と戦いながら、頭の中でスキル取得を選択する。




《解毒マン》




《対象に触れ「解毒マン」と唱えることでその対象を……》




「ポイント全部使い切ってもいい!!　スキル取得だ!!!」

　頭の中の音声がスキル詳細を言い終わる前に、ウォリーは叫んだ。

　左右から盗賊の刃が迫ってくる。ウォリーは地面を転がるようにしてそれを躱かわし、ダーシャに手を置いて「解毒マン」と唱えた。

　すると彼女の目にどんどん光が戻っていく。

　ウォリーはそれを見て安堵したが、喜びに浸る間もなく盗賊が攻撃を仕掛けてくる。

　盗賊達の刃を受け流し、近くにいた３人を何とか斬り倒す。

　ウォリーは連戦で呼吸が乱れてしまい、その場に立ったまま大きく深呼吸をする。

　――その背後から盗賊が弓を引いているのに彼は気付かなかった。

　ウォリーの背中めがけて矢が放たれる。

　その瞬間、黒炎が吹き上がってウォリーを包み込む。

　ウォリーが驚いて周囲を見回すと、彼とダーシャを囲む形で黒炎の防壁が作られていた。
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　飛んできた矢は黒炎の壁に呑まれてウォリーに届く前に焼き払われる。

「私に構うなと言っただろう。このお節介焼きが……」

　ダーシャがゆっくりと立ち上がった。

「卑劣な手を使いおって！　ただじゃおかん！」

　復活したダーシャが両手を広げ、２人を取り囲んでいた炎が彼女の両手に集まっていく。その炎を再び巨大な爪へ変化させ、彼女は盗賊達に向かって走っていった。

　盗賊はまた人質を取るため村人に接近しようとするが、ダーシャは怒りに任せて戦っていた先ほどとは違い、村人達を守るようにして戦うようになっている。

　彼女が盗賊達を圧倒している隙に、ウォリーは解毒マンと回復マンを使って毒で苦しんでいる村人を復活させて周った。

「冒険者ばかりに戦わせておけねえ！　俺達が村を守るんだ!!」

　ウォリーによって復活した村人達は倉庫から武器や農具を手に取って、一斉に盗賊達への反撃を始めた。

「くそっ！　何がどうなってる!!」

　次々に復活していく村人達を見てゴメスは焦りの表情を浮かべる。

　強力なダーシャの能力に加えて、大勢の村人が加勢して人数面でも盗賊側が劣勢に立たされた。

「退くぞ！　お前ら！　退けえー！」

　ゴメスは勝てないと見て、遂に撤退命令を部下達に下した。

　盗賊達が村の外へ一斉に走っていく。

　しかし、逃げようとする盗賊の頭上に火球が降り注ぎ、次々に彼らを焼いていった。

　ゴメスが顔を上げると、黒炎の翼を広げた魔人が怒りの表情で見下ろしていた。

「外道どもが！　誰１人として逃がさん!!」

　ダーシャは金色の瞳をギラつかせながら次々火球を吐き飛ばしていく。

「この魔人族がああああ!!」

　そう叫ぶゴメスの背後へ、ウォリーが走っていく。

　盗賊マンを発動し気配を消した彼は、ゴメスに気付かれることなく攻撃範囲まで接近した。

　ウォリーの剣が、ゴメスのアキレス腱を断つ。

「ぐあぁ!?　貴様いつの間に!?」

　ウォリーは縄を手に取り、それを痛みで倒れるゴメスに巻きつけた。

　盗賊マンで手先の器用さが上がっている彼は、あっという間にゴメスを縛り上げ自由を奪う。

　盗賊達は大勢の村人に囲まれ、逃げようとしても頭上のダーシャから狙い撃ちにされ、加えてリーダーのゴメスまでもがやられたことで完全に戦意を喪失した。

　彼らは武器を地面に捨て、両手を上げて降伏する。

　これにより、盗賊達との戦いは完全に決着した。

　冒険者や村人達は歓喜の叫びを上げる。

　ダーシャも黒炎を解除して地上に降り立った。

　縛られていた村人達も次々に解放されていき、彼らは冒険者達の周囲に集まって口々に礼を言っている。

　あちこちで歓喜の声があがっている中で、突然ウォリーは力が抜けたかのように膝を折り倒れ込んだ。

　周囲にいた村人達が慌てて彼を支える。

　ダーシャもそれに気付いてウォリーの元へ駆け寄っていった。

「ウォリー！　どうした!?　まさか奴らの毒が!?」

　心配そうに声をかける彼女を見上げながら、ウォリーは笑みを返した。

「いや……ただの魔力切れです……」

　ウォリーの回復マンや解毒マンは無限に使えるわけではなかった。取得した後は、普通の治癒魔法と同じように魔力を消費する。今日は毒に侵された大勢の村人１人ひとりに回復と解毒を同時に使っていたため、彼の魔力は底をついてしまっていた。

　しかし、あれだけの人数を全員回復して周れるほどの魔法使いは滅多にいない。元々高い魔力値を有していた彼だからこそできたことだった。

　倒れた原因が魔力切れだとわかり、ダーシャは安心した様子だった。

「そうか……」

　そう呟くと彼女はウォリーを抱きかかえた。

「ウォリー……今回はよく頑張ってくれた。君のおかげで私は救われたよ。ありがとう。今はゆっくりと休んでくれ」

　聖母のように微笑むダーシャの顔を眺めながら、ウォリーは彼女の腕の中で眠りに落ちていった。




　ウォリーが目覚めた時、彼はどこかのベッドに寝かされていた。

　起き上がって窓から外を覗くと村人達がせっせと動いている姿が見えた。

　どうやらここは村の民家の１つのようだ。

「ウォリー様、もう起きて大丈夫なんですか？」

　彼が外に出ると村人達が集まってきて声をかけてくる。

　見たところ、彼が気を失ってからそれほど時間は経っていないようだった。

　彼自身も体調からして完全に回復したとは言い難い。

「今、荒らされた家をみんなで片付けているんです」

　村人の１人がそう言った。ウォリーは手伝おうかと言ってみたが、体調を心配され村人達に止められてしまった。

　彼は特にやることもなく適当に村を歩いていると、ダーシャの姿を発見した。

　彼女は村人に囲まれて四方八方から声をかけられている。

「魔人族がこんなに強いとは思いませんでした！」

「ダーシャ様のあの空を舞う姿！　まるで女神のようでした！」

「サインください！」

　今回の戦いで最も多くの盗賊を仕留めたのは彼女だ。彼女が勇ましく戦う姿は村人達の目に英雄のように映ったのかもしれない。

　ダーシャはこのような扱いを受けるのが初めてなのか、恥ずかしそうに慌てている。

　そこにひと組の親子が近づいていった。

　子供は、あの時盗賊に人質に取られた少女だった。

「ダーシャ様。あなたのお陰でうちの娘は助かりました。ありがとうございました」

　少女の親が深々と頭を下げた。

「何を言う。その子を救ったのはウォリーではないか」

「はい。ウォリー様にも感謝しています。しかし、ダーシャ様はこの子を傷つけないために、自分が矢を受けても盗賊への攻撃をしませんでした。下手すれば死んでいたかもしれないのに……それを思うと感謝をしてもしきれません」

「お姉ちゃんありがとう！」

　親子はそう言って何度も彼女に頭を下げた。それを見て村人も口々に声をあげた。

「さすがダーシャ様！　強いだけでなく、お優しい！」

「俺達は魔人族のことを誤解していたのかもしれないな」

　再び周りからの賞賛の声を浴びせられ、ダーシャは慌て始める。

　その時、荒々しい声が聞こえてきた。

「やめんかお前ら！　魔人族なんぞに頭を下げるなど!!」

　村長のシドだった。

　彼も戦いの最中、ウォリーによって救出されていた。

「お前らは人間だ！　誇りを持て！　魔人族なんぞに感謝する必要はない!!」

　そう怒鳴り散らすシドに、村人達は反発を始めた。

「おい！　命の恩人にその言い方はないだろ！」

「そうだ！　ダーシャ様は女神のようだ！」

「彼女はうちの娘のために毒矢を受けて死にかけたのよ！」

　大勢の村人達から反論を浴び、シドは何も言えなくなってしまった。

　さらにそこに冒険者達が集まってきた。

「おい、村長さんよ。俺達を盗賊に売ってくれたそうだな」

「どういうことか説明してもらおうか」

　シドは追い詰められながらも、歯を食いしばって周囲を睨みつけている。

「俺は村を守ろうとしただけだ！　なのにあの盗賊に騙されたんだ！　あいつらのせいだ!!　それにお前もな！」

　シドがダーシャを指差す。

「お前が来なきゃこんなことせずに済んだんだ！　魔人族の手を借りたとなっては、村の恥になる！」

　シドの自分勝手な主張に、周囲の人々はただただ呆れるだけだった。

「村長さん、どうしてそこまで魔人族を嫌うんです？」

　ウォリーがそう言って話に入った。シドは拳を震わせながら俯き、語り始める。

「俺の親父は若い頃に魔国との戦争で捕虜にされたんだ。その時、魔人族に随分と酷い目に遭わされたらしい。親父は晩年まで魔人族への恨み言を言っていたよ。俺はそれをずっと聞きながら育ったんだ」

　シドが顔を上げ、キッとダーシャを睨みつけた。

「俺はその親父から村長としてこの村を受け継いだんだ！　もしもこの村が魔人族に救われるなんてことが起こってみろ！　俺は死んだ親父に合わせる顔がねえ!!」

　シドは身を震わせながらそう喚き散らした。

　すると、今までシドの言葉を黙って聞いていたダーシャが、ゆっくりと彼の前に歩み寄った。

　彼女は彼の目を少し見つめた後、深々と彼に頭を下げた。

「私の種族があなたのお父上に行った行為、非常に心痛く思う。魔国を代表してここに謝罪する。誠に申し訳なかった！」

　そう言い、ダーシャは頭をゆっくりと持ち上げた。そして再びシドの目を見つめる。

　その直後、彼女はシドの顔面に思いっきり鉄拳を打ち込んだ。

「ぐえっ」っと声をあげて２メートルほど吹っ飛ぶシド。倒れた彼は鼻血を出しながらピクピクと痙攣している。

「だが、それとこれとは別の話。私個人に対して怒りをぶつけたいのなら好きなだけやって構わない。しかし今回は……お前の行動で罪のない村人達が、幼い少女までもが危険に晒された。そのことだけは……そのことだけは絶対に許せん！」

　ダーシャは倒れているシドにそう言い放ち、周りの村人達から盛大な歓声があがった。




　翌日。村人達によって縄で拘束された盗賊達と、盗賊と取引を行ったシドは政府の兵士達に連行された。

　昨日ウォリー達は村に１泊し、朝方に村人達に見送られながら村を出発した。

　帰り道、ウォリーはダーシャに誘われて同じ馬車に乗って帰ることになった。

「思えばギルドで会った時から君には世話になりっぱなしだったな……」

　馬車に揺られながらダーシャは言った。

「このままで済ませるのは納得がいかん。何か礼をさせてくれ」

　ウォリーは最初遠慮をしたが、彼女はしつこく食い下がった。

「何でも言ってくれ。できることなら何でもしよう！」

　その彼女の言葉にウォリーは少し考えた後、言った。

「本当に何でもしてくれるんですか？」

「勿論だ。それほどのことをしてもらったからな」

「本当に本当に何でもですか？」

「本当に本当だ！」

「本当に？　本当の本当に？」

「しつこいぞ！　私がすると言ったらするんだ！」

　何度も確認してくるウォリーに、ダーシャはイラついた様子で答えた。

「私が毒にやられた時、君が助けてくれなければ私は死んでいた。命の恩人には全力で報いなければならん！」

　彼女は力強い視線をウォリーに向ける。

　彼は「では……」と言って彼女に手を差し出した。

「僕とパーティを組んでください」

　そう言われたダーシャはしばらく固まった。

　それから、彼女は目を丸くして両手をぶんぶんと横に振った。

「いや！　駄目だ！　それだけは駄目だ！　別に君と組むのが嫌というわけではないぞ！　だが私はこの国で差別を受けている身だ！　私と組んだせいで君にまで迷惑がかかるのは耐えられん！　それだけは駄目だ!!」

　ダーシャは早口でウォリーの申し出を拒否する。

「でも、何でもしてくれるって言いましたよね？」

　彼女は頭を抱えてしばらく唸っていた。

「卑怯だぞ！　君は私が断るのを見越してあんなにしつこく確認したのだな!?」

　彼女がそう言って睨みつけても、ウォリーは爽やかな笑顔のまま彼女に手を差し出している。

「大体よりによってなんで私なんだ！　私と組んだっていいことはないぞ！」

「かっこいいからです」

「はぁ？」

　ウォリーは彼女の目を真っ直ぐ見つめる。

「昨日あの村の村長をぶっ飛ばしたのを見て、かっこいいなって思ったんです。今まで周りからどんなに差別を受けても反抗しなかったあなたが、村の人達のために怒ったんです。それを見て僕は、本当に強い人だと思いました。僕もあの村長に怒りを覚えていましたが、あなたと同じようなことは多分できなかったと思います。あなたみたいな強い人がついていてくれたら、僕はとても助かる」

　ダーシャは「うー……」と唸りながら上を見たり下を見たりをしばらく繰り返していたが、やがてウォリーの方へ顔を向けると、強い口調で答えた。

「いいか！　私は本当は嫌なんだ！　私は嫌だと言ったのに君が無理矢理パーティを組ませたんだ！　だから私と組んだせいでお前がどうにかなっても……私は知らん！　知らんからな!!」

　そう言うと彼女は、ウォリーが差し出した手をがっしりと握った。










第三章　３人目の仲間




　盗賊との戦いから２週間後。ダンジョンにてモンスターと冒険者達が対峙していた。

　Ｂランクモンスター、ダイヤモンドウルフ。

　全身の体毛は日光を受けてキラキラと銀色の光を美しく放つ。

　スラッと伸びた４本の脚の先端には透き通った爪が並ぶ。

　その神秘的な姿とは裏腹に、怪しく光る両目からは凶暴な殺意が放たれている。

　殺意の向かう先は、２人の冒険者。

　４頭のダイヤモンドウルフは冒険者の周囲をぐるぐると囲むように歩きながら、飛びかかる機を窺っている。

　冒険者の１人は男性で剣を手に持っており、もう１人は女性で素手だった。

　獣達は女性の方が仕留めやすいと見たのか、彼女めがけて一斉に飛びかかった。

　彼女の前方から攻め込んだ２頭の牙が彼女の身体に噛みつく寸前、黒い炎が吹き上がり獣達を飲み込んだ。

　炎に焼かれてのたうち回る獣を前に、彼女は片手を掲げた。その手に黒炎が集まっていき、剣のような形になる。

　彼女が黒炎の剣を振ろうとした時、背後からもう２頭が襲いかかってきた。しかし、男性冒険者が彼女の後ろを守るように立ち塞がり、２頭の攻撃は防がれる。そのまま彼はその２頭に斬りかかっていく。

　女性冒険者が黒炎の剣で前方にいた２頭の首を刎はねるのと、後方の２頭を男性冒険者が仕留めたのはほぼ同時だった。

「何度見てもすごいな。その黒炎のスキルは……」

　剣についた血を拭きながら、ウォリーは言った。

「盾にもなるし剣にもなる。おまけに空も飛べるし遠距離にも対応してる……万能すぎるよ」

　彼から賞賛を受けた女性――ダーシャは澄ました顔で鞄を開いた。

「いや、そんなに便利なものではない。燃費が悪くてな……特に空を飛ぶのには大量の魔力を消費する。長期戦には向いていないんだ」

　彼女は鞄から取り出した小瓶の中身を飲み干した。どうやらマジックポーションのようだ。

　盗賊との戦いの後、パーティを組んだ２人はこうしてともにダンジョンを歩くようになっていた。

　ダーシャはウォリーよりも２つほど年上だが、仲間だから敬語はやめろという彼女の強い希望で、今はお互い気安い口調で話す間柄になっている。

「ウォリーの方こそ恐ろしい能力だな。効果の高い回復や解毒のスキルが使えるのに、近接戦闘までできてしまうなんて……普通ヒーラーはサポートに専念する分、接近戦は苦手なものだぞ」

　盗賊討伐の際、ウォリーは毒に侵された大勢の村人を解毒して救った。彼のスキル、お助けマンの効果で、村人を１人助ける毎にポイントが加算されていき、結局あの時彼が手に入れたポイントは３０００００を超えた。

　ダーシャに初めて会った時に得た３００００というポイントに比べると、村人１人あたりのポイントは５０００～１００００と少ないものだったが、そもそもあの場合、村人の安全の確保も依頼を受けた冒険者の仕事と言える。

　お助けマンのスキルを目覚めさせた老人の「赤の他人をあえて助けることが人助けとして認められるんじゃ」という言葉からすると、仕事の一環として人助けをした場合は得られるポイントが少なくなるのかもしれない……とウォリーは考えた。

　彼は溜まったポイントのうち１０００００はもしものために取っておき、残り２０００００をステータス強化に注ぎ込んだ。

　そのお陰で今まで彼のステータスの中でも低い部類だった攻撃力と防御力は１９０を超え、Ｂランクのダイヤモンドウルフを楽々倒せるほどに強くなった。




「パーティの加入希望者ですが……今のところゼロですね」

　ウォリーがギルドに戻り受付に行くと、受付嬢は気まずそうに言った。

「申し上げにくいのですがやはりダーシャ様は……」

「いや、大丈夫。これでいいんだ」

　受付嬢の言葉を遮って彼は言い、受付を後にした。

　加入希望者が現れないのは、やはり差別を受けている魔人族と同じパーティになるのはいい気がしないということなのだろう。だが、ウォリーはこれでいいと思っていた。

「すまない。私のせいだな」

　ウォリーがギルドから出て加入希望者がいなかったことを伝えると、待機していたダーシャが頭を下げた。

「いや、むしろ僕の希望通りでよかったと思ってるよ」

「……どういうことだ？」

「もしこの状況でパーティ加入を希望する人が現れたなら、きっとその人は魔人族に対してあまり差別意識を持っていない人ってことなんだと思う。パーティに新しく加えるなら、そんな人がいいなと思ってる」

「しかし……それは私基準でパーティを組むということだろう？」

「いいや、むしろ僕基準だよ。多分、今君がパーティにいなくて、別の人と組んでいたとしても、僕は君のことを助けようとしていたと思う。そんな時、パーティメンバーといちいち揉めるのも嫌だしね。前に僕がいたパーティでも、そういうところが合わなくて上手くいかなかったし……」

　そう言ってウォリーは空を眺めながら、レビヤタンの仲間達を思い出した。




※　※　※




　ババゴラの洞窟ダンジョンを進む１組のパーティ『アンゲロス』。所属メンバーは女性冒険者のみで構成されている。

　その中でもひと際目立つ女性がいた。彼女の名はリリ。その身長は１８５センチと圧倒的に高い。パーティと並んでダンジョンを進んでいる今も、彼女１人だけ煙突のように列から頭が飛び出している。

　おまけにここは洞窟ダンジョン。通路の狭さによっては、背の高い彼女は屈みながら進まなければならず、かなり不自由をしていた。

「おらおらとっとと行く！」

　パーティのリーダー、サラが先頭を行くリリの尻を蹴った。

「きゃっ」

　突然のことに驚いて飛び上がったせいで、リリは天井の岩に頭をぶつけてしまう。その勢いでバランスを崩して大きく尻餅をついた。

「あーもう何やってんのよこのデカ女！」

「ちょっとー！　急に止まんないでよ～」

　パーティメンバー達が口々に不満を漏らす。

「だって……急にお尻蹴るから……」

　リリが言った瞬間、サラは彼女の髪をがっしりと掴んでグイグイと引っ張った。

「あ!?　何？　私のせいだってか!?　お前がトロトロしてっからだろ!?」

「ごっ、ごめんなさい！」

　強い口調で威圧され、リリは慌てて謝った。

　リリとサラは同じ学校の出身だった。身長は大きいが誰よりも気が小さい彼女はいつもサラにいじめられていた。

　卒業後、２人が冒険者になるとサラはリリを強制的に自分のパーティに入れた。

　リリがやらされることは荷物持ちや買い出しなど雑用全般。とにかくサラが面倒くさがることを全部押しつけられ、召使いのような立ち位置になっていた。

　そればかりかパーティでダンジョンを行く時はいつもリリが先頭に立たされた。正面から敵が飛び出した時、真っ先にリリを盾にするためだった。

　ただ、リリのスキルを考えると彼女が先頭を行くという判断は間違いとも言えない。

　彼女のスキルは『ガーディアン』。防壁魔法を得意とし、敵の攻撃からパーティ全体を守ることができる。

　しかしサラは戦闘でリリを前面に立たせて、彼女がピンチになっても助けようとは一切しない。それどころか彼女を囮おとりのように扱う始末だった。

　サラにとって、リリは自分の命令通りに動く都合のいい人間でしかなかった。

「おお！　ここめっちゃ鉱石あるじゃない！」

　リリが通路を進んだ先、開けた場所のあちこちの岩壁に鉱石を見つけてサラははしゃぎだした。

　パーティのメンバー達は各々採掘道具を取り出して鉱石を集め始める。入手した鉱石はリリが持っている袋に入れられる。

　鉱石が溜まっていくにつれて袋はずっしりと重たくなっていく。こういう重い荷物持ちも毎度彼女がやらされていた。

　その時、洞窟内に雄叫びが響いた。

　サラ達が驚いて顔を上げると、奥の通路から巨大なトカゲ型のモンスターが姿を現した。

「ゴーレムリザード!?」

「Ａランクモンスターじゃない！　なんでこの洞窟に!?　このダンジョンの難易度はＢランクでしょ!?」

「……侵入モンスターだ！」

　侵入モンスター。本来そのダンジョンにいないはずのモンスターが、何かのきっかけで外部から侵入してくる現象だ。

　難易度の低いダンジョンに突然強力なモンスターが現れ、未熟な冒険者が犠牲になる事故も多い。

「やばい！　あんなの倒せないよ！」

「リリ！　防壁魔法であいつの攻撃防いで！　ほら、鉱石の袋は持っててあげるから！」

「うん！」

　リリは言われるままゴーレムリザードの前に魔法で壁を作った。ゴーレムリザードの爪がガンガンと壁を攻撃する。

「できるだけ長く防いでてよ！　今後ろから魔法攻撃で援護する準備してるから！」

　リリの背後でサラが声をかけた。リリは魔力をさらに壁へ注ぎ、壁を強化する。

　しかし、Ａランクモンスターの強力な攻撃は、その壁を少しずつ破壊していった。

　もうすぐ壁が完全に破壊されそうというところまできて、リリは違和感を覚えた。

　他のメンバーの援護攻撃がいつまで経ってもこない。

　リリは嫌な予感を覚えつつ振り返る。

　その場にサラ達の姿はなかった。

　そこでリリは初めて、自分はサラ達が逃げるための時間稼ぎに利用されたのだと悟る。

　彼女は焦ってダンジョンの出口へ向かって走り出した。彼女のすぐ後ろで、防壁が破壊される音が響く。

　振り返ればゴーレムリザードは彼女のすぐ後ろまで追いついていた。彼女は急いで防壁を作り出し、攻撃から身を守る。

　それからは壁を作っては走り、作っては走りを繰り返した。




　あれから何分経過しただろうか。

　リリは洞窟の中の小さな穴の中に１人身を隠していた。

　ゴーレムリザードの姿はいつの間にか消えていた。

　しかしもう魔力を使い果たし、まともに歩くことすらできない。

　もうこのダンジョンからは抜けられない。いずれ自分はモンスターの餌になるのだろう……と彼女は諦めたように瞼を閉じた。




「回復マン」

　闇の中で最初に聞こえたのはその声だった。

　直後、リリの身体が癒されて楽になっていく。サラから蹴られた拍子に天井へ頭をぶつけた時の傷も完全に塞がった。

　彼女がゆっくりと目を開けると、そこには２人の冒険者の姿があった。

「よかった！　意識が戻ったみたい！」

　冒険者の１人がそう言って笑顔を彼女に向ける。

「魔力切れによる疲労かもしれない。これも飲ませよう」

　もう１人の冒険者が鞄からマジックポーションを取り出した。

　差し出されたポーションを口にすると、僅かだが魔力が回復したのを感じた。

　彼女の思考がだんだんと鮮明になってくる。

　自分は、助かったのだ。

「僕はウォリー、彼女はパーティメンバーのダーシャ」

　リリを助けた２人の冒険者が自己紹介をする。

「私は……リリ……です。その……ありがとうございました……」

　立って歩けるまでに回復したリリはその場で腰を上げ、ぺこりと頭を下げた。

　彼女を見上げてダーシャが目を丸くする。

「で、デカいな……」

　壁に寄りかかって倒れていた時にはわかりにくかったが、立ち上がったリリの迫力に２人は圧倒されてしまった。
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「あ……やっぱ変……ですよね……」

　２人の反応にリリは恥ずかしそうに身をすくめた。

「あ、いや。ちょっとびっくりしちゃっただけだよ」

　しばらく、その場に気まずい空気が流れる。

「ダンジョン探索をしていたら偶然倒れている君を見つけたんだ。しかしどうしてこんなところに１人で？」

　ダーシャがそう問いかけると、リリの表情は一気に暗くなる。

　ダンジョンに強力な侵入モンスターが出たこと、そのモンスターを前に自分を置き去りにして仲間達が逃げていったこと、リリは順を追ってウォリー達に説明した。

「なんという連中だ！　許せん！」

　リリが話し終わるやいなや、ダーシャが怒りの声をあげる。

「これはギルドに報告をした方がいいかも……。パーティ内で悪質な行為が確認されれば、ギルドがその冒険者に処罰を与えると思う」

「は……はい……帰ったらそうします」

「とりあえずここから出よう。１人だと危険だ」

　ウォリー達はリリとともにダンジョンの出口を目指すことにした。

「すいません……そちらのダンジョン探索を邪魔してしまって……」

　リリは申し訳なさそうに言う。

「いや、大丈夫だよ。それに侵入モンスターがいるとわかれば次からは慎重に進める。君のお陰で重要な情報を手に入れられたよ」

　そう返すウォリーの横で、ダーシャは呆れた顔をしていた。

「こいつのお人好しは今に始まったことではない」

　言われたウォリーは苦笑いをする。

「ところで、アンゲロス……だったか？　そのパーティはさっさと抜けた方がいいな。何だってそんな奴らの言いなりになっているんだ？」

「はい……パーティリーダーのサラは同じ学校の同級生で。私はずっといじめられてて……彼女に逆らうとすごく酷いことをされるんです……。それがずっと怖くて……」

「そんなこと言ったって君は殺されかけたんだぞ？　命まで失ったら終わりだろう」

「は、はい……すいません」

　リリは俯いた。ダーシャの語気が少し強かったせいか、怯えているようだ。

「あ、すまない！　別に私は君に怒っているわけでは……」

　ダーシャもそれに気付いて慌て始める。

「ま、まあ、今回の件をギルドに報告すれば君をいじめていた連中は処分されるだろう。仲間を意図的に死の危険に晒したのだから重罪だ。ほぼ確実にギルド追放だ。そうなれば君は自由の身だ！」

　ダーシャの態度を見て警戒心が和らいだのか、リリの表情は少しずつ柔らかくなっていった。

「それにしても、ウォリーさん達のパーティは２人だけですか？　随分と少ないような……」

「いやぁ、最近パーティを設立したばかりでね。募集はしてるんだけどなかなか集まらなくて……」

　ウォリーがそう言うと、リリはその大きな身体を屈めて２人に目線を合わせた。

「だったら、私がウォリーさん達のパーティに加入するのは可能でしょうか？　……アンゲロスのメンバーがギルドを追放されたら……どの道私１人になっちゃいますし……」

　彼女の提案にウォリーとダーシャは顔を見合わせた。２人の視線は互いに（どうしようか？）と語っていた。

「私……お２人には命を救われました。ご迷惑でなければお２人のそばでお役に立ちたいと思っています……」

　そう語るリリに、ダーシャは気まずそうな表情を見せた。

「だが、いいのか？　私と同じパーティで……」

「え？」

「見ての通り私は魔人族だ。人間からは差別を受けている。こんな私と行動をともにするのは私としてはお勧めしないが……」

　それを聞いてリリはニコッと笑顔を見せた。ウォリー達が洞窟で彼女と会ってから初めて見せた笑顔だった。

「私だってパーティから酷い扱いを受けていたんですから似たようなものですよ。ウォリーさんやダーシャさんみたいな優しい方々と一緒に行動できるなら、周りからどう思われたって気にしませんっ」

　そう笑いかけるリリを見て、ダーシャは恥ずかしくなって視線を逸らしてしまった。

　その様子にウォリーはクスッと笑うと、言った。

「うん。ダーシャと仲よくしてくれるなら、僕は大歓迎だよ」




「ウォリー様のパーティ加入希望者は……ゼロですね……」

　ギルドの受付嬢の口から出たのはいつも通りの台詞せりふだった。

　ウォリーは首をかしげる。

　リリをギルドに送り届けて２週間が経過した。アンゲロスを正式に抜けたらすぐにでもギルドにウォリーのパーティへの加入希望を出すとリリは言っていたが、未だにその加入希望がこない。

「妙だと思わないか？」

　ダーシャはギルドの新聞を見ながら言った。

「ここ２週間、あのアンゲロスというパーティの記事は一切載っていなかった。仲間を囮おとりに使うなんて悪質行為が発覚すれば、絶対記事になるはずだ」

　不審に思った２人が受付で尋ねてみると、アンゲロスというパーティは特に処罰を受けることもなく普通に活動していると返ってきた。

「どういうことだ！　仲間を見捨てておいてお咎めなしとは！」

　ダーシャがテーブルを叩いた。

「ダーシャ様、そもそもアンゲロスがそのような行為を行ったという報告自体がされていないのです」

　ダーシャの勢いに少しおびえながら受付嬢が答えた。

「リリは報告しなかったのか……？」

「もしかして言いづらかったのかもしれない。僕らの方からギルドに相談してみよう」

　ウォリーが受付嬢にアンゲロスの行為について相談したいと伝えると、２人は奥の面談室へ通された。

　２人が部屋に入ると、そこには１人の女性がソファに足を組んで座っていた。

　彼女を見た瞬間、ダーシャが「げっ」と声をあげて顔を引きつらせた。

　そこに座っていたのは褐色の肌に長い耳のダークエルフ。爪に派手な装飾のされた指で金髪の髪をいじっている。

「あ、ダシャっちじゃん。おっひさ～」

　ダークエルフの女性がダーシャに向かって手を振った。

「うぇ～い！　元気してたぁ～？」

　ダーシャは返事もせず嫌そうな顔をしている。

「で、こいつは誰よ、あんたのカレシぃ？　趣味悪～」

　彼女はウォリーの方を見て言った。

「ども～。ウチの名前はベルティーナ。ベルっぴって呼んでね」

　彼女はそう名乗ると、自分の頬の横でピースをした。

　ウォリーは苦笑いしながら名乗ると、小声でダーシャに語りかけた。

「ダーシャ、君の友達？」

　ダーシャは大きくため息をついた。

「友達なわけあるか……以前、日銭を稼ぐために闘技場に闘士として出たことがあるんだ。私は決勝まで勝ち進んだのだが、その時の対戦相手があいつ、ベルティーナだ……」

　ダーシャは不機嫌そうな表情のまま、続けた。

「実力は五分五分だったんだがな、僅差で私が勝ったんだ。それ以来ずっとあの女に敵対視されるようになってな……何かにつけ張り合おうとしてくる。正直、私はあいつが苦手だ……」

「何内緒話してんの～？　さっさと座っちゃいなよ！」

　ベルティーナはソファに寄りかかってニヤニヤとダーシャを見ている。

　２人は渋々彼女の正面に腰かけた。

「ま、今ウチはギルドの監視員やってるワケなんだけど。何か急に相談者が来たとか言われて待ってたらダシャっちが来るわけじゃん？　マジびびったわ～」

　監視員という言葉を聞いて２人は緊張した。

　ギルドに登録している冒険者が悪質行為や規約違反などを行っていないかを監視している人物。それがギルドの監視員だ。

　もし悪い噂が立った冒険者がいれば、その冒険者の後をこっそりとつけ回して、違反行為を行っていないか調査する。

　調査対象の冒険者がダンジョンに潜っている時も尾行したりするため、監視員はそれなりの戦闘能力を持っている者ばかりだ。

「で。相談って何なワケ？　余計な仕事増やさないでほしいんですケド～」

　言いながらベルティーナは宙で手をひらひらと振った。彼女の手の甲には、ハート形の紋章が彫られている。

「実は……」

　そう切り出してウォリーは洞窟ダンジョンで出会ったリリや、彼女から聞いたアンゲロスの話をベルティーナに説明した。

「アンゲロスね。ちょっと資料取ってくるわ」

　彼女は席を立ち、10分ほど経って何枚かの書類を手に戻ってきた。再びソファに座ると、黙って書類を眺め始めた。

「ダシャっちさぁ……」

　書類に視線を向けたまま、ベルティーナは言った。

「タレコミするんならもうちょっとまともな情報寄越してよね。こんなんウチらが動く気にもならんわ。以上」

　トントンとテーブルで書類を揃えて彼女がそのまま退室しようとしたので、慌ててダーシャは引き止めた。

「どういうことだ!?　ダンジョンに仲間を置き去りなど仲間殺しに等しい行為だろう！」

「まずぅ～。仲間全員で逃げようとして、１人だけ転んじゃったりして逃げ遅れたりしたって可能性もあるわけじゃん？　こういう場合、意図的に仲間を置き去りにしたってわけじゃないから不幸な事故ってことになんだよねぇ」

「そうじゃない！　パーティメンバーはリリ１人にモンスターの防御を命じて、本人に知らせずに勝手に逃走したんだ！」

「それはさぁ、リリから聞いた話でしょ？　ダシャっちが目の前で見たわけでもないわけじゃん。まぁ、本当にリリがそう言ったのかも怪しいんだけど～」

　ダーシャは彼女を睨んだ。

「どういうことだ」

　ベルティーナは鼻歌を歌いながら手元の書類をパラパラとめくる。

「そのリリって子、未だにアンゲロスのメンバーとして活動してんのよね。つい、３日前もパーティ揃って依頼をこなしてるし～」

「何だと？」

「あのさ、もし本当に置き去りにされたとして、その後もパーティにずっと居続けるとかあり得ないっしょ？　普通そんなとこすぐ抜けっよね。ダシャっちの話には信憑性がないんよ」

「いや、でもリリは……」

「しっつこ！　そもそも当の本人が何の被害も訴えてないんだからそういうことっしょ！　根拠もないのにパーティの悪評を流すとダシャっちが罰せられちゃうよ～」

　ベルティーナが不敵な笑みを浮かべてダーシャに視線をやる。

「よくいるんだよね～。他パーティの悪い噂をでっち上げて陥れようとする奴がさ。そういう悪質行為は監視員として見過ごせないなぁ。ま、ダシャっちをしょっ引けるならウチとしては好都合だけど～」

　ベルティーナはフッと鼻で笑うと、面談室を去っていった。

　面談室に残された２人の周りには重い空気が漂っている。

　確かにリリ本人が何も言わずにアンゲロスと行動をともにしている以上、分が悪いのはウォリー達の方だ。

「ウォリーすまない、また私のせいだ」

　ダーシャはそう言って頭を下げた。

「え？　なんでダーシャが謝るのさ」

「ベルティーナは軽い態度を取ってはいるが、腹の中じゃ私に敵対心を向けている。相談者が私でなければ、もう少しマシな対応をしていたはずだ」

　彼女は悔しそうに拳を握った。

「いや、ダーシャのせいじゃないさ。彼女の言うことも一理ある。ギルドを動かしたけりゃ、リリの証言を取ってこいってことでしょ」

「だが、当の本人はそれをしない。ウォリー、もうリリに関わるのはやめるか？　そもそも私達が介入する義務もないことだ」

　ウォリーは眉をひそめて唸る。

「でも、このまま放っておいたらリリはまたパーティメンバーに酷い目に遭わされるかも……。今回だって彼女は死にかけたんだ」

　その言葉を聞いてダーシャの顔が明るくなる。

「そうだな、そうだよな！　君はそういう奴だと思ってたぞ！　それでこそウォリーだ！」

　彼女の反応が意外なものだったのでウォリーは驚いた。いつもはお節介焼きだと呆れられるのがお決まりの流れだったからだ。




※　※　※




　角の生えた巨大な獣型モンスターの死体の周りにアンゲロスのメンバーが集まっていた。

　メンバーはそれぞれナイフを手に、角やら毛皮などの素材を剥ぎ取っている。

　その中にはリリも混じっていた。

「いやー、大量大量！　この素材は高く売れるわ！」

　サラは角に指を這わせながら笑みをこぼす。

「リリ！　こっち来て！」

　言われてリリがサラの元へ駆け寄ると、サラは彼女の足元に袋詰めされた素材を置いた。

「これもギルドまで運んでね。よろしく～」

「あ、あの、もう今の荷物でも結構重いんだけど」

　リリがそう言うとサラの目が鋭くなった。

「ああぁ!?　何だってぇ!?」

「ご、ごめん！　持つ、持つよ！」

　リリが慌てて袋を担ぐと、サラは表情をガラリと変えて満面の笑みになった。

「いや～。聞き分けのいい子で助かるわ～、あんたは」

　サラはニコニコとしながらリリの肩を叩いた。

「あんたが洞窟から生きて帰ってきた時はびっくりしたよ。あんた、ギルドに余計なこと言ってないでしょうね？」

「い、言ってない……よ」

「そう？　でも私達がこうして声をかけてなかったら、ギルドに何か報告するつもりだったんじゃないの？」

「そ、そんなことないよ……」

　サラはリリの耳元に顔を寄せて囁いた。

「変な気起こすんじゃないわよ？　妙な真似したらタダじゃ済まないから」

　泣きそうな顔でその場に立ち尽くすリリをサラは楽しそうに眺めながら、再びモンスターの死体にナイフを突き立てた。




※　※　※




　ベルティーナと初めて会ってから数日後、ギルドの面談室でウォリーは１人、ソファに腰かけていた。彼は再び呼び出されたのだ。

　１人だけで来るようにとの指示だったのでダーシャはこの場には来ていない。

　ウォリーが入室してから５分ほど経って、ベルティーナが姿を現した。

「どぉも。悪いね～急に呼び出しちゃって」

　そう言ってベルティーナはソファに腰かける。ただし座った場所はウォリーの正面ではなく、真横だった。ウォリーの鼻にキツい香水の香りが漂ってくる。

「そ、それでご用件は？」

「ちょっとさぁ、この間のこととは別件なんだけどぉ、聞きたいことがあってぇ」

　彼女はウォリーの肩に体重をかけて寄りかかった。

「ダシャっちのことなんだけどぉ、妙な噂を聞いたんだよねぇ」

「ダーシャが……何か？」

「ギルドに匿名で手紙が送られてきたんだけどさぁ……」

　彼女が封筒を取り出してテーブルに置いた。

「何でも手紙によれば、ダシャっちはパーティ内で君に酷いいじめをしてるそうじゃん？　しかも報酬の分け前もダシャっちが９割持っていってるとかぁ？」

「い、いや、そんなことは……」

　ウォリーが答えると、彼女は封筒の中の手紙を広げて見せた。

「ぶっちゃけ、この手紙書いたの君っしょ？　君がギルドに提出した書類の文字と瓜２つなんだけどぉ？」

　彼女は目を細めながらウォリーの顔を覗き込んだ。ウォリーは思わず視線を逸らす。

「し、知りませんっ」

　するとベルティーナは今度はウォリーの頭を優しく撫で始めた。

「大丈夫だってぇ、安心して。ここにダシャっちはいない。どうせダシャっちからのいじめに耐えかねてこうやって匿名で手紙を送ったんっしょ？　あの子は男勝りなトコあっから、君みたいな子は簡単に尻に敷かれちゃうのかもねぇ」

　彼女の顔がどんどんウォリーの横顔に近づいてくる。

「ウチに正直に話しちゃいなよ。ウチが守ってあげっからぁ～」

「し、失礼しますっ！」

　彼女の吐息がウォリーの耳にかかったところで、ウォリーはさっと立ち上がって逃げるように面談室を出ていった。




　ギルドに戻り、メンバーと別れたリリは宿屋に向かって１人歩いていた。重い荷物をずっと運んでいたせいで歩を進めるたびに身体が痛む。

　もう少しで宿に着くといったところで、目の前を１人の女性が塞いだ。

「リリ、捜したぞ」

　ダーシャだった。

「あ……ダーシャさん……」

「リリ、まだアンゲロスにいるみたいだな。どういうことだ？」

　そう言われてリリは視線を下に向けた。

「ごめんなさい……やっぱりダーシャさんのパーティには入れません。ごめんなさい……」

「別にうちに来なくたっていい！　だがアンゲロスにいつまでもいては駄目だ！　君を殺そうとした連中だぞ！」

　リリは下を向いたまま顔を上げようとしない。

「君はこのままでいいのか？　ずっと奴らの言いなりでどうする」

「……ごめんなさい」

　リリの目から涙がポロポロと落ち始めた。

「私……学生の時からずっとサラちゃんに酷いことされてきて……それが、ずっと私に染みついてるんです。このままじゃ駄目だ駄目だって思っても……いざサラちゃんの顔見ると……怖くなって何も言えなくなっちゃう……」

　ダーシャはリリに歩み寄ろうとしたが、リリは退がって彼女から距離を取った。

「もう……いいんです。こんな私……放っておいてください……」

　顔を下に向けたままリリはその場を去っていく。

「リリ！」

　ダーシャが彼女の背に向かって叫んだ。

「魔人族の私なんかと同じパーティでいいのかと君に聞いた時、君は笑顔で私のことを受け入れてくれて……本当に嬉しかった。あの時君と、友達になれたと思っている。それは今もだ」

　リリは一瞬立ち止まったが、振り返ることなくすぐに走り去っていく。

　ダーシャはその場に立ったままずっと彼女を見つめていた。




※　※　※




「もう早く行けってば！」

　サラに突き飛ばされリリは転倒した。その直後獰猛な鳴き声が聞こえ、３体のゴブリンが倒れた彼女めがけて襲いかかる。

　ゴブリンの棍棒がリリの頭に振り下ろされたが、ギリギリのところで彼女は防壁を作り出してガードした。

　棍棒が弾かれてゴブリンがよろめいたところを、サラ達が魔法で狙い撃ちにし、あっという間に３体のゴブリンは倒された。

「イエーイ！　楽勝～」

　そう言ってハイタッチをするサラ達の足元で、リリは震えながら地面に這いつくばっていた。

　防壁を作るタイミングがもう少し遅ければ棍棒で頭を潰されていた。そう考えると彼女の全身からどっと冷や汗が吹き出した。

　ここは遺跡のような造形のダンジョン。内部はあちこちに分かれ道があり、複雑に入り組んでいる。

　道の曲がり角ではモンスターと鉢合わせすることも珍しくないので、慎重に進まなければならない。

　しかし、先の見えない曲がり角でリリが警戒しているところを、サラに突き飛ばされたせいで思いっきりモンスターの目の前に倒れ込む形になってしまった。

「あんたいつまで寝てんのよ！」

　サラが足元のリリを蹴る。先ほどモンスターに攻撃されたのにリリを心配する様子はかけらもなかった。

　それでも彼女は文句も言わずに黙って立ち上がった。

　彼女達が通路を進んでいくと、少し大きめの部屋に出た。中には何もなくがらんとしている。

　部屋の中央まで進んだ時、リリは頭上に気配を感じ、顔を上げた。

　天井にモンスターが張りついている。

　それは、３メートル近くある巨大な蜘蛛だった。

　リリはサラ達に合図を送ると、自分達を包み込むようにドーム状の防壁を張った。

　僅かに遅れて巨大蜘蛛が糸を噴射してくるが、糸は防壁に阻まれ、彼女達には届かなかった。

　防壁を解除してアンゲロスは臨戦態勢に入る。

　いつも通りリリが先頭。敵が放つ攻撃を彼女が防壁で防ぎ、後方からサラ達が魔法を使い応戦する。

　蜘蛛は壁や天井を縦横無尽に移動しながら糸を飛ばすが、リリが素早く防壁を移動させすべて止めていく。

　防壁の隙間を縫うようにしてサラ達の魔法が飛んでいき、蜘蛛に次々と命中した。

　蜘蛛は緑色の血を吹き出しながらバタバタともがいている。

　サラが次の魔法攻撃を準備しようとすると、蜘蛛は彼女達に向かって尻を向けた。

　次の瞬間、尻の先端から太い針が飛び出す。

　リリはそれを防壁で防いだが、針を受けた防壁には少しヒビが入った。

「サラ！　やばい！　あの攻撃は何発も防御できない！」

　リリが叫んだ。

「あぁ!?　ちゃんと防ぎなよ！　針がこっちまで飛んできたらあんたタダじゃおかないから！」

　リリの背後からサラの怒声が飛ぶ。

　そうしている間にも蜘蛛は針を連続で飛ばしてきた。

　２発、３発……４発目の針を受けた時、防壁が音を立てて砕け散った。

　針は彼女達に命中はしなかったものの、サラのすぐ横を通り過ぎていった。

「うわっ！　あぶね！」

　リリは再び新しい防壁を作り直す。

（３発まではあいつの針を防げる。４発目がくる前に新しい防壁に変えていけば何とか……）

　そう考えるリリの後頭部に、突然衝撃が走った。

「ふざけんな！　ちゃんと防御しろよ!!」

　針に当たりかけて怒ったサラが彼女に石を投げつけたのだ。

　頭に石を受けたせいで、リリは蜘蛛から視線を外してしまった。蜘蛛は壁を移動し彼女達の横に回り込むと、リリに向かって針を飛ばす。

　リリは慌てて防壁を作って自身を守ろうとするが、間に合わなかった。

　針は彼女の脚に深々と突き刺さった。

「あああ！」

　痛みに悲鳴をあげたリリだが、すぐに声が出なくなった。それどころか身体全体が痺れて動かせなくなっている。どうやらあの針には痺れ毒が含まれていたようだ。

　指一本動かせなくなった彼女に糸が飛んでいき、ぐるぐる巻きにして拘束してしまう。

　そして、蜘蛛は糸を手繰り寄せながら彼女を捕食しようとする。

「やば！　蜘蛛があいつを喰ってるうちに逃げよ！」

　そう言ってサラ達は部屋の出口へ走り出した。

　その時、黒い炎がサラ達の横を通り過ぎていった。

　炎はそのまま糸を焼き切り、蜘蛛とリリを分断させた。

　それからすぐに２つの人影が姿を現し、蜘蛛に向かっていく。

　蜘蛛は糸を飛ばすが黒炎がそれをすべて焼き消した。

　そしてもう１人が剣を振るい、蜘蛛の顔面に剣を突き刺した。

　蜘蛛は８本の足をバタバタと振り回して暴れたが、すぐに動かなくなる。

　サラ達はその様子をあっけにとられて眺めていた。

「解毒マン！　回復マン！」

　ウォリーがリリに手を置いて唱えると、彼女は目を見開いて大きく呼吸した。

「リリ！　大丈夫か！」

　ダーシャが糸を少しずつ焼きながら慎重にリリから剥がしていく。

「ウォリーさん……ダーシャさん……ごめんなさい。また、助けられちゃいました……」

　彼女の無事を確認して笑顔になったダーシャだが、すぐに鋭い目つきに変わった。

　ダーシャはサラ達の方を向いて怒りに身を震わせる。

「貴様ら！　仲間を見捨てて逃げようとするとは何事だ！」

「ああ？　何よ？」

　ダーシャに怒鳴られ、サラは彼女を睨み返す。

「先ほどから、お前達の行動は見るに耐えん！　仲間の命を何だと思っている！」

「余計なこと言わないで。私らには私らのやり方があんの」

　サラが面倒くさそうに言う。ダーシャが掴みかかろうとしたが、ウォリーが制止して言った。

「君達のことはギルドに報告する。すぐに処分を受けるはずだ」

　するとサラはニヤつきながら手招きをする。

「リリ～。こっちおいで」

「あ……」

「来い！」

　キツく言われ、リリは震えてサラの元へ歩いていった。

「リリは私らの仲間なの。何を言ったところでギルドは信じないわよ」

　そう言うと、サラはリリの顔を覗き込む。

「ほら、あいつらに言ってやんなさいよ。私達が酷いことをしたって？　本当？　ほら！　言えよ！」

　リリはうっと唸ると、口を開いた。

「サ、サラちゃんは……そんなこと……してない……です」

「よく言えました～。ね？　言いがかりやめてくれる～？」

　笑うサラの横で、リリは固く瞼を閉じた。

「リリ……」

　ダーシャが前に出て、リリに手を差し出す。

「怖がるな！　嫌なことは嫌だと言えばいい。後のことなら心配するな。私が守る！　もう君を、傷つけさせたりはしない」

　リリは不安そうにダーシャとサラを交互に見る。

「あいつなんかに構っちゃ駄目よ。私達は仲よしだもん。ねー、リリ」

　サラはリリの二の腕を掴むと、ギュッと力を込めた。

「リリ、私を信じてくれ」

「リリ、私の言うことを聞きなさい」

　サラがリリの腕を握る力を強める。

「「リリ！」」

　ダーシャとサラが同時に叫んだ。

「あああああああ!!」

　リリはサラの手を振りほどくと彼女を突き飛ばした。

「違う違う違う！　あんたなんか！　仲間じゃない!!」

　そう叫ぶとリリはダーシャの元に駆け寄った。

　ダーシャに抱きしめられ、リリは声をあげ泣き始めた。

「リリ！　どうなるかわかってんでしょうね！」

　怒鳴ってリリに近づこうとするサラの前に、ウォリーが立ちはだかった。

「リリとダーシャは僕の仲間だ。指１本触れさせない」

　サラはウォリーを睨みつける。

「リリ、本当のことを言ってやれ」

　ダーシャがそう言うとリリはすぐに顔を上げた。

「私は、サラ達にダンジョンに置き去りにされた！　魔法で援護するって言ったまま、帰ってこなかった！」

　サラは顔を真っ赤にして喚きだした。

「お前！　それギルドで言うなよ！」

「いや、もう手遅れだよ。ですよね？　ベルティーナさん」

　ウォリーがそう言うと、通路の陰からダークエルフの女性が姿を現す。

「仲間に殴る蹴るなどの暴行、石を投げつける妨害行為、そしてリリ本人の証言……きっちり確認しちゃいました～」

　ベルティーナは淡々と語る。

「誰だお前!?」

「ギルドの監視員のベルティーナで～す。ベルっぴって呼んでね～ん」

「か、監視員!?」

「ギルドに報告しちゃうからよ、ろ、し、く、ね～」

「ま、待って！　置き去りなんてしてないわ！　リリが勝手に言ってるだけよ！」

　喚き散らすサラに、ベルティーナは手のハート型の紋章を見せつけた。

「この刻印はぁ……監視員が受ける呪いなの。ギルドに対して嘘をつけなくなるというね。虚偽の報告する奴がいたらやばいじゃん？　だから、ウチの発言はギルドにとって信憑性があるワケ」

　彼女が語るにつれて、サラの威勢がどんどんなくなっていく。

「つまり、ウチに見聞きされた時点で終わりなワケ。お、わ、か、りぃ？」

　サラは歯を食いしばって俯いた。

「じゃ～、君達は一緒にギルドまで来てちょ」

　サラはリリの方を睨んだ。

「お前、ただじゃ済まさない……後でシバいてやる……」

　言った直後、サラの耳をベルティーナが力を込めてねじり上げた。

「ぎゃあああああああ!!　痛あああああああ!!!」

「監視員のウチの前で再犯予告とか、ナメてんの？　あぁあん!?」

「痛い痛い痛いいいいい!!!　ああああああ!!!」

「もう１回言ってみなよ？　後で何するってええ!?」

「取れる!!　取れちゃうからああああああ!!許して！　もうしません!!　もうしませんからああああ!!」

　彼女が指を離すと、サラはうずくまって泣き出した。

「それじゃ～、ギルドへ行こっか～」

　ベルティーナはアンゲロスの他のメンバーに笑いかける。彼女達は顔を青くして震え上がった。

「だからあいつは苦手だ……」

　ダーシャが小さく呟いた。

「あ～そうそう、ダシャっちさぁ……ウチを利用するなんてなかなかナメた真似すんじゃん？　やっぱあんたってチョームカツク」

「利用？　何のことだ？」

　ベルティーナは冷めた表情でダーシャを見つめているが、その瞳の奥には明らかな怒りの色が見えた。

「とぼけないでよ。あの手紙……ウチをおびき出すためにやったんっしょ？」

「手紙？　さぁ……知らんな」

「チィ!!」

　ベルティーナは足元の蜘蛛の死体を蹴飛ばした。

「覚えてろ」

　そう吐き捨て、未だに泣きじゃくっているサラ達を連れて彼女はダンジョンを去っていった。

「何とか上手くいったね」

　ウォリーはホッとした様子で言った。

「しかし、嘘でも気分のよいものではないな、私がウォリーをいじめて報酬の９割を持っていくなど……」

　ダーシャが眉をひそめる。

　あの手紙を出したのはウォリーの案だった。ベルティーナがここにいた理由。それは彼女がダーシャを監視していたからだ。監視員がアンゲロスを調べないのなら、ベルティーナに自分達を監視させた状態でアンゲロスを尾行すればいい。ダーシャに敵対心を持っている彼女なら、ダーシャの不正疑惑が出ればすぐに飛びついてくるとウォリーは思った。

「ウォリーさん、ダーシャさん……ありがとうございました。腹をくくってしまえば、案外簡単なものなのですね」

　リリが２人に頭を下げる。

「私……また１から頑張ってみようと思います」

「ああ、これから３人で頑張ろう」

　そう返すダーシャを見て、リリは「えっ」と声をあげた。

「そうだね、これからはリリも入れて３人パーティだ」

　ウォリーも笑みを浮かべる。

「あの……いいんですか？　私なんかが入って……」

「なんだ、やっぱり私と一緒じゃ嫌なのか？」

　ダーシャ大袈裟にムッとした表情をしてみせた。

「い、いえ……ただ、私は１度は皆さんのパーティに入るのを断った身ですから……」

「何言ってるんだ！　言っただろう、私がお前を守るとな。言ったからには責任を持つぞ！」

　ダーシャはそう言って笑うと、再びリリの前に手を差し出した。

「よろしく。リリ」

　リリの顔に少しずつ明るさが戻っていく。

「はい。よろしくお願いします。でも、私はガーディアン。守るのは、私の役目です」

　リリは言い、２人は握手を交わした。










第四章　恐怖の実験




　リリが加わってから２か月が過ぎ、３人はあらゆる依頼をこなせるようになっていた。そしてまさに今も、彼らは強大な敵を目の前にしている。

　ウォリーが剣を抜き戦闘態勢に入り、ダーシャも黒炎を纏い、敵を見据えていた。

　ツインタートル。全身が強固な甲羅で守られた双頭の亀だ。

「あいつの身体は硬い。まともに攻撃しても通らないだろう。狙うなら、首の下だよ」

　それぞれの頭がウォリー達に向かって口を開ける。そして口内が発光し、そこから魔法弾が発射された。

　一方の弾は火炎。もう一方は電撃の塊。

　２つの頭がそれぞれ別属性の攻撃をしてくるようだ。

　ウォリーとダーシャに弾が１発ずつ迫っていく。

　その時、２人の背後で構えていたリリが防壁を出現させた。

　弾は防壁とぶつかり、大きな土煙が巻き起こった。

　２つの頭部は再び口を開け、次の攻撃を準備する。

　すると、その頭の目の前にダーシャが姿を現した。

　ツインタートルが首を伸ばせばその高さは７メートル近くになる。ダーシャは黒炎を翼に変え、高所にある頭部の前で浮遊し留まっていた。

　２つの口は眼前のダーシャに狙いを定め魔法弾を飛ばす。ダーシャはそれを空中で躱かわすが、次の弾、次の弾と、休む間もなく攻撃が飛んでくる。ダーシャの飛行速度はそれほど速くない。最初は上手く躱していたダーシャだったが、段々とついていけなくなる。

　そしてついに、弾の１発がダーシャに直撃した。

　だが、ダーシャは無傷のままそこに浮いている。

「すごいものだ、リリのスキルは」

『着る防壁バリアスーツ』という名の通り、防壁が自分の身体を覆うように張られる魔法。ガーディアンのスキルを持つリリの能力の１つだ。

　この防壁がつけられてから最初に受ける１撃のみは無効化される。ただし連続で使用することはできず、30分ほどのインターバルが必要である。

　２つの頭は仕留めたはずの相手が平然としているのに驚いたのか、一瞬動きが止まった。

　その瞬間、ウォリーがツインタートルの首の下部分を２つ同時に斬り裂いた。

　ダーシャが視線を引きつけている間に、ウォリーは盗賊マンで気配を消し敵の首下に接近していた。

　首から血が吹き出しもがき苦しむ巨大亀の前で、ダーシャは頬を膨らませる。

　彼女はウォリーが斬りつけた傷口を狙い、口から黒炎を吹き出して追い討ちをかけた。

　傷口から侵入した炎が喉を通って出てきたのか、亀の口からブワッと火の粉が舞うのが見えた。

　そして大きな地響きを鳴らし、２つの頭が地面に落ちる。

　そのまま、ツインタートルが再び動き出すことはなかった。

「やったー！　すごいすごい！」

　今まさにモンスターを仕留めた２人を見ながら、リリが飛び跳ねる。

「２人ともかっこよかったです！」

「いや、リリの防壁のおかげだ。あれを身につけていたから私も遠慮せず奴の目の前まで接近できた」

　興奮しながら歩み寄ってくるリリに、ダーシャはそう声をかけた。

「僕なんか剣で斬っただけだからね」

　ウォリーが頭をかきながら笑う。

「しかし、これで私達も……」

「うん。Ｂランクに昇格だ！」

　３人は顔を見合わせながら拍手を送り合った。

　ウォリー自体はＡランク出身だが、新しくパーティを作ったということでパーティのランクはＤからスタートした。ランクを上げるには一定の難易度の依頼を成功させなければならない。

　彼らのパーティはリリの加入後、Ｃランク、そして今ツインタートルを討伐したことでＢランクへの昇格条件をクリアした。

「ウォリーは前のパーティではＡランクだったんだろう？　このままいけば、返り咲けるかもしれんな」

　ダーシャがウォリーの肩を叩いた。

「うん。でも、それにはギルドに認められる必要があるから、まだまだ先は長いなあ」

　Ｂランクまではどのパーティも自由に挑戦ができる。だが、Ａランク以上になるとまずギルドがそのパーティの能力と過去の実績を調べ、審査した結果、挑戦資格ありと判断されたパーティのみＡランクへの挑戦権を得られる。

　Ａランクの依頼はそれなりに危険度が高く、誰でも挑戦できる形にすると無謀なパーティが次々と犠牲になっていくため今のような形になった。

「そういえばどうしてウォリーさんは前のパーティを抜けたんです？　Ａランクなんて滅多になれないのに」

「私も前に同じことを聞いたが、方向性の違いと言われたぞ」

「ええ!?　そんなことでＡランク抜けちゃうなんてもったいない！」

　驚くリリに、ウォリーは気まずくなった。

「僕もできれば残りたかったよ。……でも、パーティメンバーの希望でね」

　それを聞いて今度はダーシャがギョッとする。

「何!?　それじゃあ何か!?　そいつらはウォリーに出てけと言ったってことか!?」

「まあ……そうだね」

　ウォリーは俯いた。

「見る目のない連中だな、ウォリーほどの男を自ら手放すとは！」

　ダーシャが鼻息を荒くしながら言い放った。

「そうそう、パーティ名をまだ決めてなかったよね」

　ウォリーは恥ずかしくなり話題を逸らす。

「ああ、Ｂランクに上がったんだし名前くらい決めた方がいいな」

「何かいい候補ある？」

「ウォリーズはどうだ？」

　ダーシャがそう即答したのでウォリーは苦笑する。

「いや、パーティ名に自分の名前を入れるのはちょっと……」

「なぜだ！　ウォリーのパーティなんだからいいだろ！」

　熱心に語るダーシャに他２人は困り果てる。結局、パーティ名は決まらないまま先送りになった。




「おめでとうございます。ツインタートルの依頼達成により、ウォリー様のパーティはＢランクへ昇格しました」

　ギルドの受付嬢がにこりと笑う。

「やった！」

　受付前でウォリー達３人はお互いにハイタッチを交わした。

「あら～？　これはこれは、ご機嫌ですねぇ～」

　突然、女性の声がウォリー達にかけられた。それはウォリーにとってはここしばらく聞いていなかった、それでいて昔から馴染みのある声だった。

「ミリア……」

　かつてウォリーを追い出したパーティ、レビヤタンがそこにいた。

　レビヤタンのリーダー、ジャック。魔法使いハナ。魔法剣士ミリア。そしてウォリーの後釜と思われる長髪の男が揃っている。

「ウォリー、彼らは？」

　レビヤタンとは初対面となるダーシャがウォリーに尋ねた。

「僕の前のパーティのメンバーだよ」

「ほう……彼らが」

　彼女は興味深そうにレビヤタンの１人ひとりに視線を走らせた。

「げ、こんな時にこいつと顔合わせるとか……」

　ハナが嫌そうに顔を歪ませる。

「久しぶりミリア、みんな……」

　ウォリーはハナの態度に一瞬戸惑ったが、すぐに笑顔になって言った。

「何？　あんた魔人族なんかと組んでんの？　だっさ！　まぁ～ウォリーだからね～……あんたと組みたがる奴なんて滅多にいないか」

　ハナがダーシャを一瞥し、鼻で笑った。

「ウォリーは人の上に立てるような男ではないからな。こんな奴には誰もついていかんだろ」

　ジャックもハナに続いてそう言う。２人は顔に薄っすらと笑みを浮かべているものの、その表情から感じ取れるのは明らかな軽蔑だった。

「あ、じゃあ僕達はこれで……」

　２人の態度からここに長居するのはまずいと思ったウォリーは、急いでその場から離れようとする。しかし……。

「おい、何だ今の態度は」

　ダーシャがジャック達の前に進み出て怒りの表情を向ける。

「ええ？　なんか文句でも？」

「かつての仲間に再会したというのにその態度はないだろう」

「仲間ぁ？　こんな鬱陶しい奴、仲間だなんて思ったことないわよ！」

　ダーシャとハナが睨み合う。

「どーせ今も依頼中に関係ない人見つけては人助けとかしてるんでしょ？　そーゆー正義のヒーロー気取りっていうの……ホントうざい」

　ハナの言葉にダーシャの怒気がどんどん強くなっていく。

「ダーシャ、もういいから、行こ」

　ウォリーは必死で彼女を止めようとするが、彼の言葉はまるで耳に入っていない様子だった。

　困ってリリの方に目をやると、あの温厚なリリでさえ恐ろしい表情でハナ達を睨んでいる。彼女の１８５センチの高身長も相まってすごい迫力だった。

「はいはい！　そこまでぇ～。それくらいにしなさい！」

　火花が散りそうな雰囲気の中に割って入ったのは、ミリアだった。

「いやごめんね、ウチの２人が……ああ言ってるけどね、ウォリー君にはパーティのヒーラーとしてそれはそれはすごぉ～く……活躍してもらってたのよ。もう今は彼が抜けて寂しくて仕方がないっ！」

　ミリアはダーシャの前でそう熱心に語った。先ほどまでイラ立っていたダーシャも彼女の雰囲気に押されて戸惑っている。

「ここは私に免じておさめて頂戴よ。ね？　ほら、ウォリー君も困ってるよ、ささっ。あ、ジャック～ハナちゃん～。ちょっと大人しくしててよね～あんまり余計なこと言うと話がややこしくなっちゃうんだからぁ～」

　ミリアの誘導で、ダーシャ達とハナ達は引き離された。

「ありがとうミリア。また助けられちゃったよ」

　ウォリーが小声でミリアに礼を言った。

「まぁまぁ気にすんな！　私達の仲じゃな～い」

「それにしても何かあったの？　ハナ達、随分イライラしてるみたいだけど」

「そうそう！　そぉ～なのよ～。昨日依頼で失敗しちゃってさ～大した成果あげられなかったんだよね～」

　ペシッと音を立てて、ミリアは自分のおでこを叩いた。

「え、珍しいね。Ａランクのレビヤタンが……いったいどんな依頼だったの？」

「Ｂランク以上対象の依頼で、森で冒険者が次々と行方不明になっている事件の調査ね。行方不明者の死体どころか荷物すら見つからなかった。こりゃ神隠しって奴だね……」

「ちょっとミリア！　いつまでそいつと話してんの！」

　ハナに声をかけられ、ミリアは慌ててハナ達のところへ戻ろうとする。

「じゃ、私達はこれで。応援してるよウォリー。君ならできるっ！」

「うん。ミリアも元気そうでよかった」

　そう言葉を交わしたのを最後に、２人は別れた。




「なんなんださっきの連中は！　まるで君を邪魔者扱いじゃないか！」

　ウォリー達がギルドを出てしばらく歩いてから、ダーシャが再び怒りを爆発させた。

「はい！　私もさすがに頭にきました！」

　ハナも口調を強めて言う。

「まぁまぁ、落ち着いてよ。僕はああいうの慣れっこだから」

「君がよくても私が納得いかん！　仲間を馬鹿にされたんだぞ！」

　ウォリーが宥めようとしてもダーシャ達は落ち着く気配がない。

「なんであの人達はウォリーさんにあんな態度なんですか！」

　２人に問い詰められ、ウォリーは仕方なく説明する。

「ダーシャは僕のことをお節介だってよく言うよね。レビヤタンにいた時もそんな感じでさ、困っている人に出会うたびに助けてたりしたんだ。それが彼らは気に入らなかったみたいでさ」

「それの何がいけないんだ！　人を助けるのだって冒険者の仕事の一部だろ！」

「いや、僕は彼らの考えも間違いじゃないと思ってるよ。ダンジョンは危険な場所だ。ちょっとの油断が命取りになる。そんなところで自分のパーティ以外の人にも気を遣っていたら、パーティ全体を危険に晒すことだってあるんだ。ただ、僕はそれでも目の前の人を見殺しにはしたくなかった。だからこれは、方向性の違いなんだよ……」

　すると、ダーシャがウォリーの両肩を掴んで揺さぶった。

「君がそんな自信なさげでどうする！　私が盗賊の毒に倒れた時、君が見捨てずにいてくれたからこそ今があるんだ！」

「私だって、ウォリーさんが他の人を見殺しにするような人だったら、今頃ダンジョンでモンスターの餌になってます！」

　２人に熱く言い募られ、ウォリーは恥ずかしくなり下を向いた。

「それに価値観が違うにしたってあの態度はないだろう！」

「はい！　あの人を見下すような感じ、私も前のパーティで味わっているからこそ許せません！」

　ハナ達の態度を思い返しながら、２人の勢いにはどんどん拍車がかかっているようだった。

「よし！　決めたぞ！」

　ダーシャが大きな音を立てて手を叩いた。

「このパーティの名前は『ポセイドン』だ！」

「……え？」

　突然の宣言にウォリーはぽかんと口を開ける。

「レビヤタンとは海の竜の名前だろう？　ならばこっちは海の神ポセイドンだ！　今日の屈辱を忘れず、私達は必ずレビヤタンを超える！　その意味を込めてこの名前にしよう！」

「いや……別に僕はそんな対抗意識でパーティを作ったわけじゃ……」

「いいですね！　いずれＡランクまで上がって、あいつらを見返してやりましょう！」

　ウォリーは不服だったが、結局怒り狂う２人を止めることができず強引にパーティ名が決まることとなってしまった。

　さらにその後も彼女らの機嫌は直ることがなく……。

「ウォリー、依頼を見に行こう！」

「え……？」

「さっきあの赤毛の女性が言っていただろう。レビヤタンは依頼で失敗したばかりだと。私達も同じ依頼を受けよう！」

「な、なんで……」

「レビヤタンが達成できなかった依頼をクリアしたとなれば、私達が奴らの１歩先を行ったことになるではないか！　私達の実力、思い知らせてやろう！」

「なるほど！　やりましょう！」

　リリもすっかりダーシャに調子を合わせてしまっている。ウォリーは流されるまま彼女達の後に続いた。
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　翌朝、ギルドから依頼を受けたウォリー達はサイバスの森を探索していた。

　サイバスの森に出現するモンスターはＢランクが多い。その森で次々と冒険者が行方不明になるという事件が起こっていた。

　捜索隊を送ろうにもモンスターが出てきては襲ってくるので、戦闘慣れしていない者は迂闊に森には入れない。

　そこで戦闘の実力のあるレビヤタンにこの話が行ったそうだが、結局行方不明者の手掛かりすら掴めなかったとのことだ。

　単純にモンスターに襲われて死んだとしても、そこに骨や所持品などは残るはず。しかしそれすら見つからないので、冒険者達は不気味に思っていた。

「２人とも、今日の昼食だ」

　ダーシャはそう言って手拭いで包んだ食料を配る。中身はおにぎりでダーシャのお手製だ。

　冒険者は探索が長時間に渡る場合、ダンジョン内で食事をとることが多い。しかしモンスターが出没するダンジョンで呑気に地面に弁当を広げて食べるというわけにもいかないので、おにぎりやサンドイッチなど移動しながら食べられるものが好まれている。

「レビヤタンさえ達成できなかった依頼だ、気合いを入れていこう！」

　そう言って張り切るダーシャだが、ウォリーとしてはあまり揉め事を起こしたくはなかったので複雑な心境だった。

「まぁ……私もレビヤタンについてはキツく言ったがな、あの赤髪の女性だけはそんなに悪い印象ではなかったぞ」

　ダーシャが言っているのはミリアのことだった。あの時レビヤタンの中で唯一、ウォリーを賞賛していた人物。

「ミリアは、僕の幼馴染でね……いつも僕をフォローしてくれてたんだ……」

　遠い目をしながらウォリーは言った。

「なるほど！　だからウォリーとも仲がいいわけだな？　何だったら、レビヤタンなんか抜けてこっちに入ったらいいのに……」

　そう言うダーシャに、ウォリーは首を横に振った。

「いいや、そこまでしてもらうのは申し訳ないよ。レビヤタンを抜けると、いろいろと失うからね……特に支援金とか」

「支援金？」

「沢山の実績を上げて国に貢献したパーティは、政府から毎月支援金がもらえるんだ。その対象パーティの１つがレビヤタン。特にレビヤタンはＡランクパーティの中でも１番の実績と実力があるから、高額な支援金をもらってた。でもパーティを抜けたらそれももらえなくなっちゃうからね……」

「なるほど……」

　ダーシャが眉をひそめた。

「あっ！　見てください、あそこ！」

　突然、リリが正面を指差す。他２人がその先に視線を向けると、そこに１人の女性が立っているのが見えた。服装からして冒険者のようだ。

「行方不明になった冒険者ですかね？」

「まさか……そんな簡単に見つかるわけが……」

「ちょっと話しかけみよう」

　ウォリー達は女性に向かって歩みを進めた。だが、彼女の表情が見えるくらいまで接近した時、彼らは違和感を覚えた。

　その女性はウォリー達をじっと見つめているが、その顔はまるで感情がないかのような無表情だった。ウォリー達が「おーい」と呼びかけても、眉１つ動かさない。

「すみません。冒険者の方ですよね？」

　ある程度近付いてウォリーが声をかけた瞬間、彼女の背中から何かが飛び出した。

　ウォリー達の周囲に粉状のものがキラキラと輝きながら舞っている。

　見れば、女性の背中からは巨大な蝶の羽根が生え、広がっていた。

「え……羽根が……!?」

「まさか……人間じゃない!?　妖……精……？」

　ウォリー達は一瞬驚いたが、すぐに別の問題に気が付く。

「あ……れ……？」

　彼らの視界がぼやけ、まともに立っていられなくなり３人ともその場に膝から崩れ落ちる。

　自分達の状況を理解するよりも前に、ウォリー達は眠りに落ちた。




「リリ……リリ!!」

　ウォリーに揺さぶられ、リリが意識を取り戻した。彼女はハッとして急いで身体を起こす。

　太陽の位置を見る限り、それほど長く眠っていたわけではなさそうだ。

「さっきのキラキラしてた粉……おそらく鱗粉だよ。あれのせいで眠らされてたんだ」

　ウォリーは落ち着きのない様子で周囲をキョロキョロと見回しながらそう言った。

「でも私達、無事みたいですけど……」

　周囲は意識を失う前と同じ森の中だ。身体に傷もない。眠らされている間にどこかに連れ去られたり攻撃を受けたりはしていないようだった。

「いや、まずい……」

　ウォリーは額に汗を垂らしながら言った。

「ダーシャがどこにもいない」




※　※　※




　ピチャンと天井から水が落ちる音がする。

　ダーシャが意識を取り戻した時、周囲の景色は見知らぬ部屋だった。

　窓は１つもなく、その薄暗さと寒さから地下室だと思われる。

「くそっ！　何だここは！　離せ!!」

　ダーシャはテーブルの上に寝かされ、手足は鉄枷で拘束されていた。

　黒炎を使おうにも、なぜか出せない。よく見れば鉄枷に呪文が彫ってある。おそらく魔法を封印する呪文だろう。

「ウォリー!!　リリ!!　どこだ!?　無事か!?」

　ダーシャは唯一動かせる口で必死に叫ぶが、返事はない。

　ギィィ……と錆びた扉が開く音がして、誰かが入ってきた。

　白衣を着てメガネをかけた男が、ダーシャの視界に入ってくる。男はニヤニヤといやらしい笑みを浮かべ、ダーシャを見下ろす。

「何だ貴様は！　私をどうするつもりだ！」

　すると男は、ダーシャの太ももを撫で始めた。

「ひっ！」

　ダーシャの身体に寒気が走る。

「いい素材だなぁ」

　男は不気味な笑みのまま呟いた。

「魔人族は差別の影響でこっちに入国してくる人は滅多にいない。こんなところで出会えるとは……」

「貴様！　やめろ！　私に触るなあああ!!」

　そう叫ぶダーシャの顔を男はゆっくりと覗き込んだ。メガネの奥に、三日月のような目が怪しく笑っている。

「それじゃ、今から君の身体をたっぷり弄らせてもらうよ～ふひひひ。大丈夫、優しくしてあげるからねぇ～」

　男の言葉にダーシャは血の気が引いた。

「やめろ……やめろ!!　やめろおおおおおおおああああああ!!」




※　※　※




「ダーシャ！　ダーシャ!!」

　ウォリー達は森の中で叫び続ける。彼らが眠りから覚めて１時間。未だにダーシャを見つけられず森の中を捜し回っていた。

「キシャシャシャシャ!!」

　突如巨大なカマキリ型のモンスターが茂みの中から飛び出し、２人に襲いかかってきた。

　ウォリーは剣を抜いて、振り下ろされる鎌を受け流す。その後も素早い動きで次々と飛んでくる鎌。ウォリーは剣でそれを受けている間も、頭の中にはダーシャのことばかりが浮かんでいた。

（こんなことしてる場合じゃない。もしダーシャの身に何かあったら……）

　リリはその場で何もできず立っているしかなかった。遠距離から飛んでくる攻撃は防壁で止められるが、今のように近接での斬り合いの場合は防壁を張るスペースがない。サポートタイプの彼女は防御重視で攻撃手段は殆ど持っていなかった。

　ウォリーの顔めがけて横から鎌が振られる。それを彼はしゃがんで躱かわすと、カマキリの懐に飛び込んだ。そのまま柔らかい腹に剣を突き刺し、腹から胸へ一気に斬りさいた。

　緑色の血が飛び散り、カマキリは動かなくなった。

　敵を倒しはしたがウォリーの心は落ち着かない。どこにいるかもわからないダーシャに声が届くように必死で彼女の名を叫んでいたが、それが結局モンスターを呼び寄せることに繋がってしまう。Ａランクのレビヤタンが苦労するわけだ。モンスター撃退と人捜し。両方やり遂げるのは想像以上に骨が折れる。

　それからしばらくモンスターを倒しつつダーシャを捜し続けたが、それでも彼女は見つからない。どこへ移動しても周囲には土の地面と生い茂る木々という同じ景色が広がるだけ。

「ウォリーさん、少し休みましょう」

　リリがそう声をかけた。

「でもダーシャが……」

「このままじゃ私達の方も体力を消耗して倒れてしまいます。ある程度の体力を残しておけば、ギルドへ戻って捜索依頼を出すこともできる。ここで私達が倒れたら誰がダーシャさんを助けるんですか」

　体力を温存するのはあくまでダーシャのため。そう言ったのはリリなりの気遣いだった。ウォリーは自分の身が危険になってもダーシャを捜し続けるような性格だと知っていたからであった。

「そうだね、少しだけ、座ろうか」

　そう言って彼は腰を下ろして木に寄りかかる。

　リリも冷静でいるように見えて、内心はダーシャの名を叫びながら森中を走り回りたい気分だった。こうしている間にダーシャが酷い目に遭っていたらと思うと落ち着かない。

　彼女は焦りながら周囲の木々の隙間に視線を走らせる。すると、妙な影を発見する。

「ウォリーさん！　モンスターです!!」

　リリが叫ぶと同時にウォリーは剣を構えて立ち上がる。彼がリリの指差した方向へ目をやると、そこには４本足の獣が立っていた。

　ウォリーはゆっくりと剣を下ろす。

「リリ、大丈夫。あれは野犬だよ」

「え？」

　言われてリリがよく獣を観察する。そこにいたのは１匹の大型犬だった。

「わ、ワンちゃんってことですか？」

　リリの表情が少しだけ明るくなる。

「私、ワンちゃんは好きなんですよ」

　そう言いながら彼女は野犬に近づいていく。

「グルルルル……」

「きゃああああ!!」

　野犬が顔に皺を寄せ、牙を剥き出して威嚇したので、彼女は猛スピードでウォリーの背後に身を隠した。

「リリ、野犬は人間がペットで飼っている犬とは違うよ。野生だから簡単に人には懐かないし襲うこともある」

「ひええ……」

「でも僕達に接近してこないところを見ると、武器を持った人間の危険性をわかってるんだろう。賢い動物だよ」




《お助けスキル『調教マン』の取得が可能になりました》




　突然聞こえた音声にウォリーは目を見開いた。




《調教マン》




《動物に触れ、「調教マン」と唱えることでその動物を従えることができる。取得のために必要なお助けポイント：５５０００ポイント》




（動物を……従える？）

　ウォリーはポイント残高を開く。リリを助けた時にポイントが１０００００近く増えたが、その後ステータスアップに使った分を差し引いて現在の残高は１５５３００ポイントだった。

　彼の経験上、お助けスキルはすぐに取得して損はない。ウォリーはポイントを使いお助けスキルを取得した。

（動物を従えるためには、まず触れなきゃ駄目なんだよな……）

　ウォリーはじっと野犬を見つめる。

（でも、近づいたら逃げちゃうよなぁ）

　突然固まって考え事を始めたウォリーを、リリは不思議そうに眺めている。

「リリ、頼みがあるんだ。あの犬を捕まえたいんだよ。しばらく犬の視線を引きつけておいてくれないかな？　僕は背後に周って捕まえるから」

「え？　犬を捕まえてどうするんです？」

「ちょっと試したいことがあって……」

　リリは怪訝そうにしながらも承諾し、野犬の前に歩み寄っていった。野犬は先ほどと同じように威嚇をする。

　ウォリーは木々の陰に身を隠しながら盗賊マンで気配を消し、大きく回って野犬の背後まで移動する。

　少しずつ野犬に向かって歩を進めていき、尻尾が目の前まで来たところでウォリーは一気に飛びついた。

　突然のことで野犬は暴れ出すが、それは一瞬の間だけだった。

　ウォリーが野犬の腰を掴みながら「調教マン」と唱えると、すぐに野犬は暴れるのをやめ、尻尾を振ってウォリーにじゃれつき始めた。

「わわっ！　急に犬が大人しくなりましたよ!?」

　リリは目の前の光景が理解できず目を丸くする。

「はは……動物を従えるスキルを使ってみたんだ」

「え!?　ウォリーさんってテイマーさんだったんですか!?」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　ウォリーは野犬の頭を撫でながら言った。

「私も触っていいですか？」

　リリの問いにウォリーが頷くと、彼女は恐る恐る野犬の頭から背中を撫でた。野犬は気持ちよさそうに目を閉じる。

「むふっ」

　リリは思わず声を漏らしてしまう。ダーシャのことで不安だらけだった心が、少し癒された気がした。

（さて、成功したはいいがどうしよう……このタイミングでスキル取得が出たということは、このスキルにダーシャを見つける糸口があると思ったんだけど……）

　犬を撫で回すリリを見下ろしながらウォリーは考えを巡らす。

「犬……人捜し……そうか！」

　ウォリーが叫んだのでリリは驚いて彼を見上げた。

「リリ、この子にダーシャを捜してもらおう！　犬の嗅覚は人間より遥かに鋭いらしい。ダーシャの匂いを辿っていけば彼女を見つけられるかも！」

「なるほど！　そのために犬を捕まえたんですね！」

　ようやく可能性を見出したリリの表情は一段と明るくなった。ひとまずウォリー達は自分達が眠らされた場所まで戻っていった。

「ダーシャさんの匂いを辿らせるにはまず彼女の臭いを覚えさせないといけませんよね？」

「うん、でもダーシャは荷物ごと消えてしまったからなぁ……」

　何かないだろうかとウォリーが鞄を開ける。すぐにあるものに目がいき、それを取り出した。

「これがあった！　ダーシャがくれたおにぎり！」

　手拭いを開いて３つ並んだおにぎりを取り出す。

「おにぎりって手で握るでしょ？　だからダーシャの匂いがついてるかも」

　そう言ってウォリーは野犬の目の前におにぎりを１つ差し出した。が、野犬はおにぎりにかぶりついてペロリと食べてしまった。

「わわわ！　違う！　違うって!!」

　慌てるウォリーを、野犬が不思議そうに見つめる。

「いい？　食べちゃ駄目だ。匂いを嗅ぐんだよ」

　ウォリーは言い聞かせてもう１度おにぎりを差し出した。犬は今度は言われた通りクンクンと鼻を動かす。

「僕達以外にもう１人ここにいたんだよ。この匂いからその人を追跡してほしいんだ」

　ウォリーが言うと、犬は周囲の地面に鼻を這わせていった。

「わぁ、本当に言うこと聞いてます！　ウォリーさんの言葉がわかるんですね」

　リリが羨ましそうに犬を目で追っている。

　あるところで犬の耳がピンと立つと、ウォリー達の方を振り返り「ワンッ」と１回吠えた。そしてすぐに速足で茂みの中へ向かっていく。

「匂いを見つけたみたい！　ついていこう」

　どんどんと進んでいく犬にウォリー達も続く。犬の足が速すぎてたまに見失いそうになるが、そのたびに犬は立ち止まって待っていてくれた。

　しばらく進んでいくと広い空間に出た。犬はその中心辺りで止まり、地面をガリガリと掘り始める。

「まさか……この下にダーシャがいるの？」

　もしかして殺されて埋められているんじゃないかという考えがよぎり、２人の顔は一気に青ざめた。

　ウォリーは恐る恐る剣を抜いて、犬が示した地面に切っ先を当てた。カツンとした音が鳴る。

　見た目は土の地面だが、剣を通じてウォリーの手に伝わった感触は金属だった。

　ウォリーは地面をペタペタと触ってみると、冷たい感触がそこにあった。

「これ、幻影魔法だよ。鉄の板……いや、取っ手がある。扉だよ！　扉を魔法で土の見た目に変えて隠している」

「じゃあ、ダーシャさんはこの下に？」

「ぐぐ……駄目だ、引っ張ってみたけど鍵がかかっているみたいだ」

　ウォリーは鞄から針金を取り出し、盗賊マンを発動させて鍵穴に差し込んだ。カチャカチャと手を動かし続けているうちに、解錠された音が鳴る。

　もう１度取っ手を引っ張ると、重量感のある音とともに扉が持ち上がった。先ほどまで土のように見えていたものがいつの間にか鉄の扉に変わっている。どうやら開くと自動で幻影魔法は解除されるようだ。

「ウォリーさんってそんな技術も持ってたんですか!?」

　目の前でいとも簡単に鍵を開けたウォリーを見て、リリが驚きの声をあげる。

「これもスキルなんだ。元泥棒とかじゃないからね……」

「回復魔法が使えて、テイマースキルと盗賊スキルも持ってて、おまけに近接戦闘も得意とか、ウォリーさんっていったい何者なんですかぁ!?」

　リリはパニック状態のようだが今はダーシャの救出が優先だ。ウォリーは扉を開いた先、暗い地下へ続く梯はし子ごに足をかけた。

　ゆっくりと警戒しながらウォリーは下りていく。リリもそれに続く。

　リリの身体が地面に沈んでいき、首から上だけが扉から外に出た状態まで下がった時、こっちをじっと見つめる犬と目が合った。

「案内してくれてありがとう。君はここで待ってね。必ず戻ってくるから」

　リリは犬へ笑顔を向けると、暗闇の中へ沈んでいった。

　地下には狭い通路が伸びていた。敵を警戒しながら慎重に進んで行くと、鉄格子の扉にぶつかった。

　鍵はかかっていない。扉を開けて中に入った先は広く何もない部屋だった。その奥にはもう１つ大きめの鉄格子の扉が確認できた。

　ガシャン！

　ウォリー達が部屋の中央まで進んだ時、自分達が開けて入ってきた扉が勝手に動き出し閉められた。

「ウォリーさん！　鍵がかかってます!!　出られません！」

　リリが慌てて戻って扉を揺らすが、びくともしない。

「はははは！　この場所に気付くとはなかなかやるなぁ！」

　突然男の声が部屋に響いた。ウォリーの正面、大きめの鉄格子の扉を挟んだ奥に白衣の男が立っている。

「僕達の仲間を攫ったのはお前か！」

　ウォリーは剣を構え、男を睨みつけた。男は薄暗い中で不気味に笑っている。

「ちょうどいいところに来てくれた！　君達には僕の新しい子供の相手をしてもらうよ！」

　男はそう言って暗闇の奥に姿を消すが、それと入れ替わる形で巨大な影が姿を現した。

　それからすぐ、鉄格子の扉が開かれる。

「なっ……!?」

「これって……」

　扉の奥からウォリー達のいる部屋に入り込んできた物体を見て、２人は固まった。

　彼らの目の前にはダーシャがいた。だが、その姿は彼らが知っているダーシャとは明らかに違っていた。

　上半身はダーシャだが、下半身は蟹だった。

　彼女の足があるべき部分にピンク色の甲羅に包まれた脚が８本生えている。

　そして彼女の両腕は蟹のハサミと思われるものに変わっていた。

　さらにその全身には宝石が散りばめられて装飾されていた。

「なんだこれは……ダーシャなのか!?」

　ガシャンと音がしてその怪物の背後の扉が閉じられた。

「ほうほう。あのモルモットの名前はダーシャというのか。よし決めたぞ！　君の名前はプリンセス・ダーシャだ！」

　男の声が部屋中に響いた。

「いけ！　プリンセス・ダーシャ！　そいつらを叩きのめせ！」

　男がそう言うと同時に、その怪物はウォリー達に向かってハサミを振り下ろしてきた。

　ウォリーは剣でそれをガードする。が、攻撃の威力が強すぎて後ろによろけそうになってしまった。

「くぅっ」

　間髪を容れず怪物はハサミの攻撃を次々と繰り出してくる。ウォリーは必死でガードするが、反撃はしない。

（もしこの敵がダーシャだとしたら、攻撃するわけにはいかない……）

「ははは!!　いいぞ！　さすがの強さだ！」

　そうしている間にも男は笑い続けている。

「あなた何なの!?　ダーシャさんに何をしたの!?」

　リリが大声で叫んだ。

　少しの沈黙の後、再び男が口を開いた。

「いいだろう。教えてあげよう」

　男の顔は見えない。だが明らかに笑みを浮かべているだろうということが、その声色から伝わった。

「私は幼い頃から生き物を弄るのが好きだった。生き物を捕まえては、こっそり解剖をしていた。そんなある日、私は神から授かりものを受けたのだ！」

　男の声がだんだん興奮気味になっていく。

「私はユニークスキルを覚醒させた！　私のスキル『キメラ』は、生物と生物を融合させ新しい生物を創り出すことができるのだ！」

　ウォリーはハサミの攻撃を防ぎ続けながら、悪い予想が的中してしまったと感じた。男の話が本当なら、目の前にいるのはスキルによって姿を変えられたダーシャ本人だ。

「私が融合した生物は私の命令通りに動かすことができる！　初めは動物同士でやっていたが、そのうちモンスター同士でやるようになった。さらに私の好奇心はどんどん膨れていき、そのうち人間とモンスターをかけ合わせたいという欲求に駆られるようになったのだ！」

「それで冒険者達を誘拐してこんなことを……」

　ウォリーの目に怒りが浮かぶ。しかし今の彼は防戦一方だった。目の前にいるのがダーシャである以上、攻撃することはできない。

「ウォリーさん！　ウォリーさんのスキルで鍵を開けてここから脱出しましょう！」

　リリが声をかけるが、ウォリーの表情は険しい。

「鍵を開けるには30秒ほど時間がかかる。この攻撃を避けながらそれをやるのは、かなり厳しい！」

　ウォリーが後ろへ跳んで敵から距離を置くと、怪物は両手のハサミをがっぽりと開いた。

　そのハサミの内部から黒と青が混ざった炎が吹き上がる。

「あれは……ダーシャの黒炎！」

　リリは遠距離攻撃を予想してウォリーの前に防壁を張った。だが、ウォリーは嫌な予感がしてそこに留まらず横へ跳んだ。

　その直後、ハサミから一直線に極太のレーザーが発射された。

　リリが張った防壁は一瞬で砕け散り、先ほどまでウォリーが立っていた場所にレーザーが直撃した。

「私の防壁が一撃で!?」

「熱っ！」

　ギリギリでレーザーを躱したウォリーだったが、手元を強烈な熱さに襲われる。見ると、ウォリーの剣はレーザーに焼かれドロドロに溶けてしまっていた。

「ははは！　そんな能力があるのか！　さすがあの魔人族とプリンセスクラブをかけ合わせただけはある！」

　男の笑い声が響いた。

　プリンセスクラブ。海の近くに出現するモンスターで、全身ピンク色の巨大な蟹である。人間を襲い、宝石などの光り物を奪っては自分の甲羅に埋め込んでいくという習性があり、身体に宝石を散りばめたその姿が名前の由来だ。華やかな見た目とは裏腹に非常に凶暴で、巨大なハサミで手や足を切断された冒険者も少なくはない。

「ウォリーさん！　剣が……」

「くっ……」

　剣を失い、防御手段を失ったウォリーはとにかく逃げ回るしかなかった。

　プリンセス・ダーシャ……男がそう名付けた怪物は８本の脚をカサカサと動かして高速で追いかけてくる。

　リリは咄嗟に防壁を作り出し、敵の行く手を阻んだ。だが、巨大なハサミで３発ほど殴られると、防壁は砕けてしまった。

　それでも５秒ほどは足止めができる。リリは防壁を作り続けた。

（このままじゃ私の魔力も、ウォリーさんの体力もいつか尽きてしまう……！）

　リリは焦っていた。自分達が怪物の餌食になるのは時間の問題だ。

　巨大なハサミが再び大きく開かれ、中から炎が吹き上がる。先ほどの強力なレーザーを再び放つつもりのようだ。

　その時、ウォリーの目の色が変わった。

（あのレーザー、とんでもない破壊力だ。おそらくあの白衣の男も、あれほどの威力は想定外だろう）

　今まで走り続けてきたウォリーが急に足を止めた。開いたハサミがウォリーに向かって伸ばされる。ハサミの炎が最高潮に達し、直後にレーザーが発射された。

（だからこの扉の強度も……！）

　レーザーが直撃するギリギリでウォリーは横に跳んで躱した。

「リリ！　脱出しよう！」

　ウォリーの言葉に、リリは驚いて目を丸くした。よく見れば、先ほどまでウォリーが立っていた場所、その奥には鉄格子の扉があった。

　ウォリーが躱したことでレーザーは扉に直撃。ウォリーの剣を高熱で溶かしたように、鉄格子も溶けて大きな穴が空いていた。

　２人は空いた穴へ向かって走った。逃すまいと怪物も高速で追いかけてくるが、リリは防壁でそれを妨害した。

　穴をくぐり通路に出ると、走り去っていく白衣の男が見えた。

（ダーシャを元に戻すには、彼女を操っているあの男を何とかしないと！）

　ウォリーは全力で走った。リリも後に続く。一瞬振り返ると、自分達が通ってきた穴から蟹の脚が飛び出ていた。あの巨体が引っかかって穴から上手く抜けられないでいるようだ。

　ひたすらに走り続けていると、白衣の男が１つの部屋に入っていくのが見えた。ウォリー達もそこへ飛び込む。

　男は部屋の端で立ち尽くしたまま、荒い息で呼吸をしていた。部屋には大量の本や何なのかよくわからない器具が置かれていて、まるで研究所のような内装だった。

「ははは、まさか……部屋から逃げ出すとは……ぶっ!!」

　男がしゃべり始めた直後、ウォリーは彼を殴りつけた。

「ダーシャを元に戻せ！」

　ウォリーは男の胸ぐらを掴み、怒鳴る。しかし男は不気味な笑みを浮かべたままだった。

「嫌だと言ったらどうする？　私を殺すか？　私を殺したら彼女は元に戻せなくなるぞ」

　ヘラヘラと笑いながら男は余裕の態度を見せている。

「私が融合した生物は、私のスキル『キメラ』を使わなければ戻せない。これはユニークスキルだ。世界中探しても同じスキルを持つ者がいるかどうか……」

「だったらお前が戻せ!!」

　ウォリーは目を充血させ、身を震わせている。仲間を怪物に変えられたことへの怒りがとめどなく湧き上がってきていた。

「嫌だね。あれは私が創り出した。私の子供だ。たとえ死んでも元には戻さん」

　男が言った瞬間、再びウォリーの拳が飛んだ。

　男のメガネが吹っ飛び、音を立てて割れる。

「戻せよ！」

「嫌……だ」

　ウォリーの拳が男の顔面に振り下ろされる。鈍い音が部屋に何度も響いた。

「戻せ！　戻せ！　戻せえええ!!」

　ウォリーは何度も男を殴りつける。普段の温厚な彼からは想像もできない姿だった。

　リリは不安そうにそれを眺めているが、止めはしなかった。何が何でもダーシャを助けたい。目の前の男を痛めつけてでも。その気持ちは彼と一緒だった。

「ふふ……ははは……はははは!!」

　顔中から血を流しながら、それでも男は不気味に笑っていた。

「頼むよ……ダーシャを……助けてくれ……頼む……」

　ウォリーは殴るのをやめ、男の胸に額を擦りつけながら絞り出すように言った。

　その時、ウォリーの頭の中で音が鳴った。

　彼は少しの間その場で固まると、やがてリリの方を見た。

「リリ……僕にバリアスーツをかけてくれ」

「え？」

　ウォリーは白衣の男を掴んだまま、リリの元に歩み寄っていった。

　見れば、ウォリーの目には先ほどまでの絶望感はなかった。その目を信じて、リリは彼に触れてバリアスーツをかけた。これにより次に受ける攻撃を１回まで無効化できる。

　直後、部屋の外の通路から大きな音が響いた。

　怪物と化したダーシャがすぐそこまで追いついてきたようだ。

「行ってくる」

　ウォリーは殴られてフラフラになった男を引っ張ったまま、部屋を出ていった。

　通路に出ると、奥から今まさに怪物がこちらへ向かってきている瞬間だった。怪物はウォリーを確認すると立ち止まり、ハサミからレーザーを撃とうとする。

　ここは通路。一直線にレーザーを撃たれれば横に避けることはできない。しかしウォリーは引き返すことなく前に進んでいった。

　すると、突然怪物はハサミを下ろしてレーザーを撃つのを中断した。

（思った通り。今彼女を操っているのはこの男。こいつを一緒に連れていれば、巻き込んで殺してしまう可能性のあるレーザーを撃ってはこない）

　レーザーを諦めた怪物はウォリーに向かって接近する。彼女はハサミを振り、ウォリーの身体を攻撃した。

　その時、リリのバリアスーツが発動する。ウォリーは無傷のままハサミを受け、すかさず片腕でハサミをがっちりと押さえ込んだ。

　掴んだハサミに向かって、ウォリーは全力で魔力を注ぎ込む。すると、怪物の身体のあちこちから煙が吹き出し始めた。

「な……どうなってる……これは」

　ウォリーの横でその光景を見た白衣の男は驚きの声をあげた。

　怪物の身体から吹き出す煙はだんだんと激しくなり、やがて大きな破裂音とともに彼女の身体が煙をあげて破裂した。

　周囲を包んでいた煙が少しずつ薄くなり、視界が開けていく。

　見れば、ウォリーの目の前には元の姿のダーシャとプリンセスクラブが気を失って横たわっていた。

「何だこれは!?　なぜ、元の姿に……貴様何をしたあああ!?」

　白衣の男は青ざめたまま絶叫する。

「キメラのスキルを持つ者でないとダーシャは元には戻せない。だから、僕がキメラのスキルを使って戻したんだ」

　あの時、頭の中に鳴り響いた音声。そこでウォリーは新しいお助けスキルを取得していた。




《物真似マン》




《対象に触れている間のみ、対象のスキルをコピーして使用することができる。取得のために必要なお助けポイント：６００００ポイント》




「ダーシャ！」

　ウォリーは意識を失っているダーシャを揺さぶった。少しして、彼女の瞼がピクピクと動きゆっくりと開かれる。

「ウォリー……私は……」

　力の抜けた声で彼女は呟いた。

「ウォリーさん！　あっ、ダーシャさん!?」

　ちょうどリリも彼らの元に駆けつけてきた。彼女は元の姿に戻っているダーシャを見て驚きの声をあげる。

「そんな……なんで、私の子供が……」

　白衣の男はそうブツブツと言いながらフラフラとその場を去ろうとする。

「リリ！　こいつを逃さないで！」

「はい！　防壁牢獄バリアジェイル！」

　リリが唱えると白衣の男の周囲に防壁が出現する。

　リリの持つ技の１つ防壁牢獄バリアジェイルは、対象の頭上と前後左右を防壁で囲み閉じ込めることができる。強力なモンスターは中から防壁を破られてしまうので長く閉じ込めておくことはできないが、白衣の男を捕まえるには十分な強度だった。

「ダーシャ、大丈夫？　動ける？」

　ウォリーが心配そうに声をかける。ダーシャはしばらく虚ろな目をしていたが、やがてその場でゆっくりと立ち上がった。

「ウォリー、リリ……すまなかった。操られていたとはいえ君達にあんなことを……」

　ダーシャが自分の額を押さえながら言った。

「何があったか、覚えてるの？」

「ああ、モンスターになって君達を殺そうとした。その時も意識はあったんだ。だが、抑えようとしても自分の身体が言うことを聞かなくて……辛かった」

　そう言って震える彼女を、リリが抱きしめた。

「ダーシャさん、もう大丈夫ですよ。元に戻ってよかった……」

　ウォリーはその様子を見て安堵のため息を漏らした。

「こいつは目覚めると厄介だな」

　ダーシャが振り返り黒炎を発動させた。彼女の視線の先には、未だに意識を失っているプリンセスクラブがいた。

　彼女は黒炎の剣を作ると、目の前の巨大蟹の口へそれを突き刺した。プリンセスクラブは一瞬身体を大きく跳ねさせたが、すぐに動かなくなった。

「さっきまで自分の一部だったモンスターを殺すというのは変な気分だが……残すはこいつか」

　ダーシャの瞳が一瞬で怒りの色に染まり、白衣の男の方をギロリと睨んだ。今にも斬りかかって殺してしまいそうな迫力がある。

「この男には、まだやってもらわなきゃならないことがある」

　ウォリーはそう言うと男の元へ歩み寄っていった。




「あああああ!!　やめろおおお!!!　私の子供達がああああ!!」

　地下中に男の悲鳴が響き渡る。男は号泣しながら髪を振り乱して暴れている。

　ウォリーが予想した通り、この地下にはダーシャの他にも融合されて作られた怪物が保管されていた。

　１匹１匹が鉄格子の中に入れられており、まるで監獄のような光景が広がっていた。

　ウォリーは男を掴んだまま物真似マンでスキルをコピーし、ダーシャと同じ要領で次々と怪物を元の姿に戻していった。それを見るたびに白衣の男は涙を流して暴れた。

　ウォリーに散々殴られても笑っていたこの男が、今は嘘のように取り乱している。どうやら本当にこの男は自分が作った怪物を我が子だと思っていたようだ。

　ウォリーは男の狂気をそばで感じ、寒気を覚えた。

　怪物が元の姿に戻されると、そこに現れたのはやはり行方不明になった冒険者だった。

　ウォリー達を眠らせた蝶の羽を持った女性も融合された怪物だった。女冒険者と蝶のモンスターをかけ合わせたものだったらしい。

　ようやくすべての冒険者を助け出し、ウォリー達は地上へ向かう。

「そういえば、ウォリーはどうやって私の居場所を突き止めたんだ？」

　ふとダーシャがウォリーに尋ねた。

「ああ、ダーシャの匂いを辿ってね」

「なっ……!?」

　ウォリーの言葉に彼女はギョッとする。

「ウォリー……き、君はそういう趣味だったのか。しかも遠くから嗅ぎ分けるほど私の匂いを覚えて……まぁ、悪い気はしないが……」

　もじもじとしながら呟くダーシャを見てウォリーが慌てて訂正する。

「違う違う！　僕が匂いを嗅いだわけじゃないよ！」

　そんな２人を見てリリはクスリと笑った。

「そうです。地上へ出たら会えますよ。ダーシャさんを見つけてくれた方に」

　ダーシャは頭にハテナマークを浮かべながら地上への道を進んでいった。




「ふわああああぁっ……別れたくないよおぉぉっ」

　涙を流しながら犬に抱きつくリリ。

　すべてのことが終わり、いざ森から出ようといった時に犬との別れを惜しんだリリはその場で泣き崩れていた。

「連れて帰って飼いましょうよぉ～」

「こらこらリリ、その犬は元々この森が住処だろう」

　なかなか犬から離れようとしないリリにダーシャは呆れ顔を向ける。

「ちゃんと私が面倒見ますからぁ～」

「そんなこと言ったって、宿はどこも基本的にペット禁止だ。部屋が毛だらけになったらどうする」

「だってぇ、この森に来てもまた会えるとは限らないじゃないですかぁ、モンスターが出る森ですよ～食べられちゃったらどうするんですかぁ～」

　ダーシャは困った様子でウォリーに視線をやる。

「そうだね。この子はダーシャを見つけてくれた恩人……いや、恩犬だからね。飼ってもいいんじゃないかな」

　ウォリーは犬を撫でながらそう言った。それを聞いてリリの表情がぱっと明るくなる。

「た、確かに私もその犬には感謝してはいるが……飼うと言ったっていったいどこで？」

「実は前から考えてたことがあるんだ」

　ウォリーの言葉に、ダーシャは首をかしげる。

「賃貸住宅を借りるってのはどうかな？」

　街には住宅を貸し出し、家賃を回収する商売がある。ただし、冒険者が住宅を借りる場合は１年分の家賃を前払いするのが基本だ。危険を伴う仕事なので、もし住人がダンジョンなどで死亡したりすれば家賃の回収ができなくなってしまうからである。

「これはダーシャのためでもあるんだ」

　ウォリーは続けて語る。

「住宅を借りてしまえばこれからは宿屋の顔色をいちいち窺わなくてもいいでしょ？」

　ウォリーとパーティを組んだ後も、ダーシャは宿屋から宿泊を断られることがよくあった。そのためまずウォリーが先に入り２人分の部屋を取って、後からダーシャが入るという方法をとっていた。

「しかし、家賃１年分だぞ。３人ならその３倍だ。私達にそんな余裕あるのか？」

「大丈夫。最近は結構難易度が高い依頼もこなせるようになってもらった報酬も貯まってきたし、僕がレビヤタンにいた頃は政府から支援金をもらっていたからね。その時の貯金もある」

　ダーシャはしばらく腕を組んで考え込んだ。リリの方に目を向けると、すがるような眼差しを送ってきている。

　ダーシャは大きくため息をつくと、顔を上げた。

「わかった。ウォリーの案に賛成しよう」

　それを聞いてリリは両手を上げて喜び出す。

「やったぁ！　じゃあこれからは３人で住むんですね！」

「いや、２人だよ」

　ウォリーがそう言うと、リリとダーシャが固まった。

「僕はいつも通り宿屋でいいよ。それで不自由してないしさ。それに女の子同士で住んだ方がいろいろと気楽でしょ？」

　リリとダーシャはしばらく黙ってお互いの顔を見合わせた。そして、２人同時にウォリーの腕を掴んだ。

「ウォリーも一緒に住め！」

「住んでください！」




　森での事件を解決してから１週間後。ウォリーは新しく住み始めた家の１室で朝を迎える。

　あの後ダーシャとリリに強く言われ、結局、３人で住める家を探して住むことになった。

　ウォリーは寝起きで開ききらない目を擦りながら、着替えを済ませる。部屋の扉を開けダイニングへ向かうと、いい匂いが漂ってきた。

「おおウォリー、おはよう」

　キッチンで朝食を作っていたダーシャが声をかけてきた。ダーシャは意外と料理が上手い。聞けば実家では自立できるよう教育を徹底しているらしく、幼い頃からひと通り教わっていたらしい。

　ウォリーが料理をする彼女を何となく眺めていると、玄関の扉が開く音がした。それと同時に、犬の鳴き声が聞こえてくる。

「ただいま～。あ、ウォリーさんおはようございます！」

　リリが犬を連れてやってくる。どうやらウォリーより早く起きて、犬を散歩に連れていっていたようだ。

「おはようリリ、それからブレイブも」

　ブレイブと言うのは犬の名前だ。名付けたのはリリで、由来は囚われのダーシャ姫を救い出したブレイブ勇者だからだそう。因みにその勇ましい名前とは裏腹に性別はメスだ。

　リリはブレイブにぞっこんで、散歩から餌やりなど世話は全部彼女が率先してやっていた。寝る時は自分の部屋に連れ込んで毎晩一緒に寝たりと、常に一緒にいる。

　ウォリーはといえばこの家では主に掃除などを担当している。

　この家に来てから新しく『清掃マン』というスキルを取得していた。このスキルのおかげで、物件の中では安い方だったこの家も今では新築のような美しさになっている。

「今日はショッピングとかどうかな？　まだこの家も殺風景だし、インテリアとか見るのもいいかも」

「そうだな、最近はダンジョンにばかり行っていたからな」

「じゃあ昼食は街で外食にしませんか？　前から気になってたレストランがあって……」

　そんな会話をしながら朝食の時間が過ぎていく。

　差別を受けて１人孤独に戦ってきたダーシャ。パーティメンバーから道具のように扱われてきたリリ。そして、その性格を嫌われてついにはパーティを追放されたウォリー。

　この３人が冒険者になってから初めて経験する、和やかな仲間とのひと時だった。










第五章　レビヤタンの崩壊




　朝を知らせる鳥の声を聴き、宿屋の１室でミリアは目を覚ました。

　ベッドから降り、彼女は寝巻きを脱ぐ。

　裸になって、鏡の前に立って自分の身体を映した。

　彼女の肢体はほどよく引きしめられ、筋肉の形が浮かび上がっている。

　鍛え上げられた上腕の筋肉は、街で見かけるお洒落に夢中のか細い女の腕とは一線を画す。幼い頃から剣を振り鍛え続けた努力の賜物だ。

　ミリアは魔法剣士。魔術と剣術の合わせ技を得意とするが、剣術のみで戦ってもＡランクの冒険者に引けを取らない。

　同じパーティには剣の達人と呼ばれるジャックがいる。だが、それは彼が剣聖のスキルを持っているからだ。

　スキルや魔法抜きでの単純な剣技なら、自らがパーティ最強である自信を彼女は持っていた。

　彼女は自分の身体の仕上がりをしばらく眺めて満足すると、冒険用の動きやすい服に着替えた。

　真っ赤な髪をツインテールに縛り、冒険者ミリアの姿へとなる。

　木製のテーブルに目をやると、昨夜眺めていたノートが開きっぱなしになっていた。

　レビヤタンのメンバーと合流する時間までまだ余裕がある。ミリアはテーブルの前に座り、もう１度ノートを見て思考を巡らせた。

　ノートには新聞の切り抜きがいくつか貼りつけてある。

　その中の１つを読み返してみる。

　ベボーテ村が盗賊の襲撃を受けた事件。村の村長が盗賊と繋がっていたことが衝撃を与え、当時は話題になった。

　その時村を救ったとされる冒険者達の中に、ウォリーとダーシャの名がある。

　ウォリー。自分の幼馴染でありかつて同じパーティに所属していた男。そしてダーシャという女は魔人族で、そのウォリーと現在パーティを組んでいる人物だ。

　記事には毒に侵された村人達をウォリーが回復したと書かれている。治癒師の彼の回復魔法と元々持っている大量の魔力があればまあ可能だろう。だが盗賊の頭のゴメスを斬り、捕らえたのもウォリーだというのはどういうことだろう。ウォリーは近接戦闘が苦手だったはずだ。

　さらにわからないのは次の記事だ。

　サイバスの森で冒険者が神隠しに遭うという事件。レビヤタンもこの依頼を受けたが結局失踪した冒険者達を見つけられなかった。その依頼を達成したのがウォリー達のパーティ、ポセイドンだ。

　犯人は人間で、地下に冒険者を連れ去って人体実験のようなことをしていた。

　記事によればウォリー達は野犬を操りその地下を探し当てたという。ならば彼らのパーティにはテイマーがいるということになる。

　ウォリーのスキルは治癒師だ。だとすればテイマーはダーシャか、もう１人のメンバーである背の高い女リリ。

　しかし、ミリアがベボーテ村の住人と、今はギルド追放となったアンゲロスというパーティのメンバーに聞き込みをしたところ、２人のスキルは黒炎とガーディアンだとわかった。

　ミリアは胸騒ぎがした。

　今のウォリーは自分が知っているウォリーではないのかもしれない。

　ミリアは目を閉じて彼のことを思い浮かべる。

　彼と過ごした幼い頃を思い出すと、胸が苦しくなる。

　大勢の大人から自分へ向けられる視線。

　痛々しい記憶が押し寄せてくる。

　気が付けば、ミリアは手元のノートをぐしゃぐしゃに丸めて握っていた。

（次の手を打たないと……）

　ミリアが立ち上がると、１羽の鳩が部屋に飛び込んできた。

　鳩はミリアの腕に止まり、光を放って消滅した。

　そして、鳩がいた場所からポトリと手紙が落ちる。

　魔法で作られた伝書鳩。

　ギルドからの緊急の呼び出しだった。




　ミリアはレビヤタンのメンバーと合流し、ギルドの会議室に入った。

　10人ほどのギルド職員がずらりと並んでいる。その中にはギルド長もいた。

「いったい何事ですか」

　ジャックが口を開く。彼の視線は真っ直ぐギルド長を捉えている。

　ギルド長は椅子の背もたれに深く寄りかかると、眉に皺を寄せた。彼は元Ｓランク冒険者である。Ａランクでさえ達人と呼ばれるこの世界。彼は冒険者達にとって雲の上の存在だ。

「クラーケンドラゴンがダンジョンから抜け出てきた」

　ギルド長の口から低く重々しい声が発せられた。

「このまま放置すれば周囲の村や街に大きな被害が出るだろう。奴は並みの冒険者では討伐できん。うちのギルドのＡランクパーティの中で今最もＳランクに近いとされるパーティ、レビヤタン。君達に奴の討伐を依頼したい」

　クラーケンドラゴンはＡランクモンスターの中でも上位。強さはほぼＳランクと言ってもいい。普段はダンジョンの奥で生活しているが、たまにこうやってダンジョンの外に出ては街々を破壊する厄介な存在だ。

　高難度の討伐依頼。レビヤタンの面々は顔を強張らせたが、その中で真っ先にジャックの表情が笑みに変わる。

「承知しました、その依頼お受けいたします。ただ、この依頼を受けるにあたり我々もギルドにお願いがございます」

「なんだ？」

「この依頼を達成した際には、我々にＳランク試験への挑戦資格を与えていただきたい」

　ジャックの申し出を聞き、ずっと無表情だったギルド長が頬を緩ませる。

「ふ……そんなことか。相手はあのクラーケンドラゴンだ。討伐できるとなれば断る理由はあるまい。よろしい、そちらの要望は聞き入れた。行ってくれるな？」

　レビヤタン一同は深々と頭を下げる。

　その後、ギルド職員から現在の標的の位置や予想される進行ルート、現在の被害状況などひと通りの情報を渡され、彼らは会議室を後にした。




「いやぁ～これは大変なことになっちゃったねぇ～」

　ミリアがギルドの廊下を歩きながら言った。深刻な事態にもかかわらず彼女の態度はいつもと変わらず軽快だ。

「だが、これで俺達もＳランク昇格への足がかりを掴んだ。チャンス到来だ」

　ジャックが不敵に笑う。

「しかし、相手はあのクラーケンドラゴンだよぉ？　これはかなり苦戦するかもね～」

　クラーケンドラゴンの体高は15メートルにもなる。ドラゴンと名がつくが翼はなく飛行はできない。歩行に使う４本の脚の他に、首の周りに10本の触手が生えている。

　このクラーケンドラゴンの厄介なところはその防御力だ。全身が常に防御魔法で覆われていて、Ａランク冒険者の攻撃でも殆ど通らない。

　防御魔法を解除するためには、頭部にある２本の角を破壊する必要がある。角さえ破壊すれば防御力は下がり、討伐は圧倒的に楽になる。

　だが、その角自体が結構な硬度を持つ。魔法などの遠距離攻撃を当てても破壊は難しいので近距離で強力な攻撃を叩き込む必要があるのだが、そこで問題になってくるのが10本の触手だ。

　触手の攻撃力は高く、動きも素早い。おまけに切断してもすぐに再生するという能力がある。それが10本もの数、頭を守るように生えているのだから角の破壊は容易ではない。

「確かに強力な相手だが、俺達の力を持ってすればきっと勝てる。ミリア、お前のスキルには期待しているからな」

　ミリアはジャックに笑みを返した。確かに今回の敵は正面からぶつかっても勝てる相手じゃない。どう立ち回るかが重要になってくる。こういう時、ミリアの持つユニークスキルはかなり便利であった。

「Ａランクパーティに加入して早々にＳランク昇格か～。俺はついてるな」

　そう言って笑ったのはウォリーの後釜として加入したヒーラーの男、ゲリーだった。

　彼のスキルは治癒師ではないので回復力はウォリーに劣るが、その分味方のステータスを上げたり敵を弱らせたりといった、いわゆるバフ、デバフと呼ばれる魔法が使える。

　パーティのサポート役としてはウォリーに引けを取らない活躍をしていた。

「あんまり浮かれない方がいいわ。今は目の前の敵を倒すことに集中しましょう」

　ハナは会議室にいた時からずっと厳しい顔をしたままでいた。

　こうしている間にも標的の進行は進んでいる。急いで現場に向かう必要があった。

「よし、ここで待ち伏せしよう」

　ミリアが地図を開き、標的の進行予想ルートの１箇所を指し示した。周囲を高い崖で覆われた道。戦うには狭い気もするが、ジャック達はミリアの提案に従うことにした。

　目的地までは少し距離がある。４人は馬車に乗り、街を出発した。

　土埃をあげて馬が駆け出し、ぐんぐんと道を進んでいく。ミリアは馬車の窓から移り変わる景色を眺めていた。

　馬車が森に入った時、彼女の視界に３人の男女が入る。

「ちょっと、止めて止めて～」

　ミリアが声をあげ、馬車は３人の前で停止する。

「これはこれは～、ウォリー君じゃありませんかぁ」

　森で偶然会った３人の男女、ポセイドンのメンバーにミリアが明るい声をかける。

「ミリア、それにみんな……」

　ウォリーは目を見開いてレビヤタンのメンバーを見回した。レビヤタンにいい印象を持っていないダーシャとリリは、ジャックとハナの姿を見てムッとした表情になる。

「もしかして君達もクラーケンドラゴンの依頼で来ているのかな？」

　ミリアの問いに、ウォリーが頷いた。

「うん、今朝伝書鳩で緊急の依頼が来てね」

　ウォリーの言葉を聞き、ハナが嫌そうに３人を睨んだ。

「はあ？　クラーケンドラゴンは私達の獲物なんだけど？　まさかあんたらと一緒に討伐するってことじゃないでしょうね？」

「いや、僕達の役目は進行ルート上の村の安全の確保だよ。でももしレビヤタンが苦戦した場合はすぐに加勢できるよう準備せよと言われているんだ。お互いに頑張ろう」

　キツくあたるハナの態度も気にせず、ウォリーは笑顔でそう答える。しかし、今度はジャックがウォリーを睨んできた。

「俺達をなめるなよ、ウォリー。お前らごときの助けなど要らねえ。俺達は奴を討伐しＳランクに上がる」

　そう吐き捨てるとジャックは馬車の窓をピシャリと閉めた。

「ねえ、早く行きましょう！」

　ハナが声をあげると、馬車は再び進行を開始する。

　馬が強く地面を蹴り、土埃とともにレビヤタンは３人の元を去っていった。

「相変わらず嫌味な連中だ」

　レビヤタンと別れた後もダーシャは不機嫌そうにぼやいていた。

「でも敵はクラーケンドラゴンだ。レビヤタンが戦ってくれるなら僕も心強いよ」

「確かに彼らの実力は高いとよく聞きます。けど性格に難がありますよ」

　リリもダーシャと同じく口を尖らせている。

「ウォリーは元々同じパーティだったから彼らの強さは知っているんだよな？　今回の討伐、彼らだけで達成できると思うか？」

「うん、ジャックの剣術もハナの魔法も冒険者の中じゃトップクラスだし、何よりあっちにはミリアがいるからね」

　ウォリーは薄っすらと笑みを浮かべて空を見上げた。

「ミリアとは君の幼馴染だったな。彼女はそんなに強いのか？」

「ミリアはユニークスキルという特殊なスキルを持っているんだ。僕は最近手に入れたばかりだけど、彼女は幼い頃からそのスキルを持っていたんだ」

「いったいどんなスキルなんだ？」

　ダーシャとリリは興味深そうにウォリーの顔を覗き込んだ。

「『チェス名人』ってスキルで、発動するとチェスが上手くなるんだ」

「うん？　そんな能力では、戦闘ではあまり役に立たないのではないか？」

「うん。みんな最初はそう思っていたんだ、当の本人もね。でも後になって、戦闘中にこのスキルを発動するとまた違った効果が出ることがわかったんだ」

　ウォリーは笑顔でそう語る。まるでミリアの能力を自分のことのように誇っているかのようだった。

「チェスとはそもそも戦争を模したゲームでしょ？　チェスが上手い人は１００手以上先の局面を読むとも言われている。ミリアはこのスキルで戦闘の先の展開を瞬時に予測し、場を掌握することができるんだ。レビヤタンがあそこまで強いパーティになれたのも、彼女の働きが大きいと僕は思ってる」

「なるほど、だとすればクラーケンドラゴンのように倒し方が特殊なモンスターにはそのスキルは効果的かもしれないな」

「そう聞くとなおさら、ミリアさんをレビヤタンに入れておくのはもったいない気がしますね。あの人は他の人達みたいにウォリーさんを馬鹿にしたりしませんから……」

　リリがそう言うと、ウォリーは首を横に振った。

「いや、ミリアにはもっと上に行ってほしいよ。ジャックの話ではもうすぐＳランクに挑戦するみたいだし」

「ウォリーさんはミリアさんを本当に尊敬しているんですね」

「うん。幼い時から一緒に冒険者を目指していたからね」

「むぅ……」

　楽しそうに話すウォリーの横でダーシャが眉をひそめている。リリはそれに気付くと、ダーシャの頬を指でつついた。

「あれ？　ダーシャさんもしかして嫉妬しています？」

「ばっ……!?　馬鹿！　そういうことではない！」

　大きく体を跳ねさせるダーシャを見て、リリはくすくす笑った。

「ほら、もうすぐ着くよ」

　木々に囲まれた道の先をウォリーが指差した。奥の方に村が小さく見える。

　３人は気を引きしめて、歩みを進めていった。




※　※　※




　樹齢を何千年と重ねた大木のような巨大な脚が地面を踏む。そのたびに周囲に衝撃が走り地震のように揺れた。

　上位のＡランクモンスター、クラーケンドラゴンは地響きとともにその巨体を１歩１歩前に進めていた。

　その足元では６人の冒険者が標的に向けて攻撃を繰り出している。

「駄目！　魔法が全然通じない！」

「角を狙いたいが頭が高すぎる！」

「脚を狙え！　体勢を崩すんだ！」

　髭を蓄えた屈強な身体つきの冒険者が、クラーケンドラゴンの前脚めがけて大斧を振り下ろす。

　ガキンと鉄と鉄がぶつかるような音が鳴り、斧が弾かれた。その勢いで斧を持った冒険者は大きく尻餅をついてしまう。

「駄目だ！　硬すぎる……ぐあぁ！」

　尻餅をついた冒険者に触手の先端が突き刺さった。

　冒険者は串刺しにされたまま持ち上げられ、宙に放り投げられる。

「くそ！　あいつを回復しろ！」

「たかが触手１本が何て威力だっ……」

　冒険者集団による攻撃に一切怯むことなくクラーケンドラゴンは進行を続ける。

　それでも諦めることなく冒険者達は戦うが、ただただ人員が負傷していくだけだった。

　彼らはレビヤタンが到着するまでの足止め役だが、未だに標的は１歩も足を止めることがない。

「もう駄目だ！　これ以上は死人が出る、撤退だ！」

　冒険者達が一斉にクラーケンドラゴンに背を向けた時、彼らの視線の先に赤髪の女性が映り込んだ。

「どうもご苦労っ。後は私に任せてちょうだい！」

　ミリアは腰に装備した剣をゆっくりと引き抜き、目の前に迫りくる巨体を見上げた。

「チェス名人！」

　ミリアが唱えると彼女の目が黄色く光りだす。

「ハナ！　あいつの弱点は電気属性だよ。左脚を中心に攻撃して」

　彼女は後方にいたハナに指示を出した。次いで、崖の上で待機させておいたジャックを見上げる。

「ジャック！　私が合図したらあいつの頭部に飛び乗ってね、剛剣の準備も忘れずに！　飛び乗ったら角を１本だけ破壊して、すぐに避難して」

「おう！」

　ミリアは剣を構えたまま動かずに立っている。

　地響きを立てながら接近するクラーケンドラゴンを前に、彼女は息をのんだ。

　敵の触手の攻撃範囲は広い。その間合いに入った瞬間、戦闘開始だ。

「サンダーアロー！」

　ハナが先制して魔法を放った。先端が矢じりのような形をした電撃がクラーケンドラゴンの左脚に集中して撃ち込まれる。

　だが、敵は怯むことなく行進を続ける。

「やはり硬い。今はとにかく１点集中しかないね……ゲリー、射程距離に入ったらあいつの防御力をダウンさせて！」

「わかった！」

　ミリアは岩陰に隠れているゲリーに指示を出す。おそらくゲリーの防御力ダウンの魔法よりも、敵の角から発せられる防御力魔法の方が強力だろう。

　一応指示を出してはみたものの、ないよりかはましだというのが正直なところだった。

　ゲリーの役目は回復。彼に退場されるとパーティは圧倒的に不利になる。

　そのため彼には必要時以外、極力身を隠させておく。敵の攻撃は前衛のミリアがすべて引き受けるつもりでいた。

「サンダーソード！」

　ミリアが唱えると彼女の剣が電撃魔法に包まれた。

　バチバチと音を鳴らし光りを放つ剣を片手に、すぐ目の前まで接近してきた敵との戦闘に備える。

（あと１歩、奴が踏み込んできたら触手の射程範囲だ）

　ミリアは数秒後にくるであろう敵の攻撃に神経を集中させた。

　大きな音を立てて敵の前脚が地面を揺らした。

　直後、足元に立つミリアに触手が一斉に向かってきた。

　ミリアは地面を大きく蹴り右に左に跳び回る。攻撃をギリギリで躱しながら、電撃を帯びた剣で１本、また１本と触手を斬り落としていった。

　磨き上げられた剣さばきであっという間に10本の触手が地面に落とされる。

　だが、まだ安心できない。

　触手の切断面から肉が泡のように吹き上がり、元の形を形成し始める。一瞬にして10本の触手は再生してしまった。

（やはり再生するか。だが、想定内。触手が切断されてから再生までかかる時間は３秒ほどか……）

　ミリアは冷静に敵の動きを分析する。

（あの触手を何とかしない限り弱点である角への攻撃は難しい。だが、こうやって触手を斬り落とし続ければどこかで隙が生まれるはず。その絶妙なタイミングは、私のチェス名人でのみ見極めることができる）

　一方ハナはひたすらに左脚に魔法を叩き込んでいた。最初こそ無傷だったものの、僅かだが脚の動きが鈍り始めているのを感じ取れた。

　ダメージは蓄積されているようだが、決定打と言えるほどの傷は与えられていない。

　ミリアは斬っても斬っても再生し襲ってくる触手の攻撃をひたすらさばき続けている。防戦一方のように見えるが、ある時点で彼女の動きのパターンが変わった。

　彼女は触手を斬りつつ左脚に向かって突っ込んでいった。そして、ハナが攻撃を集中していた箇所に強力な斬撃を叩き込む。

　それでも敵は倒れない。だが、今まで休まず歩き続けてきたクラーケンドラゴンの動きが止まった。

「ジャック！　今！」

　ミリアが叫ぶと同時にジャックは崖の上から標的の頭部に飛び乗った。

　そのまま角をめがけて、剣を振るう。

「剛剣!!」

　ジャックのスキル『剣聖』は剣術の技が上がる効果がある他、10種類の奥義を身につけることができる。

　奥義の１つ『剛剣』は彼の剣技の中で最も威力の高い技だ。

　だが、剛剣の難点は発動までにある程度の溜め時間が必要だということ。彼はミリアの合図があるまで、崖の上でその溜め時間を済ませていた。

　今の彼ならば飛び乗ってすぐに剛剣を放つことができる。

　ガラスが砕けるような音とともに、クラーケンドラゴンの角が破壊された。角の破片はくるくると回りながら宙を飛び、地面に突き刺さった。

（さすがジャックの剛剣。あの硬い角を一撃で破壊した）

　ミリアは作戦が順調に進んでいることを確認し、ほくそ笑んだ。

　だが、直後にその笑みは消える。

「まだまだ！　もう１本行くぜ！」

　ミリアの指示では、ジャックは角を１本だけ破壊したらすぐ避難することになっていた。

　だが、角を破壊して気分をよくしたのか彼はもう１本の角にも狙いを定めて剣を構えたのだった。

（馬鹿！　何をやってんのあいつ!?）

　ミリアの目が見開かれる。戦略に長けたチェス名人のスキルを持っている彼女でも、駒が指示通り動かなければその能力は十分に発揮できない。

「俺はＳランクに上がる男だ！　このまま２本ぶった斬ってやるぜ！」

　ジャックの剣が光を放つ。剛剣の溜めが済んだ証だ。だが、その剣が角に届くことはなかった。

「ぐはぁぁっ！」

　触手が伸び、ジャックの身体を貫く。

　そして、まるで紙屑を捨てるかのように彼の身体はぽいっと投げ飛ばされてしまった。

　いったい何十メートル飛ばされたのだろうか。

　触手に貫かれたまま軽々と放り投げられたジャックは遥か遠くの地面へ叩きつけられた。

「ちっ！」

　ミリアは舌打ちすると一旦敵から距離を取ろうとする。作戦が失敗した。これ以上触手を斬り続けても無意味だろう。

　その時、隠れていたはずの回復担当、ゲリーが岩陰から飛び出してきた。彼はジャックが飛ばされた方を向いている。どうやら負傷したジャックを回復しようとしているらしい。

「ちょっと待って！　今勝手に動いたら――」

　ミリアが慌てて彼を止めようとするが、手遅れだった。

　クラーケンドラゴンの触手が鞭のように振られ、ゲリーに直撃した。

　彼の体はものすごい勢いで吹っ飛び、道脇の岩壁に激突した。

　ミリアは急いで彼の元に駆け寄ったが、既にゲリーは口から泡と血を吐いて失神していた。何度声をかけても意識が戻る気配はない。

　回復役を失ってしまった。ジャックの失敗から始まりドミノ倒しのように次々と作戦が崩壊していく。

　すぐ近くまで敵が接近している。このままでは動けないゲリーやジャックはやられてしまう。ミリアは迅速に決断をしなければならなかった。

（依頼は失敗。プランＢに移るしかない）

　彼女は狼狽しているハナに声をかけた。

「ハナ！　奴に遠距離攻撃を当て続けて！　ジャックが破壊した角の傷口なら少しは効果があると思う！　奴を逆方向に誘導して、ゲリーとジャックから引き離すの！」

「わっ、わかった！」

　ハナは魔法攻撃を敵の顔面に撃ち込み始める。

　敵が大きく咆哮をあげた。

　クラーケンドラゴンの視線はハナを捉えている。どうやら注意を引くのは成功したようだ。

　その隙にミリアはジャックの元へ駆け寄っていった。

「ジャック、ジャック！」

「うぅ……」

　ジャックは辛うじて意識はあるようだ。だが、彼の脇腹からドクドクと流れる血が傷の深さを物語っていた。

（この傷……ゲリーの回復も使えないし、ジャックはもう……）

　ミリアはハナの方を振り返る。クラーケンドラゴンは既に自分達に背を向けていた。

　敵の誘導は順調に進んでいるようだ。

「ミリア！　ジャ、ジャック!?」

　突然、聞き覚えのある声がかけられた。

　振り向くと、ウォリー達がこちらに駆け寄ってきている。

「ウォリー、どうして……？」

「担当した村の住人の避難が終わったからミリア達の様子を見に来たんだ。それよりジャック……酷い怪我だ！」

「ウォ……ウォリー……」

　ジャックはウォリーに気付き、すがるような視線を彼に向けた。

「た、頼む……回復を……」

　彼は口を震わせながら声を絞り出した。

「ああ！　今、回復するから！」

　ウォリーがジャックに触れようとする。しかし、ミリアが彼の前に立ちはだかりそれを制止した。

「ウォリー、駄目。君が回復する必要はない」

「え!?　でもこのままじゃジャックが……」

　彼女の意外な行動にウォリーは困惑する。

「大丈夫、彼は私が治すから。こんなこともあろうかと特殊なポーションを１つ持ってきたんだ。通常の何十倍もの値段がする高級ポーションだよ、これなら彼の傷も十分治せる」

「でも、そんな貴重なものを消費するくらいなら僕の魔法の方が……」

「ウォリー、わかってほしい。これは私達パーティ内の問題なんだよ。君はもうレビヤタンじゃない。パーティ内の責任はできる限りパーティ内で取りたいの。別パーティの君の手を借りるわけにはいかない」

「ミリアのポーションで、本当に治せるんだね？」

　ウォリーは不安そうにミリアとジャックを交互に見る。そんな彼に、ミリアは強い眼差しを返した。

「ええ、それに君達には別にやるべきことがある。あいつの討伐は失敗した。これよりプランＢ、クラーケンドラゴンの撃退に移行する。今ハナが誘導してるけど長くは持たないと思う。彼女をサポートしてあげて。それから、そっちのパーティのうち誰かは周辺の冒険者に加勢を頼みに行ってほしい」

「わかった。ジャックのこと、よろしくね」

　ウォリーはそう言うとダーシャ達に指示を送った。

　遠距離攻撃と防御ができるダーシャとリリがハナの応援に向かい、ウォリーは周囲の冒険者を呼ぶために駆け出していった。

　遠くに去っていくウォリーを、ミリアはじっと見つめていた。

　すると足元でか細い声が聞こえくる。

「ミリア……な、何してる……早くポーションを……」

　ジャックが言った途端、ミリアの目が冷たく変わる。

「ポーション？　そんなものないけど？」

　ジャックが目を見開いた。

「だ、だが……さっき……」

「ああ、私の勘違いだったわ。ごめーんね～」

　ミリアの言葉を聞き、ジャックが地面でもがき始める。

「なっ……ウォリー……っ……回復をっ……」

　苦しみながら必死で声を出す彼を見下ろし、ミリアは鼻で笑った。

「あーあー、君にはプライドってものがないのかねぇ？　ウォリーが瀕死の冒険者を助けようとするたびに怒鳴りつけたのはどこのどいつだったか。いざ自分がピンチになったらこのザマか？」

「ミ、ミリア……貴様……」

　ミリアは笑みを浮かべて視線を上にやった。

「えーと、何だっけ？　君は前に素晴らしい名言を言ったよね、確か……そうそう、『モンスターに負けて死んだところで、それはあいつ自身の責任だ。助けることも間違いじゃねえが、助けないことだって間違いじゃねえ！』ってね。最後までその信念を貫いてみなよ」

「や……嫌だ……死にたく……ないっ、ウォリー……助けてくれ……ウォリーっ」

　声を出すことも苦しいほど弱っているジャックだったが、それでも必死で声を出した。すがるように何度もウォリーの名を呼び続ける。しかし、既にウォリーは彼の声の届かないところまで離れていた。

「ウォリー……助……けて……ウォ……」

　やがて体力が尽き、声を出す力もなくなっていく。

　自分に冷たい視線を注ぐミリアの姿を前に、ジャックは意識を失った。




　その後、集まった冒険者達の集中攻撃により、クラーケンドラゴンはどんどん元の進行ルートから外れていった。

　強力な触手攻撃で何人もの冒険者が負傷し、そのたびにウォリーが回復を行った。

　激しい戦闘は日没まで続いた。

　そして空が完全に暗くなった頃、ようやくクラーケンドラゴンをダンジョンへ追い返すことに成功した。

「皆さん、強敵ではありましたが奴の撃退に成功しました。ご協力感謝します！」

　ヘトヘトになって座り込む冒険者達にそう声をかけたのはミリアだった。

「ただ、我々のパーティで犠牲者が出てしまいました。ジャックが重傷を負い、今は病院へ運ばれ治療を受けております。ただ病院からの連絡によれば今も意識不明、治ったとしても後遺症が残る可能性が高く現役復帰は難しいとのことです。おそらく、彼は冒険者を引退することとなるでしょう」

「えっ……」

　ミリアの報告にウォリーは思わず声を漏らした。ジャックはポーションで助かっているはず。治療したのは他でもないミリア自身であると思っていたからだ。自分の認識とミリアの報告との差に、彼は困惑した。

「ジャックのことは残念でした。我々はとても有能な冒険者を失ってしまいました。すべては我々レビヤタンの力不足によるものです。申し訳ない！」

　ミリアは悲しそうな表情で深々と頭を下げた。

（違う……違うっ……）

　ウォリーは彼女の言葉を聞いて心の中で叫んだ。

（ジャックは助かった。救えたはずなんだ！　あの時僕が回復させていれば……）

　ジャックが犠牲になったことに、その場にいる冒険者はみんな俯いている。だが、ウォリーだけはミリアをずっと見つめ続けていた。

　やがて現地解散となり、冒険者達は１人また１人とその場を去り始める。

「ウォリー、私達もそろそろ帰ろう」

「ごめん、２人は先に帰ってて」

　ダーシャ達にそう言い残すとウォリーは駆け出した。

　何が起こったのか、はっきりさせなければならない。彼は必死に彼女の後を追った。

「ミリア！」

　１人夜道を歩く彼女の背に向かってウォリーは叫んだ。

　ミリアはその場で立ち止まる。だが、振り向く様子はない。

「どういうことなの？　なんでジャックがあんなことに……」

「…………」

　ミリアからの返事はない。ウォリーは彼女の肩を掴んで強引に振り向かせた。

「ポーションで回復できるって言ったじゃないか！　なのに、なんでジャックが……」

　そこまで言ってウォリーは固まった。目の前にあるミリアの表情は、笑顔だった。

「いや～残念だったねっ、でも君としては嬉しいんじゃない？　彼はさんざん君をいじめていたからねぇ」

「ミリア……何言ってるんだよ？　なんでそんなヘラヘラしていられるんだ」

　ウォリーは怒り交じりに言いながらミリアに迫った。

「ジャックの運ばれた病院を教えて！　今からでも僕が行って回復を……」

「無駄だよ。クラーケンドラゴンの撃退に手こずったせいで、ジャックが負傷してからかなりの時間が経過している。たとえ君の回復術をもってしてもねぇ」

　もし、魔法でどんな傷も癒すことができるのなら医者という職業は存在していないだろう。回復魔法で治すことができるのは受けて間もない負傷だけだ。今からウォリーがジャックを助けるには、あまりにも遅かった。

「ウォリー、君は相変わらずお人好しだねえ。彼は君を追放した男だよ？　そんな奴がどうなろうが放っておけばいいじゃん」

　嘲笑うような笑みを浮かべるミリアに、ウォリーは言葉を失った。

「そもそもあいつが君を追放した理由が、〝人助けをするから〟だったじゃないか。それなのに最後の最後で自分が助けられることを望み出した。よりにもよって自分が追放した君相手にだ。まったく無様ったらありゃあしない。私もさすがに見ていられなくなってねぇ～」

　ミリアは両手の平を上に向けてやれやれといったポーズをしてみせる。
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「これ以上醜態を見せることがないように君を追い払ったんだよ。ジャックには私に感謝をしてほしいねぇ～。私のお陰で君に救われるという恥を晒さずに華々しく引退できたんだからね～」

　ウォリーは全身の力が抜けたようにその場に膝をつく。

「嘘だろ……？　ミリアが、そんなことするなんて……」

　現実を受け入れるのを拒否するかのように彼は何度も頭を左右に振った。

　そんなウォリーを愉快そうに見ながらミリアは続けて言う。

「すぐ目の前に助けられたはずの人がいたのにねぇ～。私の制止を振り切ってでも彼を回復していれば助けられたのに。あと１歩。あと１歩のところで判断を誤っちゃった～。惜しいっ！」

　ミリアはしゃがみ込むと青ざめているウォリーの顔を覗き込んだ。

「ねえどんな気持ち？　今どんな気持ち？」

　信頼していたはずのミリアの口から浴びさせられる言葉の数々に、ウォリーの頭はぐちゃぐちゃになっていく。様々な感情が押し寄せ、気が付けば涙が溢れていた。

「あれぇ～？　泣いちゃうんだ。いいね！　いい顔してる！」

　ウォリーと対照的にミリアはどんどんご機嫌になっていく。

「ジャックが余計なことしたせいで討伐に失敗しちゃってさぁ～。正直ずっとイライラしてたんだよね～。でも、最後に君のそんな顔が見られてよかったよ」

　ウォリーはその場でうずくまった。目の前がチカチカと光り、吐き気が襲ってくる。

「この際だからもう１つショッキングなこと教えちゃおっかな～。レビヤタンで君の後に入ったヒーラーいるでしょ？　ゲリー君っていうんだけどね。そもそも彼がレビヤタンに入ることになったからジャックは君の追放を決めたわけなんだけども……」

　ミリアはそう言うとウォリーの耳元に顔を寄せた。

「ゲリーをジャックに紹介して君を追い出すように勧めたのは……私だよっ」

　ウォリーは目を見開いてミリアを見た。

「な、なんで……？」

　驚くウォリーの顔を見てミリアは愉快そうに笑い出した。

　しばらく笑い声をあげた後、ウォリーに冷たい視線を向ける。

「目障りなんだよ、お前」

　彼女がそう言って冷ややかな顔になったのは一瞬で、すぐに元の笑顔に戻る。

「っとゆーわけで、バ～イバ～イ！」

　ミリアは手をヒラヒラと振りながら、踊るようにその場を去っていった。

　１人その場に残されたウォリーは、地面の上で丸まったまま泣き続けることしかできなかった。










第六章　失意のウォリー




「おはよう……」

　窓から差し込む朝日に目を細めながら、ウォリーはキッチンに立つダーシャに挨拶した。

　テーブルには既にいくつかの料理が並べられている。

「おはようウォリー。昨日は大変だったな、体調はどうだ？」

「うん、寝たら十分回復したよ……」

　そう言ってウォリーは薄っすらと笑う。

　だが、それが無理矢理作った笑顔だとダーシャは気付いていた。

　彼の目は腫れ、隈もできている。ろくに睡眠も取れていないのだろう。

「皆さん、おはようございます！」

　リリがブレイブを連れて現れた。

「うわぁ！　今日の朝食は豪華ですね！」

　リリは並べられた料理を見て目を輝かせる。

「そうだね……」

　そう言って頷いたウォリーの様子に、リリは表情を曇らせた。

　テーブルに並べられているのはどれもウォリーの好物だ。今日の献立はダーシャが彼のために作ったであろうことがひと目でわかる。

　本当なら最も喜ぶべきなのはウォリーのはずなのだが、本人は明らかに落ち込んでいる。

　その異変を察知したリリは黙り込んでしまった。

「いただきます」

　３人はテーブルにつき、食事を始める。

　１番食べっぷりがいいのはブレイブだ。リリの足元で皿に顔を突っ込み、ドックフードをガツガツと食べている。

　逆にウォリーの食べる勢いは目に見えて落ちている。

　ゆっくりと食べ物を口に運んではしばらく手を止め、ため息をつく。そしてまたゆっくりと食べ始める……それを繰り返していた。

「今日は仕事はやめた方がいいな」

　ダーシャが険しい顔で言った。

「え、どこか調子が悪いの？」

　そう言うウォリーにダーシャがイラついた表情を見せた。

「調子が悪いのは君だ、ウォリー」

「え？　僕は別に……」

「ごまかせているとでも思っているのか？　今にも死にそうな顔をしているじゃないか」

　ダーシャがキツい口調で言うと、ウォリーは俯いてしまった。

「すまない、怒っているわけじゃないんだ。ただ体調がよくないならよくないと言ってほしい。どうして空元気を出そうとするんだ」

「私もそう思います。ウォリーさんはよく休んだ方がいいです」

「何があったのか無理に聞くつもりはないがな、そんな状態ではまともにダンジョンを攻略できないだろう。君にもしものことがあったら……」

　悲しそうな表情を向けるダーシャを見て、ウォリーは軽く頭を下げた。

「ごめん、心配かけて。じゃあ今日は休みにしよう……」

　その後、食事を済ませたウォリーは自分の部屋に戻っていった。

　彼のいなくなったテーブルで、リリとダーシャは深刻な表情で向き合う。

「ウォリーは明らかにおかしい。昨日、クラーケンドラゴンを撃退した後からだ」

「はい。あの時私達だけ先に帰るように言って、ウォリーさんはどこかに走っていきましたよね？　あの後何かあったんじゃ……」

　２人は昨夜のことを思い出す。

　任務が終わり、ダーシャ達が家に着いてからかなり時間が経って、ウォリーが帰ってきた。

　彼の顔は真っ青で、明らかに様子がおかしい。目に残った涙の跡から、彼が泣いていたことが推察できた。

　２人は何度か彼に声をかけたが、力ない返事をされるだけでとても会話ができる状態ではない。

「実は昨日、聞いてしまったんです」

　リリがテーブルに身を乗り出して言う。

「本当に小さな声でしたけど、ぼそっと、『ミリア』って呟いていました」

　それを聞きダーシャは目を丸くした。

「ミリアとはウォリーの幼馴染だったな。彼女が何か関係しているのか？」

「あの時ウォリーさんは、ミリアさんを追いかけたのではないでしょうか」

「ミリアといえば、ジャックをポーションで助けるとか言ってなかったか？　だが結果的にジャックは病院送りになった」

「ええ、あれは私も不思議に思いましたが……もしかしてジャックさんのことでショックを受けて落ち込んでいるのでしょうか」

　ダーシャは腕を組んでうーんと声をあげる。

「しかしあの男、さんざんウォリーの悪口を言っていたではないか。ウォリーを追放したのも彼なのだろう？　あそこまで落ち込むようなことだろうか？」

「ほら、ウォリーさんって優しいですから。たとえ酷いことをした相手でもかつて同じパーティを組んでいた人が犠牲になってしまったらそれなりにショックを受けるのでは」

「しかしな……どうもあの落ち込みようはそれだけではないような気がするんだ。これは私の勘にすぎないが……」

　それから、長い沈黙が続いた。

　２人は首をひねりながらテーブルを見つめ、深く考え込んでいる。

　そんな中、突然リリが「あっ」と声をあげた。

「もしかして……失恋？」

　リリの言葉にダーシャもハッとした表情になる。

「あの後ウォリーさんはミリアさんに会いに行き、そこで彼女に振られたとか」

「そういえばウォリーは随分彼女を慕っていた様子だったな。もしそういうことなら、あれだけ落ち込むのもわからないではない」

「でもどうします？　何とかしてウォリーさんを元気づけないと」

「こういうことは時間が解決してくれると聞いたことがあるが」

「でも、さすがにあのまま放っておくというのも……」

「そうは言ってもな……」

　ダーシャは眉間に皺を寄せて唸る。

　リリは身体を前のめりにして、ダーシャに顔を近づけた。

「２人でウォリーさんを励ましましょう！」

「そんなの、いったいどうやって」

「ちょうどここに女性が２人います。私達でミリアさんのことを忘れさせてやりましょう！　名付けて、ウォリーさんハーレム作戦！」




　その日ウォリーは殆ど自分の部屋にこもりっきりだった。

　食事は２人とともにしたが。彼の口数は少なく陰鬱な空気を漂わせていた。

「リ、リリ、さすがにこれは……」

「これもウォリーさんを元気づけるためです」

「い、いや、私だってウォリーが元気になるなら何だってやるつもりだが……」

　彼女らは浴室の前で中の様子を慎重に窺う。

「行きますよ！」

「ああ、もうどうにでもなれだ」

　２人が室内に飛び込んでいく。

　入浴中だったウォリーはギョッとして跳び上がった。

「な！　何だよ２人ともっ！」

　ダーシャとリリはタオルで身体を覆ってはいるものの、その下は裸だった。

「お背中をお流ししようと思いまして」

「ひ、日頃世話になっているからな」

「い、いや、いいって！　そんなことっ」

　ウォリーはなるべく２人を見ないようにしながら手を振り回した。

「遠慮しないでください」

　２人はジリジリと接近していく。

「もう！　大丈夫だって！」

　ウォリーは浴室から走り去っていった。

「……逃げられてしまいました」

「やはりいきなりこういうのは駄目だろう」

「いえ、まだ手はあります」

「ま、まだやるのか……？」

「私だって、ウォリーさんの力になりたいんです」

「しかし、ミリアとウォリーは長い付き合いなんだろう？　そう簡単に気持ちを切り替えられるとは思えないのだが……」

　ウォリーを元気づけるために何かしたい。その思いはリリと一緒だった。だがダーシャは自分達が見当違いの方向に走っているような気がしていた。




　数時間後。２人はウォリーの部屋を訪れた。

「えっと、どうしたのかな？　２人とも」

「たまにはウォリーさんと一緒に寝たいと思いまして」

「え？　……」

　ウォリーの顔が引きつった。

「いや……今日は１人で寝るよ……」

「あ、安心しろウォリー、変なことはしないから」

「う、うわああああ!!」

　ウォリーは逃げ出そうと部屋の出口に向かって走り出した。

「待て！」

「逃がしませんよ！」

　ドタバタと家の中でしばらく追いかけっこが続いた。




「やはりこういうのは緊張するな……」

「ウォリーさん、リラックスしてください」

　結局彼は捕まり、今はベッドで右にダーシャ、左にリリと川の字になっている。

「２人とも、今日は様子が変だよ」

　ウォリーは顔を赤くしながら言った。

「ウォリーには早く元気になってほしいからな」

「失恋はショックでしょうけど私達がそばにいますからね」

「し、失恋？」

「ミリアと何かあったのだろう？」

「え？　ああ、いや違うよ！　失恋とかじゃなくて……」

「え？」

　ウォリーはミリアとの間に起こったことを２人に話した。

「あ、あわわ……」

　勘違いを知ったリリは、恥ずかしそうに顔を手で覆ってしまった。

「まったく！　よく確認もせずに突っ走るから」

　ダーシャも頭を抱える。

「ごめん。心配をかけちゃったね」

　ウォリーが申し訳なさそうに声をかける。

「だが、とんでもない奴だ、ミリアは」

「そうですね。そんな酷いことするなんて」
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「明日レビヤタンのところへ殴り込みに行ってやる！」

　ヒートアップしていくリリとダーシャに、ウォリーは慌てだす。

「あまり荒々しいことは……」

「馬鹿！　裏切られたんだぞ！」

「そうですよ！」

　左右から２人の熱気が伝わる。

「とりあえず今はもう寝よう」

　そう言ってダーシャは目を閉じた。

「え？　このまま寝るの!?」

　ウォリーは戸惑うが、リリもダーシャもベッドから出る気配はない。

「たまにはこういうのも悪くないだろう」

　左右からウォリーの手が握られる。

「心配するな。明日、私達が何とかしてやる」




「ミリア!!」

　勢いよく酒場の扉が開かれた。

　間を置かずにダーシャとリリが入ってくる。

　２人は怒りを込めた目で店内を見回した。その視線はやがて１箇所に留まる。

　レビヤタンのメンバー、ハナ、ゲリー、そしてミリアがテーブルを囲っていた。

　ダーシャ達はズカズカと大振りの歩みで３人に近づいていく。

「おや～、ウォリー君のお友達じゃありませんかぁ～！」

　ミリアは両手を広げて笑顔で言い放った。

「どうしたの？　あれ、今日はウォリーは？」

　その問いにダーシャ達が答えることはなかった。ミリアのすぐ隣に立ち、彼女を睨みつける。

「ウォリーを追放したのはお前だというのは本当か？」

「はぁ～？」

　ミリアは答える代わりに鼻で笑った。

　ダーシャが勢いよくテーブルを叩いた。並べられていた食器がガシャンと音を立てる。

「答えろ！　ウォリーはお前のことを慕っていた。それなのに裏切られた彼の気持ちがわかるか！」

「ちょっと、ちょっとちょっと～、何なのよ。追放？　裏切った？　はて私には何のことだか……」

　ミリアは笑顔を絶やすことなく肩をすくめた。

「ねえ、何なのあんた達。いきなり入ってきて変な言いがかりつけて……」

　ハナがテーブルに肘をつきながら迷惑そうに言った。

　だがダーシャ達はそれを無視してミリアだけを睨み続ける。

「ジャックを助けなかったそうだな？」

　ダーシャが言うとハナは驚いてミリアの方を見た。どうやらハナはこの事実を知らないようだった。

「いやいや、何を言ってるのかな？　ジャックのことは本当に心痛く思ってるんだよ。私も一生懸命手を尽くしたけど、思っていた以上に傷が深くてね～」

「高級ポーションで治せると言っていただろう。ウォリーは彼を助けようとしていた。お前を信じてウォリーは彼の治癒を託したんだ」

「さぁ？　何のことだか……私は知りましぇんね～」

　そう言ってミリアは笑うと、手元の酒をひと口飲んだ。

「いい加減にしてください！　ウォリーさんはあの日からずっと落ち込んでいるんですよ!?」

　リリもたまらなくなってミリアを怒鳴りつけた。

「このことはギルドに報告してやるからな。お前のやったことは仲間への裏切りだ。だが、その前にウォリーに謝れ。彼の前で手をついて謝罪しろ！」

　ダーシャがそう言ってもミリアは余裕の表情を見せている。

　皿の中のナッツを数個取ると、それを口に放り投げて愉快そうにポリポリと食べ始めた。

「ん、どーぞ」

「何？」

「ギルドに言いたいなら言えばいいよ。でもジャックを攻撃したのは私じゃない。やったのはクラーケンドラゴンさ。私は彼に傷１つつけてないんだよ？」

「そんなのは屁理屈だ」

「仮にだよ、百歩譲って君の言ってることが事実だったとしよう。私がジャックを意図的に回復しなかったとしても罪にはならないよ」

　ミリアは立ち上がり、ダーシャの目の前に不敵な笑みを近づけた。

「モンスターの攻撃を受けたのはジャック自身のミスだ。それを助けるかどうかは現場にいる人間が判断することさ。よく言うでしょ？　溺れている人を見ても助けるなって。パニックになった人に掴まれて自分も一緒に溺れる危険がある。助けることがいつも正しいとは限らないんだよ」

「だが、あの時はジャックを助ける余裕が十分あったはずだ！　ウォリーならば彼を……」

「だからさぁ～、それは君が勝手に言ってることでしょ～？」

「貴様ぁ！」

　怒りが頂点に達したダーシャがミリアに殴りかかった。

　しかしミリアは飛んできた拳をひょいと躱すと、逆にダーシャのみぞおちに拳を打ち込む。

「かぁっ……はっ……」

　ダーシャが腹を押さえてその場にうずくまる。

「そんな鈍いパンチで私が倒せるか、おらっ！　おらっ！」

　ミリアは笑いながら足元にあるダーシャの頭を何度も踏みつけた。

「やめてぇ！　何てことするんですか！」

　リリがすぐに防壁を出してダーシャを守る。

　ダーシャを抱きかかえると頭からポタポタと血が滴り落ちた。

「何てことするんですか！」

　ミリアはリリの言葉をオウム返ししてみせる。

「先に手を出してきたのはそっちでしょ～」

　ミリアは笑いながら再び席について酒を飲み始めた。

「おい、あんたら店で揉め事を起こすんじゃない！」

　騒ぎに駆けつけた店員がダーシャ達を外に追い出そうとする。

　ダーシャは額を押さえながらゆっくりと立ち上がった。

「私は魔人族だ。この国に来て周りから不気味がられたり、侮辱するような態度を取られたりしたことは何度もある……」

　ダーシャは息を荒らげながら、ミリアを睨む。隣では彼女が倒れないようにリリが支えていた。

「だが今日ほどの屈辱を感じたのは初めてだ！　お前は私の仲間を裏切り、傷つけた！　これ以上悔しいことはない！」

「おい、さっさと出ていってくれ！」

　店員がダーシャを店の外に押し出そうとするが、その手をダーシャは払いのけた。

「お前にはいつか必ず報いを受けさせてやる！　覚悟しておけ！」

　そう言い放つと、ダーシャ達は店を去っていった。

　店内はしばらく静まり返っていたが、だんだんと元の活気が戻ってくる。

　ミリアも何事もなかったかのように酒を飲み始めた。

　その中でハナだけは、真剣な顔つきでミリアを見つめる。

「お待たせしました」

　テーブルに追加で頼んだ料理や酒が運ばれてくる。

「いや～さっきは悪かったね。はいこれ迷惑料」

　ミリアは料理を運んできた店員に金を握らせた。

「さすがにＡランクパーティともなると周りから妬まれることも多くてね～。いちゃもんをつけてくる奴がたまにいるんだよ」

　ミリアから金を受け取った店員は、機嫌よさそうに笑顔を浮かべて厨房に戻っていった。

　数分前にダーシャ達との揉め事で一時的には静まり返っていた酒場だが、今はそんなことがあったとは感じさせないほどに店の中は賑やかで、あちこちで客が酒を片手に笑い声をあげている。

「ミリア、どういうこと？」

　ハナはミリアの方に身体を寄せて囁きかけるように言った。

「さっきあいつらが言ってた、ジャックを見捨てたって話は本当なの？」

　ミリアは数秒きょとんとした顔で固まった後、軽く笑った。

「そんなのあの２人のでまかせに決まってるでしょ」

「でも彼女達の怒り方は普通じゃなかった。本気で言ってるようにしか……」

　ミリアがため息をつく。

「あのね～、私はハナちゃんにクラーケンドラゴンの誘導をさせてジャックから引き離したじゃない。それこそ、ジャックを助けようと思っての行為でしょ。何とかしたかったけど、彼の傷は簡単に治せるほど浅くなかったのよ」

「じゃあウォリーが嘘をついてるってこと？　いったい何のために」

「さあね～、彼も何を考えてんだか」

　ハナは未だに納得できないといった表情でミリアを見つめる。

「私はウォリーのことが嫌いだった。あの気持ち悪いほどお人好しな性格は鬱陶しくて仕方がなかったわ。ただ、ミリアには１番心を開いていたってことはわかる。そんなあいつがミリアを貶めるような嘘をつくとは思えないんだけど」

　一瞬、ミリアの顔から笑顔が消えた。舌打ちをしたような気もするが、周囲の騒音のせいではっきりと聞こえたわけではなかった。

「なんだよ君は、さんざんウォリーを馬鹿にしてた癖に今さらあっちに味方するつもり？」

「そういうわけじゃない。ただ、違和感があるだけで……」

「そんなことより、ジャックがいなくなったんだから次のリーダーを決めましょ。今日は今後のパーティの方針を決めるために集まったんだ」

　ミリアは椅子の背もたれに寄りかかって笑みを浮かべた。

「次のリーダーは、私がやることに決めた」

「え!?　勝手に何決めてるのよ！」

　ハナが思わず身を乗り出した。

　レビヤタンを立ち上げたのはジャックで、その後にハナ、そして次にウォリーとミリアが同時に加入していた。つまりレビヤタンとしての経歴はハナの方が長いということになる。

「こういうことはよく話し合ってから……」

「決定事項だよ」

　反論しようとするハナの言葉を遮るようにミリアは言い放った。

「元はといえばジャックが勝手な行動をするからだ。あいつはすぐ調子に乗るからねぇ～。私の指示通り動いていれば死ぬことはなかったし、Ｓランクに近づけていたんだ。的確な指示を出すことに関しては私の方が長けている。もっと早いうちから私をリーダーにするべきだったんだよ」

「ちょっと、犠牲になった仲間にそんな言い方……ねえ、ゲリーはどう思うの？」

　ハナは、先ほどから我関せずといった感じで料理を口にしていたゲリーに顔を向ける。

「俺はミリアがリーダーになるべきだと思うぜ」

　彼は間を置かずに即答した。

「なっ……!?」

　直後、ミリアの高笑いが聞こえる。

「ああ、ゲリーをレビヤタンに誘ったのは実は私なんだよね。私がジャックに紹介したの。つまり彼は最初から私側の人間なんだよ」

「すまんなハナ、ミリアのお陰で俺はこの有名なレビヤタンの肩書きを手に入れられたんでな」

「これで２対１だ。もう決まったも同然だと思うけどねぇ～？」

　ハナは驚いた。ミリアとゲリーが知り合いだったなんて今まで１度も聞かされなかった。ウォリーを追放したあの日、ジャックは縁があったとしか言わなかったが、その縁を作っていたのはミリアだったのだ。

　ハナは先ほどのダーシャの言葉を思い出す。彼女はミリアがウォリーを追放したと言っていた。あれは本当だったのだ。だとすると、ジャックを助けなかったという話も嘘だと決めつけるわけにはいかない。ミリアに対する疑念はさらに深まった。

「私は認めないわ。そう簡単にあなたがリーダーだなんて……」

「ハナちゃぁ～ん」

　ミリアはハナの肩に腕を回し、耳元で小声で囁いた。

「ここは私に従っておきなさいよ、マロンちゃんのためにも」

　マロン。その名前を聞いてハナは血の気が引いた。こめかみから汗がぽつぽつと噴き出してくる。

「なんで、マロンのことを……」

「随分重い病気だそうじゃない？　もう先は長くないとか。いいお姉ちゃんだね～泣けてきちゃうよ」

　マロンとはハナの妹だ。重い病にかかり、医者からは余命１年もないと言われている。それでもハナは彼女を助けるため有効な治療法を探し続けた。延命のため、有名な医者を訪ねては最高級の治療を妹に施していた。

「今レビヤタンを追放されたらまずいことになるでしょ？　君、妹の延命のためにかなりの金額を医療費に注ぎ込んでいるみたいだね～。レビヤタンは国から支援金をもらってるから、それで今までは何とかなってるんだろうけど、パーティを抜けたら支援金ももらえなくなっちゃう。マロンちゃんの治療費も質を下げなくちゃいけなくなるね。あ～可哀想なマロンちゃん」

「お、脅すつもり？」

「そんなそんな。ただ、このパーティじゃ君は少数派だ。意見が合わないならあなたを追放するってこともあり得るわけでね。私もできる限りそんなことはしたくないのよ、マロンちゃんのためにねぇ～」

　ハナの視界の端でニヤリと歪むミリアの口元が見える。

　目を固く閉じ、歯を食いしばりながらハナは顔を伏せた。




※　※　※




「いた、キングゴブリンだ」

　岩の陰に隠れながらウォリーが言った。背後のダーシャとリリが頷く。

　彼らの目的はキングゴブリンの討伐。キングゴブリンの周囲には武器を持った手下のゴブリンが大勢配置されている。

「結構数が多いですね」

「リリ、僕にバリアスーツをかけてくれる？」

　リリは頷き、ウォリーにスキルを使った。

「僕が先に斬り込むよ。ダーシャは援護をお願い」

「わかった、気を付けるんだぞ」

　ウォリーの肩には調教マンで手懐けたコウモリがちょこんとのっていた。

　コウモリがキングゴブリンへ向かって飛んで行くと、ゴブリン達の視線が一斉にそれに集中する。その隙に、ウォリーは剣を手にゴブリン達の中へ飛び込んでいった。

　ゴブリンを２体素早く斬り伏せる。同時にダーシャの火球が周囲のゴブリン達を次々と焼いていった。

　大勢いたゴブリン達はあっという間に倒され、キングゴブリンへの道が拓ける。

　キングゴブリンは巨大な剣を手にウォリーを迎え撃とうとするが、突然眼前に黒い影が飛び込んで行った。

　先ほど飛んでいったコウモリが翼を広げて目の前に覆い被さったのだ。

　視界を奪われ混乱している間にキングゴブリンの腹を、ウォリーの剣が貫く。そのまま苦痛によって倒れる相手の首にウォリーは剣を振り下ろした。

「これにて依頼達成だな」

　ダーシャがウォリーと、続いてリリとハイタッチをする。

　数日前、ミリアとの件で落ち込んでいたウォリーだったが、今は戦闘を十分にこなせている。

　だが、ダーシャとリリはそれでも引っかかるものがあった。

　依頼を達成した今でさえもウォリーの顔が暗い。まるでただ感情もなくひたすら仕事をこなすだけの人形のようだった。

「ウォリー……」

　キングゴブリンの首をせっせと袋に詰めているウォリーの背中に、ダーシャが声をかける。

「まだ、ミリアのことで落ち込んでいるのか？」

　ウォリーの手が止まり、彼の視線が下に落ちた。

「そう見えるかな」

「君の戦闘中の動きはとてもいいと思う。だが、何か元気がなさそうな気がしてな」

「冒険者を続ける意味がわからなくなっちゃって……」

　そう言われ、ダーシャは悲しそうな表情を浮かべた。リリも心配そうにそれを見ている。

「僕は、幼い頃は特別冒険者に憧れていたわけじゃなかったんだ。周りからは素質があるとは言われていたけど、僕が冒険者になりたいと思うきっかけになったのはミリアなんだ」

　ウォリーは何かを思い出すように遠くを見た。

「ミリアは当時、冒険者になるために一生懸命に剣の練習をしていた。僕も何度か手合わせしたことがあったけど、彼女にはまったく歯が立たなかったよ。そんな彼女がかっこいいって思えて、僕も冒険者になりたいって思ったんだ。レビヤタンを抜けた後も、今もどこかでミリアが頑張っているって。そう思うことが僕のやる気に繋がっていたんだ。ミリアがＳランクに上がるために努力しているから、僕も同じ場所に行けるようにって、そう思っていたのに……」

　ウォリーはダーシャ達に顔を向けた。彼の頬には、涙の跡がひと筋できていた。

「僕は彼女にとって、邪魔だったみたい」




　ダーシャとリリは帰宅した後、２人きりでテーブルを挟んで座っていた。ウォリーは既に夕食を済ませ自室に入っている。

「ウォリーさん、何とか元気になってほしいです」

「そうだな。どうやら私達が思っていた以上に彼の中でミリアの存在は大きかったようだ。彼は今、冒険者としての心の支えを失っているんだ……」

　ダーシャは自分の手を見つめた。

「私はウォリーに何度も助けられた。彼が困っているなら、今度は私が彼を助けたい。そう思っているのは私だけではないはずだ」




「ウォリー、今日は３人でちょっと出かけないか？」

　ダーシャがそう切り出したのは朝食をとっている時のことだった。

　ウォリーは食事の手を止め、顔を上げた。

「気分転換にどうかと思ってな」

　リリの方を見るとニコニコと笑顔を向けている。どうやらダーシャとリリは事前に話を合わせていたようである。

「うん、いいよ」

　笑って答えたウォリーだったが、内心は申し訳なく思っていた。ミリアの件で自分が心に傷を負ってから、２人にはずっと心配をかけてしまっているという意識を彼は持っていた。今回ダーシャが気分転換にと言ったのも、ウォリーを気にかけてのことなのだろう。自分のせいで２人に気を遣わせてしまっていることへの罪悪感が、ウォリーをより落ち込ませた。

　このまま周りに迷惑をかけ続けるくらいなら、いっそ冒険者を辞めた方がいいのかもしれない。そんな思いがウォリーの頭をよぎった。

　朝食を済ませてから少し休憩した後、３人は家を出発した。

　ダーシャが先頭に立って進んでいく。はっきりとした目的地があるようだが、ウォリーが尋ねても彼女は明確には答えなかった。

「よし、これに乗ろう」

　ダーシャは馬車の前で立ち止まった。

　彼女は御者に運賃を支払い、馬車に乗り込む。それに続いてリリとウォリーも乗った。

　馬車を使うくらいだから目的地は遠いのだろうか……そんなことを考えながらウォリーはダーシャを見つめていた。

　やがて馬車は森の中へ入っていく。

　そこでウォリーはあることに気が付いた。この道には見覚えがある。いつだったか、何かの依頼で通ったことのある道だった。

（確かこの先は……）

　ウォリーが自分の記憶を掘り起こしていると、道の脇に立てられた看板が目に入ってきた。

　ウォリーは目を見開いてダーシャを見る。

　彼女は何も言わず微笑みを返した。




　目的地に到着し、３人は馬車を降りた。

　目の前には大きな木製の門があり、奥には家々が並んでいる。

　その光景にウォリーは懐かしさに包まれる。

　べボーテ村。ウォリーとダーシャが初めて一緒に依頼をこなした場所だ。ここでの依頼がきっかけで、ダーシャとパーティを組むことになった。

　３人が門をくぐり村に足を踏み入れると、直後に歓声があがった。

「ようこそ！　べボーテ村へ！」

　村人達が勢揃いしてウォリー達を出迎えた。村の広場には沢山のテーブルが配置されており、そこには数々の料理が並べられていた。

　その近くでは火が焚かれ、その上で肉が焼かれて芳ばしい香りを放っている。

「皆さん、よく来てくれました。私はこの村の新しい村長のジークです」

　そう言って進み出てきた男は両手でウォリーと握手を交わした。

「今日は何かのお祭りですか？　随分と賑やかですが……」

　ウォリーが尋ねると村人達は笑顔を浮かべながら１箇所を見上げた。

　その視線の先を追うと、大きな横断幕が木と木の間に張られていた。

〝ウォリー君を励ます会〟

　そう書かれた横断幕を見てウォリーは唖然とした。

「実は数日前、こっそりこの村に行ってな、君が落ち込んでいることを村人達に相談したんだ。話をしたら、みんな是非力になりたいと進んで声をあげてくれた」

　ダーシャがそう言うと、ウォリーは困ったように眉を八の字にした。

「そんな、村の人達にご迷惑を……」

「何言ってるんですか！」

　ジークが再びウォリーの手をがっしりと握る。

「皆さんはこの村を救ってくれた恩人です！　これくらいのことはさせてください。ウォリーさんが解毒をしてくださらなかったら今頃、私は毒にやられてこの世にいないのですから」

　そのままさあさあとテーブルに案内されたウォリーは、料理の並んだ席に座らせられる。ダーシャとリリもその左右に座った。

　それから次々と村人達がテーブルに着席していく。

　ジークが立ち上がり、酒を手に掲げて声を張りあげた。

「それでは！　ポセイドンの方々、そして、ウォリーさんの今後の活躍を願って、乾杯！」

　ジークに続き、村人達が次々と歓声をあげた。

　そして、それぞれ目の前に置かれた料理に手をつけ始めた。

　ものすごい勢いで料理にありつく村人達に、ウォリーが圧倒されていると、そばにジークが歩み寄ってきた。

「もう昼時です。お腹も空いていることでしょう。一緒に喜び、一緒に楽しむ。そして一緒に飲み食いする。それが我が村での歓迎の仕方です。どうぞウォリーさんも遠慮せず食べてください。我々も遠慮しませんから」

　ジークはそう言って頭を下げると、自分の席へ戻って食事を楽しみ始めた。

「わあ！　このお肉美味しいです！」

「ははは！　嬉しいですな！　それは私が山で狩ってきた猪です」

「ええ！　そうなんですか!?」

　ウォリーの隣でリリと村人が楽しそうに談笑をする。それを見てダーシャがくすりと笑う。

「ほら、ウォリーも食べよう」

「うん、でもやっぱりなんか申し訳ないな、僕のためにこんな……」

「みんなそれだけ君に感謝しているということさ」

　ウォリーは恥ずかしそうに下を向いた。

「別に特別なことはしていないよ。僕はただ依頼を受けて村を守っただけで」

「本当にそう思うのか？」

　ウォリーはこくりと頷いた。

　ダーシャは食事の手を止め、少し黙った。そして、ウォリーをじっと見つめる。

「ウォリー、正直に言ってくれ。もしかして冒険者を辞めたいと思っていないか？」

　そう言われてウォリーは戸惑いを見せたが、やがて小さく頷いた。

「正直、迷ってる」

「そうか。だが君が辞めると決断するのなら私は止めはしない。なんだったら私とリリで養ってやろうか？」

　ダーシャは冗談交じりに言って笑った。

「でも、私は君に冒険者であってほしいと思っている。ウォリー、君は誰よりも周りの人を助けたいと願っている。君はそういう奴だと私は知っている。私も、リリも、そしてこの村の人達も、みんな君に助けられたんだ」

「僕だけの力じゃないさ、あれはいろんな冒険者の人達と協力して……」

「私達が盗賊に捕まった時、みんな自分の心配ばかりしていた。だが君だけは違った。君だけは村の人々のことを案じていた。あの時君が牢屋から出ることを諦めていたら、村人はみんな死んでいただろう。あの時の君の村人を助けたいという思いが、みんなを救ったんだ」

　隣で語るダーシャの言葉を、ウォリーは黙って聞いていた。

「ウォリー、君は冒険者であるべきだ。君が冒険者になったきっかけはミリアかもしれない。でも、それだけじゃないと私は思う。君には、この仕事を通して人を助けたいという思いがあるんじゃないか？」

　楽しそうに笑い、飲み食いする村人達をウォリーはぐるっと見回した。

「ウォリーお兄さん！」

　突然ウォリーの後から声がかけられた。

　振り返ると、幼い女の子が立っている。

「ウォリーお兄さん、私を助けてくれてありがとう」

　ウォリーはこの少女を覚えていた。ダーシャを倒すために、盗賊が人質にとった少女だ。それをウォリーが背後から奇襲し、無事に彼女を救い出すことに成功した。

「はい、これプレゼント。早く元気になってね」

　少女は自分で作ったであろう花の冠を、ウォリーの頭にのせた。

　それから少女は顔を赤くしてもじもじと手を擦り始める。

「私、大きくなったら……お兄さんのお嫁さんになりたい……」

　そう言ってすぐに少女は恥ずかしそうに走り去ってしまった。

　ウォリーが苦笑いしていると、ダーシャが再び口を開く。

「人々はなぜ冒険者に依頼をするのだろうな。危険なダンジョン、そこに足を踏み入れるのは誰にでもできることではない。それでもそこにあるものを求めている人達がいる。そんな人達を助けるのが、冒険者の仕事だと思う」

　ダーシャはそう言ってウォリーの手を握った。

「ウォリー、どうか冒険者であり続けてくれ。君の力を必要としている人達を、これからも助けてあげてくれ。そして今は、私を助けてほしい」

「ダーシャを……？」

「思えば私はすぐ感情的になってしまうところがある。こんな私では、冒険者として上手くやっていくのは難しいだろう。だから私のそばにいて、私のことを助けてほしい。これからはミリアのためだけではなく、私達のために冒険者であってほしい」

　ウォリーは握られた自分の手の上で俯く。やがて、重なった手に、ポツポツと雫が落ち始める。

「ありがとう……ダーシャ、みんな……。僕は、冒険者を続けたい。この仕事で……人助けがしたい……」

　ウォリーはしばらく顔を上げずにいた。

　ダーシャも、リリも、騒いでいた村人達も、いつの間にか周りは静まり返って彼に優しい視線を向けていた。




　ウォリー達３人が帰宅したのは日が落ちかかっている時刻だった。

　べボーテ村での食事会で食べすぎてしまったせいか、夕食時になっても３人ともあまり腹が減らなかった。

　いつもより少なめの食事を済ませリビングで休んでいると、玄関の扉が叩かれた。

　ウォリーが腰を上げて玄関へ向かう。この家に訪ねてくる人は滅多にいない。ギルドからの連絡は殆ど手紙で済まされるし、来訪者に心当たりがなかった。

　ウォリーは不思議に思いながら玄関の扉に手をかける。

「えっ!?」

　彼は思わず声をあげてしまった。扉を開けた先に立っていたのは意外な人物だった。

「ハナ！　どうしたの!?」

　レビヤタンのメンバーの１人、ハナがそこにいた。しかし、ウォリーが最も驚いたのは彼女の顔だ。ハナの顔はところどころ腫れ上がっており、唇は切れて血が滲んでいる。誰かに殴られたのだと、ひと目見てわかった。

「ウォリー……助けて……」

　そう言ってハナはウォリーに歩み寄ろうとするが、足に力が入らないのか前に倒れ込む。

　彼は慌てて彼女の肩を支えた。

「ウォリー！　いったい何が……って、そいつは!?」

　玄関からの声を聞いてリリとダーシャが駆けつけてきた。ハナの姿を確認すると、２人も驚きの声をあげる。

「回復マン！」

　ウォリーが唱えると、彼女の顔の傷がみるみる癒えていく。

「とりあえず中で話そう」

　ウォリーはハナに肩を貸しながら、リビングまで歩いていった。

「いったい何があったの？」

　テーブルに腰かけ、ハナと向かい合う形でウォリーは尋ねた。ハナはしばらく俯いたまま黙っていたが、やがて差し出されたお茶をひと口飲んでから語り始めた。

「レビヤタンを抜けてきた」

　ハナの言葉に３人とも目を丸くして顔を見合わせた。

「ジャックがいなくなった後、新しいリーダーにミリアがなったの。それから彼女に虐待されるようになって……」

「そのことをギルドには？」

「報告はしたわ。でも、ミリアがやったって証拠がないって取り合ってくれなくて。それだけじゃない。ミリアは妹のことで私を脅してきたの」

「妹？」

　ハナに妹がいることはウォリーにも初耳だった。ウォリーは前のめりになって彼女の話を注意深く聞いた。

「私の妹、マロンは病気なの。余命宣告を受けていて、ずっと寝たきりでいる。私は妹を何とか治療しようと、今まで高い薬や有名な医者に頼ってきた。冒険者の仕事で得た収入は殆ど妹の治療費に注ぎ込んだわ。それをあいつ、ミリアは調べ上げてたみたいで」

　ハナが肩を震わせながらテーブルの上で拳を握った。

「レビヤタンを抜けたら政府からの支援金がもらえなくなるから、妹の治療費が支払えなくなるって、その弱みにつけ込んで私を従わせようとしてきたの。初めは私も彼女の言いなりだったけど、さすがに耐え切れなくなって……」

「それで、パーティを抜けたんだね」

　ウォリーが言うと、ハナは黙って頷いた。

「しかし、それでどうして私達を訪ねてきたんだ？　まさか回復してもらうだけが目的ではあるまい」

「そうです。あなたは随分とウォリーさんを嫌っていたじゃないですか」

　ウォリーの横で話を聞いていたダーシャとリリがそれぞれ言った。

　ハナはその問いにすぐには答えなかった。気まずそうに３人から目を逸らしていたが、やがて真っ直ぐウォリーの方を見つめた。

「ウォリー、あなたにお願いがあるの。私を、あなた達のパーティに入れてほしい」

　ハナの言葉に３人は驚きの表情を浮かべた。

　彼女はすがるような目でウォリーだけを見つめている。

「どうしてうちに？　ハナほどの実力なら他にも入れるパーティはあると思うけど」

「早くＡランクに上がりたいの。レビヤタンを抜けて政府からの支援金を受けられなくなった。でも、何とかして妹の治療は続けたい。これから別のパーティに行ってコツコツランク上げしてたら遅いのよ。元レビヤタンの私とウォリーならきっとＡランクまで行ける。それが１番の近道だと思ったの」

　ハナはそう言って深々と頭を下げた。

「お願いっ、ウォリー……」

　そのまま彼女は頭を上げないでいる。ウォリーの返答を待っているようだった。

　ウォリーは困った表情でリリとダーシャを交互に見た。

「正直言って嫌だな」

　ダーシャが厳しい表情で言った。

「君はウォリーのことを馬鹿にしていただろう。今さらパーティに入れてくれと言ったってもう遅い！」

　腕を組んだままそう言い放った後、彼女は大きくため息をついた。

「……と、言いたいところだが、ウォリーはこのまま君を見捨てるのを望まないだろう」

　ダーシャは１度ウォリーの方へ視線を向けてから、再びハナを見た。

「さっきのウォリーの反応を見てわかったよ。ウォリーは君を助けてやりたいが、ハナを嫌っている私とリリが納得してくれるか心配だという感じだった。確かに私は君のことが嫌いだが、ウォリーが望むと言うなら私は従おう」

　そう言った後ダーシャはリリの方を見た。リリは軽く頷いて口を開いた。

「私も、はっきり言って彼女を入れるのは気が進みません。でも、ウォリーさんだったらきっとここで見捨てたりはしないと思います。それに、彼女にまったく同情していないわけでもありません。先ほど玄関で傷だらけの彼女の顔を見て、私がアンゲロスにいた頃を思い出しました。もしウォリーさんが彼女を助けたいと言うなら、私はそれを受け入れたいです」

　ハナは顔を上げ、驚いた様子でダーシャとリリを交互に見た。

「ダーシャ、リリ、ありがとう」

　ウォリーはそう言って２人に微笑みかけると、再びハナを見つめた。

「ハナの妹さんの助けになるなら、できる限り協力はしたい。僕達がＡランクにすぐ上がるという保証はできないけど、それでもいいなら僕はハナの頼みを受け入れようと思う」

　ハナの顔に笑みが浮かんだ。

「ありがとうウォリー」

「おっと、喜ぶのはまだ早いぞ」

　すかさずダーシャが口を出した。

　彼女は厳しい視線をハナに送る。

「君は今までウォリーに酷いことを言ってきたんだ。パーティに入るなら、まずは禊みそぎを済ませてからだ。この場でウォリーに謝罪してもらおうか」

「僕は気にしてないから」と、ウォリーはつい言いそうになったが、その言葉が出る前に引っ込めた。ダーシャとリリはハナを嫌っているにもかかわらず、ウォリーの希望に合わせてくれたのだ。ならばこれ以上口を挟むのはやめようと彼は思った。

　ハナはその場にスッと立ち上がった。

　深呼吸してからじっとウォリーを見つめ、その後大きく身体を曲げて頭を下げた。

「ウォリー、今まで本当に……ごめんなさいっ」

　これにより、ポセイドンに４人目の仲間が加わることとなった。




　それから数日後の夜。とあるレストランの１室で２人の女が向き合って食事をしていた。

　このレストランは個室を提供していて、部屋の中にはその２人以外に客はいない。

「いやぁ～これが噂に聞くプリンセスクラブか～」

　２人の女のうちの１人、レビヤタンのリーダーであるミリアがそう言って料理を見つめた。

　テーブルの上に並べられているのは蟹型のモンスター、プリンセスクラブの刺身だ。

　ミリアは刺身の上に塩をパラパラとかけ、そこに柑橘の果汁を垂らした。透き通った蟹の身を箸ですくい、頬張る。

「美味い！　冒険者の腕を切断してしまうほどの蟹なだけあって、身がしっかりと引きしまっている。それに噛めば噛むほど甘みが出てきて、塩と果汁との相性も抜群だ」

　ミリアは嬉しそうに口を動かしている。

「ほらほら、君も遠慮せずに食べなよ～」

　もう１人の女は、ミリアとは対照的に険しい表情をしている。

　そこにいたのはレビヤタンを抜けてポセイドンに移ったはずの人物、ハナだった。

「それにしても、上手くウォリーのパーティに忍び込めたみたいだね、さすがはハナちゃん！」

「約束は守ってくれるんでしょうね？」

「安心してよ～。君がポセイドンにいる間はマロンちゃんの治療費は援助してあげるし、事が終わったらまたレビヤタンに戻してあげるって」

　ミリアはニヤニヤと笑みを浮かべた。

「でも、あんなに殴ることなかったんじゃないの？　痛かったんだけど……」

「も～わかってないな～、君は１回ダーシャやリリとギルドで揉めてるじゃないか。そんな奴がすんなりポセイドンに入れるわけないだろう？」

　ミリアはもう１枚刺身をすくって口に放り込んだ。

「だけどね、私はウォリーの性格を熟知している。顔が傷だらけのかわいそ～な女の子に頼まれたら、つい助けてしまう。それがウォリーという男なんだよ」

　楽しそうに語るミリアを、不機嫌な様子でハナは見つめた。

「それに私はね、君に妹の病気のことや、私が君を脅していることを、包み隠さず話すように指示した。人を騙す時のコツはね、正直であることなのさ。変に隠し事をすれば疑われる隙を作るだけだ」

　パンッと音を立ててミリアは手を叩いた。

「さて、ここで今１度、確認しておきたいんだけど、君はポセイドンに潜入して何をすべきか理解しているかな？」

「ええ」とハナは頷き、少し間を置いた。

「ウォリー達にバレないように彼らを妨害し、Ａランク昇格を阻止すること……でしょ？」










第七章　ギルド長からの依頼





□ウォリー

■スキル：お助けマン

■体力：１８８０

■魔力：３６７０

■攻撃力：２３９

■防御力：２３３

■魔法攻撃力：１７５

■魔法防御力：１８６

■素早さ：１０６






「うわっ」

　鑑定師によって明らかになった自分のステータスを見て、ウォリーは思わず声をあげた。

　しばらく自分のステータスを確認していなかったウォリーだったが、久しぶりに鑑定師の元を訪れたら思いのほか高くなっていた。

　ヒーラーは直接モンスターと戦闘する機会が少ないので攻防力は低い者が多い。それを考えると今のウォリーのステータスは普通では考えられないほど高い数値だった。

　冒険者の仕事をしていると人助けをする機会によく直面する。

　お助けポイントが溜まるたびに少しずつステータスアップにポイントを使っていたウォリーだったが、今目の前に示されたステータスの高さは予想以上だった。

　しかし、ウォリーはポイントのすべてをステータスアップに注ぎ込んではいなかった。

　現在のポイント残高は９８７００。１０００００近いポイントは常にキープするように心がけていた。

　自分が強くなるたびに、お助けマンが要求するポイントはどんどん大きくなっていく。

　最初の頃は攻撃力を１回アップするのに１０００ポイント要求されていたのが、今では１回につき４０００ポイントまで上がっている。

　お助けスキルについても、取得のための必要ポイントがどんどん高くなっているようだった。

　この先何が起こるかわからない。もしもの時のためにも、ある程度のポイントは残しておく必要があった。




「どうぞこちらへ」

　ギルド職員の案内でポセイドン一同は面談室に通される。

　今朝、伝書鳩を通じてウォリー達はギルドから呼び出しを受けていた。

　ウォリー達は顔を曇らせている。

　ギルドからの呼び出しにはいい思い出がない。ウォリーの頭に、意地悪い笑みを浮かべたダークエルフの姿が浮かんだ。

　そして、彼らが面談室に入るとその想像は現実のものと化した。

「よ～やく来たね。待ってたよ～」

　彼らを待ち受けていたのは、ウォリーの想像通りの表情をしたベルティーナだった。

「いったい何の用だ!?　私達はギルドから罰せられるようなことはやってないぞ！」

　彼女の姿を見た瞬間、ダーシャが警戒心を剥き出しにした。

「まーまーダシャっち、そう怖い顔しないでよ～。今回はそう悪い話じゃないからぁ」

　そう言う彼女の背後から、もう１人男が入室してくる。

「急に呼び出して悪かったね」

　男の顔を見たウォリー達に緊張が走る。入ってきたのはこのギルドのトップだったのだ。

「ギ、ギルド長!?」

「君達は最近よく活躍していると聞いてね。今回は頼み事があって呼んだんだ」

　ギルド長は手元の書類から１枚の紙をテーブルに置いた。

　紙には角が生えている魔人族の顔を模した紋章が描かれている。

「これはっ……」

　それを見て真っ先に反応したのはダーシャだった。

　彼女は紋章を睨みつけながら呟いた。

「真しん魔ま国こく……」

「真魔国。当然知っているね？　魔国出身のダーシャ君にとっては特に耳に入れたくない名前だろうが……」

　そう言ってギルド長は紙に書かれた紋章をじっと見た。

　この紋章は真魔国という組織のシンボルだった。

　現在、魔国の王である魔王は人間の国との友好関係を築くことを目指している。そんな現魔王に反発し、人間に敵対して過激な活動を行っているのがこの組織だ。自分達こそが真の魔国であるという意味を込めて、彼らは真魔国と名乗っている。

　ウォリー達の住む国、ヴァルタシア王国と魔国はともに真魔国の壊滅のために尽力しているが、未だに水面下で彼らは拡大し続けているようだった。

　これまでも真魔国によって人間が拉致される事件や、王族の暗殺未遂事件が起こっており、国民も彼らの存在に大きな不安を抱いている。

　人間が魔人族にいいイメージを持たないのは歴史的背景だけではなく、この真魔国の存在も大きく影響している。

　人間と魔人族の和解を望むダーシャにとっても、真魔国は許しがたい存在だった。

「このギルドは真魔国との問題にも首を突っ込んでいるんですか？」

　ウォリーがギルド長に問いかける。

「これは国からギルドに対しての依頼だ。ただし、表立って冒険者達に依頼することはできない問題でもある」

　ギルド長は腕を組み、眉に皺を寄せた。

「奴らは魔人族の中から生まれた組織だが、その構成員には人間も混じっているという話だ。魔人族と人間は外見が大きく違う。我々の国に潜入して活動するには、人間の構成員を使った方が都合がいいのだろう。金を渡したのか脅したのかはわからないが、とにかく奴らの中には人間の協力者がいる」

「このギルド内にもね～」

　ギルド長の横でベルティーナが口を開いた。

「冒険者の中に真魔国の者が潜んでいるらしいんだケド、ウチの調査能力をもってしても未だに見つかんないの」

　ベルティーナに同意するようにギルド長は頷いた。

「そういうことだ。冒険者の中に奴らの手下が潜んでいる以上、ギルドから真魔国に関する依頼を公表するわけにはいかない。表に出せば、同時に真魔国にその情報が流れることになる」

　ギルド長は手元から新たな書類を１枚取り出すと、ウォリーに渡す。

「これは、依頼書ですか」

　いつも冒険者がギルドから依頼を受ける際に渡される依頼書。ギルド長が渡してきたのはそれだった。

「これはギルドから……いや、国からの依頼だ。是非君達に受けてほしい」

　ウォリーが依頼書に目を通す。その依頼内容を見て、彼は驚く。

「達成条件は真魔国構成員の……捕獲!?」

「実は我々が調査した結果、近々奴らがこの国で取引を行うという情報を入手した。まぁこれは、ベルティーナくんの手柄なんだがね……」

「ウチの実力なら簡単なことだけどね～」

　彼の言葉を聞き、べルティーナはここぞとばかりに胸を張った。

「これは誰にでも頼める依頼ではない。君達は真魔国とは繋がってないと判断し、私はこれを依頼することにした。受けてくれるか？」

　ウォリーは仲間達に順に視線を注いだ。

　相手が真魔国となればかなり危険な依頼となる。受けると即答するわけにはいかなかった。

「私は受けたいと思う」

　真っ先にダーシャが答える。

「魔国出身者として、真魔国の存在には責任を感じている。少しでも奴らの討伐に貢献できるのなら、私はこの依頼を受けたい」

「だが」とダーシャは続けた。

「これは私の私情でもある。危険な依頼である以上、他のみんなの意見も聞いておきたい」

「私もダーシャさんと同じく受けたいと思います」

　ダーシャに続いて、リリが声をあげる。

「確かに危険な依頼ですが、ウォリーさんやダーシャさんの強さは十分知っています。私達ならやれるはずです」

　リリの言葉を聞き、ウォリーはハナに視線を向けた。

「私は……」

　ハナは返答に困った様子を見せる。

　それを見てウォリー達はハナが危険な真魔国を相手にするのに躊躇しているのかと思ったが、実際は違う。

　ハナが悩んでいるのは裏で彼女とミリアが繋がっているからだった。

　ミリアにはウォリー達がＡランクに行くのを阻止するように言われている。しかし、ギルド長直々のこの依頼をもしウォリー達が達成すれば、彼らのＡランク昇格はぐっと近づくことになるだろう。

　彼女としては、依頼を断ることの方が望ましい。

「私は……受けてもいいと思うわ」

　悩んだ末、ハナはそう答えた。

　依頼を受けるのには気が進まなかったが、ダーシャとリリが受けたいと言っているところで足並みを乱すのは危険だと判断したのだ。

　ハナが嫌だと言ってもウォリーが受けると言えば３対１だ。であればここで流れに逆らうよりウォリー達の信頼を得る方がいいとハナは考えた。

「わかった。みんな、ありがとう」

　ウォリーはそう言って頷くと、再びギルド長の方を見つめる。

「ギルド長、この依頼、受けさせていただきます」

「助かるよ。危険な依頼だが何とか成功させてくれ」

　ギルド長はウォリー達の返答を聞き、深く頷いた。

「ところで、この取引というのはいったいどういうものなんですか？」

「うむ、情報によれば闇の魔石の取引らしい」

　魔石は魔力を帯びている特殊な石だ。火の魔石、水の魔石など帯びている魔力の属性は多様だ。

　武器などに埋め込めば魔法を得意としない者でも魔法攻撃が使えるようになる他、日常生活においても役に立っている。

　たとえば氷の魔石と食料を一緒に保管しておけば冷凍保存ができるし、火属性魔法が使えない者でも火の魔石を持っていれば野外で火を起こして調理ができたりする。

「『邪じゃ神しん』というものを知っているか？」

「邪神……確か、昔魔国が戦争の際に使用していた生物兵器」

「そう、我が国と隣国が力を合わせてようやく封印することができたという恐ろしい兵器だ。真魔国の狙いの１つがこの邪神だと言われている」

　その場に緊張が走った。魔国との戦争はウォリー達が生まれる前の話だが、邪神の恐ろしさはこの国の歴史として今も語り継がれている。

　邪神が戦場に出ると一瞬で何千もの死者が出たと言われている。殺すことが困難なため、封印という形で無力化するのが精一杯だったという話だ。

「邪神の封印を解くためには大量の闇の魔石を必要とするらしい。今回の取引はそのための魔石集めだと思われる」

「もし、奴らが邪神を手にしたら……」

　しばらくの沈黙の後、ギルド長が呟いた。

「戦争も起こり得る……」

　ウォリー達は改めてこの依頼の重要さを感じた。真魔国に魔石を渡さないために、この依頼は必ず成功させなければならない。

「ところでウォリー君とハナ君はＡランクパーティのレビヤタン出身だったね？」

「はい、そうですが」

「ならばある程度戦闘の経験はあるのだろうが、くれぐれも油断はしないことだ。奴らはそこら辺の盗賊とはわけが違う。何やら怪しい禁術にも手を出しているようなんでね。慎重にいかないと思わぬ反撃を食らうことになるかもしれん」

「はい。肝に銘じておきます」




　取引が行われるとされる日が訪れた。

　時刻は深夜。周囲は暗く、多くの人が眠りについている時間だ。

　そこは街から少し離れた林の中だった。

　ウォリー達は知らされていた場所の付近に身を潜めて隠れている。

　取引予定の場所に近づきすぎず、離れすぎず、息を殺してその時がくるのをじっと待っていた。

　やがて、４つの人影が歩いてくるのが見えた。

　４人は大きな箱を２つ運んでいる。

　ウォリー達は緊張しながら草木の陰で観察した。もし情報が正しければ、箱の中身は魔石のはずだ。

　少し後から、さらに２人の男が現れる。

　彼らは紫色の肌と角であることが確認できた。魔人族だ。

「確認させてもらう」

　２人の魔人族のうちの１人が箱を調べ始めた。

「いや、待て」

　もう片方の魔人族の男が言った。

　その男は辺りをキョロキョロと見回す。

　やがてその目はウォリー達がいる方向に向けられた。

　緑色に光る不気味な目だった。それがウォリーを見つめている。

（気付かれた!?　馬鹿な、この距離で…!?　物音１つ立ててないのに）

　ウォリーの背筋が凍った。

「４人潜んでる！　逃げろ！」

　緑の目の魔人族が叫んだ。その男はなぜかウォリー達の人数まで把握している。

　男達は最初に来た４人と、後から来た２人に分かれて別々の方向へ走り出した。

　慌ててウォリー達も走り出す。

「僕とハナは２人を追う！　ダーシャ達は４人の方を！」

「わかった！」

　ウォリーは瞬時に指示を出して二手に分かれた。

　林の中を駆けていく２人を必死で追う。

　あの場にいた６人の中で今目の前を行く男、自分達の潜伏を見破ったあの男が最も危険だとウォリーは感じ取っていた。

「ファイアボール！」

　ハナが走りながら魔法で火球を飛ばした。

「うわっ！」

　火球は男達に命中しそうになったが、ギリギリのところで躱されてしまった。

　しかし、それによって男の足は一時的に止まった。

　ウォリー達は一気に男達との距離を詰めていく。

「逃げ切るのは無理か……」

　緑の目の魔人族はそう呟くと、身を返してウォリー達の方を向いた。

　彼は剣を抜いて待ち構えている。応戦するつもりらしい。

「シャドウカッター！」

　もう片方の男が魔法を発動させた。

　真っ黒な刃がいくつもウォリー達に向かって飛んでくる。

「くっ！」

　ハナは光弾を放ち、刃を１つ１つ撃ち落としていく。

　しかし、黒い刃は周囲の暗闇に溶け込み見えにくい。

　ハナは１つだけ飛んでくる刃を見落としてしまった。刃はハナの太ももに命中し、肉を斬り裂いた。

「あぐっ！」

「回復マン！」

　すぐにウォリーが回復する。

　一瞬にしてハナの傷口が塞がり完治した。

「げっ！　あの男ヒーラーか!?」

「なるほど……」

　緑の目の魔人族はニヤリと笑った。

「まずは女だ！　あの魔法使いさえ倒せばこちらの勝ちだ！」

　緑目の男が仲間に指示を出す。

　言われた仲間は軽く頷くと、再び黒い刃を飛ばす。

　刃は一斉にハナに向かって飛んでいく。

　ハナはまた光弾を放ち刃を撃ち落とすが、刃の数は先ほどよりも増量されていた。しかも今度はすべての刃がハナだけを狙ってきている。

「きゃああ！」

　刃すべてを防ぎきれなかった彼女は、身体の数ヶ所に傷を負ってしまった。

「ハナ！」

　すかさずウォリーが彼女を回復する。

　ウォリーは剣を構えてハナの前に立った。

「あいつらはハナを狙ってる。僕が前に行く。ハナは後ろから援護をお願い」

「いえ、もう大丈夫だわ」

　ハナはそう返し、腕に魔力を込め始めた。

「ホーリーライト！」

　ハナが頭上に向かって魔法を放った。

　人の頭ほどの大きさの光の球体が空中に浮かび、留まった。

　その球体が放つ光は周囲を明るく照らし、ウォリー達の視界をはっきりさせる。

「黒い刃は暗闇だから見えにくいけど、こうすればどうということはないわ」

　ハナはウォリーの横に立った。

「あの男は魔法使いのようね。でも魔法勝負じゃ私が上よ」

「ちぃ！」

　刃を放ってきた男は再び魔法を発動させる。

　今までは小さな刃を大量にだったが、今度は１枚だけ、ただし大きさは３メートル近い大きな刃を飛ばしてきた。

「馬鹿ね」

　ハナの前に巨大な光の球が出現する。

　それはみるみる膨らんでいき、ハナの身長を超えるほど大きくなった。

　巨大な光弾は迫る刃に向かって飛んでいく。

　大きな音を立てて光弾と刃が衝突した。

　黒い刃は光に飲み込まれるかのように消滅する。しかし、光弾は勢いを弱めることなくそのまま先へ進んでいった。

「ぐあああああ!!」

　刃を放ってきていた男に光弾が直撃し、男は悲鳴をあげながら遠くへ吹っ飛ばされる。

「その黒い刃は闇属性魔法で作ったもの。闇の弱点は光。私の魔法で簡単に打ち消せるわ」

　光弾を受けた男は倒れたまま起き上がる様子はない。完全に仕留めたようだ。

「なんだあの女!?　あの威力……並みの魔法使いじゃない！」

　緑目の男が狼狽し始める。
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「あと１人！」

　ハナはすぐに新たな魔法攻撃を男に撃とうとした。

　しかし、一瞬ハナはそれをためらってしまった。

　それはギルドでこの依頼を受ける時に浮かんだ心配事が原因だった。

　この男を倒せばおそらく依頼は達成されるだろう。それはウォリー達をＡランクに近づけることを意味する。

　このまま仕留めていいものか。そんな思いがハナの動きを鈍らせた。

　それは一瞬の隙だったが、男に反撃のチャンスを与えてしまった。

「ぐっ！」

　突然、緑目の男は剣で自分の手のひらを斬りつけた。

　男の手から血が滴り始める。

　奇妙な行動にハナとウォリーは不気味さを覚えて顔を引きつらせた。

「ト・ウジデーレ・デベリ・ブレス・ドート！　ミオ・ザンゲ・バガーレ！」

　男が血まみれの手をかざして叫んだ。

　直後、力が抜けたようにハナが膝を折り、その場に崩れ落ちた。

「ハナ！」

　ウォリーがハナを抱きかかえる。

「あ……がっ……はっ……」

　ハナは自分の胸をかきむしりながら苦しんでいる。

　ウォリーはすぐに回復マンを使った。しかし、効果がない。

　ならばと解毒マンを続けて使うが、それでもハナは苦しみ続けていた。

「ウォ……リ……苦し……は……ぁ……」

　ハナは苦悶の表情を浮かべながら口をパクパクと動かしている。

「終わりだ！」

　緑目の男がウォリーに斬りかかってきた。

　ウォリーは立ち上がり、それを剣で受け止める。

　鍔迫り合いの状況で男は不気味にウォリーに笑いかけた。

「危なかったが、何とか魔法使いを仕留めたぞ。あいつさえ消えれば、あとはこっちのものだ」

　ギリギリと男は剣に力を込めてウォリーを押し込んでいく。

「お前はヒーラーだろ？　一瞬で女の傷を癒してしまうほどの回復力、見事だ。だがヒーラーは近接戦闘が苦手という弱点を持つ。その女が倒れた今、お前に勝ち目はない！」

　男がさらにぐっと力を込めた。

　しかし、ウォリーはそれを超える腕力で男を跳ね飛ばした。

「はぁ!?」

　男がよろめきながら目を丸くする。

　ウォリーは素早く男との距離を詰め、男の手を蹴りつけた。

　ウォリーの足は、ちょうど男が自ら斬りつけた手の部分に命中する。

　痛みで男の手から剣が滑り落ちた。

　地面に落ちた剣をウォリーは踏みつけ、拾えないようにする。

　そして、男の首に刃を突きつけた。

「お前……ヒーラーのくせに何だそのパワーは……」

　男は困惑しながらウォリーを見つめた。

「ハナに何をした!?　すぐに彼女を治せ！」

　ウォリーが刃を男の首に押しつけ、睨む。

「ふふふ、もうすぐあいつは死ぬ。10分だ。10分であの女の命は終わる」

　ウォリーの反撃に初めは狼狽うろたえていた男だったが、だんだんと落ち着きを取り戻し不気味に笑い始めた。

「彼女に何をしたんだ！」

「あれは呪いだよ。毒が肉体を破壊するものなら、呪いは魂を破壊するもの。今も呪いは女の生命力を吸い取り大きくなっている」

「早く治せ！　首を斬り落とすぞ！」

　ウォリーは剣に怒りを込めて男を怒鳴りつける。しかし、男の笑みは消えることがなかった。

「確かに、俺なら呪いを解くことができる。簡単さ、解呪の呪文を唱えるだけでいい。いいのか？　俺の首を落とせばその呪文を知ることはできなくなる。あの女の命が消えるまでもう時間はないぞ？　はははは」

　ハナを人質に取っている限り殺されることはないと思ったのか、男は刃を首に当てられても余裕の表情でいる。

　だが男は知らない。ウォリーには窮地の時に助けを与えてくれるスキルがあることを。

　そのスキルは、ウォリーの頭の中で声を発した。




《お助けスキル『解呪マン』の取得が可能になりました》




　その声が聞こえるやいなや、迷わずウォリーは返答した。

「スキル取得だ！」

　しかし、直後にスキルから冷たい声が返ってくる。




《ポイントが不足しています。取得できません》




《解呪マン》




《対象に触れ、「解呪マン」と唱えることでその対象の呪い状態を解くことができる。取得のために必要なお助けポイント：１０００００ポイント》




（１０００００ポイント!?　そんな……今の僕のポイントは９８７００。僅かに足りない……！）

　ウォリーは焦った。

　男の話が本当ならあと少しでハナは死んでしまう。

　ウォリーに手段を選んでいる時間はなかった。

「ぐはぁ！」

　ウォリーは力を込めて目の前の男を殴りつけた。

「彼女を治せ」

「ふふふ、俺を拷問する気か？　痛めつければ言うことを聞くと思うのか？　拷問とはじっくり時間をかけてやるものさ、だが、見てみろ。あの女はもうすぐ死ぬ。そんな悠長なことやってる時間はねえはずだぞ」

　ウォリーがハナに目を向けると、彼女の首に黒い血管のようなものが浮かび上がっていた。それは彼女の身体を這うようにして大きくなっていく。

「早く治せ！　もしハナが死んだら、お前を殺す！」

「ははは！　やってみろ。俺は脅しに屈するような奴じゃない」

「ウォ……リー……」

　ハナが荒い息で苦しそうに言葉を発した。

「私に……構わないで。そいつを捕獲する……の……それが、私達の……使命……」

　ハナがそう言っても、ウォリーは動けないでいた。悔しそうにハナと男を交互に見る。

「駄目だっ！　このままだとハナは死ぬ……」

　ウォリーは男を掴んだまま物真似マンを発動させた。

　以前ダーシャが怪物にされた時、この能力のお陰で助けることができた。

　確証はなかったがとにかく何でも試してみるしかなかった。

「これは……こいつのスキルは……」

　ウォリーは絶望した。

　男のスキルをコピーしたことでスキルの詳細を把握できた。

　彼のスキルは『千里眼』。

　周囲の敵の位置を探知できるスキルだ。隠れていたウォリー達を発見できたのはこのスキルのお陰だったということだ。

　このスキルでは呪いを解くことはできない。

「くそっ……」

　ウォリーは悔しそうに歯を食いしばった。

「助けてやろうか？」

「え……？」

「その女、助けてやってもいいぞ」

　男はそう言って不敵な笑みを浮かべた。

「ただし、条件がある」

「な、何だ……？」

　ウォリーが男に問うと、男の拳が飛んできた。

　顔面に拳がめり込み、ウォリーは転倒する。

「ぐっ……」

　鼻から血をだらだらと流しながら、ウォリーは男を睨んだ。

「今からお前は無抵抗を貫いてみせろ。そしたら、女の呪いを解いてやる」

　男はそう言って足元で倒れているウォリーを蹴りつけた。

「あぐっ！」

　男のつま先が腹に入り、ウォリーは苦しそうにうずくまった。

　その背中を男はさらにガンガンと踏みつけた。

「さっきお前に殴られてよ、ちょっとムカついた。この鬱憤を晴らさねえと女を治す気にはならねえんでな」

　男はウォリーの髪を掴み、強引に上半身を起こす。

　そしてウォリーの顔に再び拳を叩き込んだ。

「ぅぐぁっ！」

「ウォリー……何、やってんの……反……撃……しなさいっ」

　苦しそうに倒れるウォリーを見て、ハナが声を絞り出した。

　それでもウォリーは動こうとしない。どうやら男の言う通り無抵抗でいる気らしい。

「私のことは……気にするな……って、言ってんで……しょ」

　弱りつつある身体に怒りを込めて、ハナはウォリーに訴える。

　ハナは自分の死を覚悟していた。

　元々自分が攻撃をためらったのが原因だ。自分の責任は自分で取るつもりだった。

　しかし、それをさせてくれないウォリーにイラ立ちを覚え始めていた。

「あんた……って、いつもそう……そうやって……すぐ人を助けようと……」

　ハナがそう言っている間にも、ウォリーは男に嬲なぶられ続けている。

　男の足が、ウォリーの腕を勢いよく踏みつけた。

　鈍い音が響く。

「ああああああ!!」

　ウォリーは大きく悲鳴を発した。

　腕の骨が折られた。それはハナの目から見てもわかった。

「ウォリー……なんでそこまで……するのよ。あんたが……レビヤタンにいた時……私があんたにしたこと忘れたの？　……私が……憎くないの？　……放っておけば……いいじゃない……私なん……て……」

　ハナは必死でウォリーを説得しようとするが、自身の身体も限界が近づいてきた。力が入らなくなり、声を出すのも苦痛になってくる。

「はぁ、スッキリしたぜ。こんなもんでいいか」

　男は満足したようにボロボロになったウォリーを見下ろした。

「早く……ハナを助けろ……」

　苦痛に耐えながらウォリーが言った。

　しかし、男は嘲笑うような目をウォリーに返してきた。

「おいおい、まさか本気にしてたのか？　そんな約束守るわけないだろ」

「そん……な……」

　男は笑いながら足元の剣を拾った。

「敵を回復なんてしたら俺が危ないっつーの」

　ウォリーは痛む身体をずるずると引きずり、必死でハナの元に這い寄っていく。

　既に黒い血管のようなものはハナの全身に広がっていた。

　ウォリーは力なく倒れるハナに腕を伸ばし、彼女の手をそっと握った。

　その背後から、男が剣を手に近づいてくる。

　そして倒れているウォリーに向かって、剣を振り下ろした。




※　※　※




「おい！　さっさと歩け！」

　４人の男が両手を縛られ、縄で繋がれて歩かされている。

　先頭で彼らを引っ張っているのはダーシャだ。

　最後尾にはリリが立ち、４人を挟む形で行進している。

　真魔国と取引をしようとしていたこの４人の男達は戦闘能力が低く、あっさりとダーシャ達に捕まっていた。

　標的を捕獲した彼女達だが、まだ安心はできない。もう２人を追っていったウォリー達が心配だった。

「おい！　さっきから何モタモタしている！」

「そんなこと言ったってよぉ、こう４人繋がれた状態じゃ上手く歩けねえんだって」

　急いでウォリー達の元へ駆けつけたいダーシャだったが、捕まえた４人を放置するわけにもいかずこうして引っ張っている。

　そのせいで思うように前へ進めず、イラ立ちが募っていた。

　リリも同じくもどかしそうにしている。

　今連れている４人の男達は戦闘力からして真魔国の構成員ではないだろう。

　おそらく金儲けのために真魔国に協力していただけの関係。

　しかしもう２人の方は魔人族だった。

　彼らは真魔国である可能性が高い。

　真魔国の者はどんな攻撃を仕掛けてくるかわからない。

　ダーシャ達はもしもウォリーの身に何かあったらと考えると、すぐにでも駆け出したくなる気持ちだった。

「ウォリー、無事でいてくれ……」

　木々に囲まれた道の先の闇を見つめ、ダーシャは呟いた。




※　※　※




　緑目の男が振った剣は、ウォリーの背中へ向かって下りていく。

　既に男に痛めつけられて弱っているウォリーにこれを躱す余裕はない。

　剣の刃が背中から肉の中に食い込み、ウォリーの身体を斜めに斬り裂く……はずだった。

　しかしそうなる前に剣は男の手から弾き飛ばされる。

　そのまま剣は頭上を行き、男の背後へ落下した。

　男は驚いて目の前を凝視した。

　自分の目に映った光景が信じられなかった。

　手には今もビリビリとした衝撃が残っている。

　この手で剣を振るった時、倒れていたハナが光弾を飛ばし、握っていた剣を弾き飛ばした。男の目にはそのように見えた。

　あり得ないことだった。

　ハナは呪いによって死ぬ直前だったのだ。そんなことができるはずがない。

　男が混乱していると、彼の目にさらに信じられない光景が飛び込んできた。

　ハナがゆっくりと立ち上がった。

　呪いに生命力を奪われ、死の１歩手前まで行っていたはずのハナが自分の足で立っている。

「な、なんで……」

　ハナの身体を覆っていた黒い血管のようなものはすっかり消え去っている。

　それは呪いが完全に解除されたことを意味していた。

「どうなってる!?　お前、なんで呪いが!!」

　理解不能の現象に男は後ずさった。恐怖で全身から冷や汗が噴き出してくる。

「お前の失敗は……僕をすぐに殺さなかったことだ……」

　倒れたままのウォリーが男を見上げながら言った。

「鬱憤を晴らすことに気を取られ……打開策を考える猶予を僕に与えてしまった……」

「どういうことだ！　お前が治したのか!?　解呪の呪文を知らなければできないはずだ！」

　ウォリーはゆっくりと男を指差した。

「自分の身体を……よく見てみろ」

　そう言われて男はようやく自分の身体の変化に気が付いた。

　手の平を触ってみる。

　血は付着しているが傷口がすっかり消えている。

　男は確かに自分で自分の手を斬りつけた。それが呪いを使うための儀式だったのだ。そのつけたはずの傷跡がいつの間にかなくなっていた。

　次に男は頬を触る。

　ウォリーに殴られて腫れていたはずの頬の痛みがなくなっている。

「どういうことだ……いつの間にか、俺……回復している？」

「さっき痛めつけられていた時に……僕がお前に回復魔法をかけた……」

「なぜだ!?　なぜそんなことを！」

　男は焦りながら叫んだ。

「傷ついていたお前を〝助ける〟ためさ。僕はお前を助けた。だからポイントが入ったんだ。僅かに足りなかったポイントが１０００００に達し、僕はスキルを取得することができた」

「ポイント？　スキルを取得？　何わけわかんねぇこと言ってんだ！」

　男はウォリーのスキルを知らない。ウォリーの言葉は男をより混乱させるだけだった。

「あんたが理解する必要はないわ！」

　ハナが鋭い目で男を睨んだ。

「あんたが今気にするべきは、私が復活して今度はあんたの方がピンチだってことよ！」

「ぐっ……くそぉ！」

　男は急いで背後に落ちた剣を拾うと、再び自分の手の平を斬り裂いた。

「ト・ウジデーレ・デベ……」

「沈黙サイレンス!!」

　呪文を唱えようとした男だったが、ハナの魔法の方が速かった。

「んっ……んぐ！　……んー！　うんんー!!」

　相手の口を封じて詠唱をできなくさせる魔法、『沈黙サイレンス』。

　男は顔に力を込めて言葉を発しようとするが、上唇と下唇がぴったりとくっついて離れない。

「ん！　んんんー!!」

　ハナは怒りの宿った目で男を見つめている。

「ん！　んんんんんー！　んんんー!!」

　男が必死で何かをハナに伝えようとする。

　彼のすがるような目は、命乞いをしているようにも見えた。

　しゃべれない男が何を言いたいのかハナにはわからない。しかし、ハナにはもう男の言葉に耳を傾ける気はなかった。

　ウォリーは自分を庇ってこの男に痛めつけられた。

　それをずっと見せつけられたのだ。

　ミリアのことやＡランクのことは、今はどうでもよかった。

　この男はただでは済まさないとハナは決意していた。

「あんたは、許さない……」

　ハナはゆっくりと足を前に進めた。

　怒りの表情のまま男へ１歩１歩近づいていく。

「んんんー！」

　男が剣を振り上げハナへ襲いかかる。

「麻痺パラライズ！」

「んん!?」

　ハナが叫んだ直後男は身体を痙攣させながらその場に倒れた。

「んー！　んんー！」

　ハナの魔法で麻痺状態になった男は、陸に打ち上げられた魚のようにもがいている。

　ハナはさらに男に歩み寄っていく。

　男にはもう反撃する力はない。倒れている男をハナは冷たい目で見下ろした。

「今、ウォリーに謝ったら許してあげる」

「んんー！　んんんんんー!!」

「え？　何？　はっきり言って」

「んんんんんー！」

「何言ってるかわからないわ。そう……謝る気はないのね」

「んんんー！」

　ハナが片手を頭上にかざす。

　男の真上に魔法陣が浮かび上がった。

「ミニサンダー!!」

　魔法陣から数本の雷が伸びて男の身体に落ちる。

　その攻撃は男を仕留めるには弱すぎる威力だった。

　雷はとても小さく、細い。

　ハナならばもっと強力で男を一瞬で丸焦げにしてしまうような魔法を撃つことも可能だろう。

　しかし彼女はあえて微弱な魔法で攻撃した。

「んんんー！　んんんんー!!」

　雷の雨を浴びながら男がくぐもった悲鳴とともに涙をこぼす。

　雷が当たるたびに、焼かれるような熱さと針で刺されるような痛みが男の身体に走った。

　麻痺で身体を動かせない男は成す術なくその痛みを受け続ける。

「楽には仕留めてやらない。ウォリーがそうしたように、あんたもしばらく無抵抗で痛みに耐えていなさい」

　そう吐き捨てたハナは踵きびすを返してウォリーの方へ歩いていった。

　その間も魔法陣は出しっ放しになっており、男を苦しめ続けている。

「ウォリー、大丈夫？」

「何とか……」

　ウォリーは自分に回復マンを使い、癒した。

　あちこちにあった傷が塞がり、折れていた腕も治っていく。

「治ったの？」

「うん、もう十分動けるよ」

　ウォリーはそう言って手足を曲げたり伸ばしたりしてみせた。

「……もうっ！」

　無事を確認すると、ハナはウォリーを抱きしめた。

「まったく！　なんであんな無茶したのよっ！　死ぬとこだったじゃない！」

「ははは……僕がレビヤタンにいた時と変わらないや。こっちでもハナには叱られてばかり」

「あんたがお人好しだからよ……」

　その時、遠くからウォリーの名を呼ぶ声が聞こえてきた。

「ウォリー！　無事か!?　敵はどうし……何!?」

　現れたのはダーシャ達だった。

　心配そうにウォリーの名を呼びながらここまで来た彼女達だったが、ウォリーとハナの姿を確認して絶句してしまう。

「き、貴様っ……何ウォリーに抱きついている!?　離れんか！」

「ウォリーさんをたぶらかすつもりですね!?　そうはさせませんよ！」

「なっ……私は別にそんなつもりじゃ！」

　ダーシャとリリが騒ぎ出すのを聞いて、ハナは慌ててウォリーから離れた。

「まったく、私達がどれだけ心配したかわかってるのか！　それなのにこんなところでいちゃつきおって……」

「だからそういうのじゃないってばっ」

　一気に場が騒がしくなる。

　ウォリーはダーシャ達が縛って連れてきた４人を見て胸を撫で下ろした。

　どうやらダーシャ達の方も無事に捕獲を済ませられたようだ。

「ハナ、あの魔法陣はもう消していいよ」

「嫌よ。徹底的に痛めつけないと気が済まないわ」

「よく見て、もう十分だ」

　ハナが緑目の男の方を見ると、男は泡を吹いて失神していた。

「ふん、根性なし」

　ハナがパチンと指を鳴らすと、魔法陣は消滅した。

「ウォリー達も無事に捕獲できたようだな」

　ダーシャが安心した様子で言った。

「うん、これで依頼は達成だ。帰ろうか、ギルドへ」




　数日後の夜。

　レストランの１室でミリアは蓋の被せられた鍋に待望の視線を向けていた。

「そろそろいいかな～」

　ミリアが蓋を外すと湯気とともにいい香りが周囲に溢れていく。

　鍋の下には火の魔石。その熱によってグツグツと音を立てて食材が踊っていた。

　野菜とともにスープの中に入れられているのはツインタートルの肉だ。

　ミリアは上機嫌で鍋の中身を手元の器によそう。

「まずはスープから……」

　ほかほかと湯気が立つスープに口をつける。

「いいねぇ～、濃厚な味がするよ。この鍋に調味料は一切使われていない。ツインタートルの出汁だけでこれほど美味いスープができるとは……」

　続いて肉を口に入れる。

「この歯ごたえ……魚とも獣とも違う独特の食感、たまらないねぇ。ツインタートルの肉は美肌効果もあると言われているから２度美味しいねっ。何してんの？　君も食べなよ～」

　そう言ってミリアは正面に座るハナに勧めた。

「…………」

　ハナは押し黙ったままだった。

　彼女としてはミリアと一緒だと、とても食事をする気になれない。

「ああ、これありがとね～。助かったよ」

　ミリアは何枚かの書類をハナに見せつけるようにひらひらと揺らした。

　書類には、ウォリーを含めたポセイドンのメンバーのスキルやステータスがまとめられている。

　ハナがウォリー達と活動をともにする中で調べ上げたものだった。

「お助けマンねぇ、まさかウォリー君がユニークスキルに目覚めていたとは……」

　書類にはウォリーの持つお助けスキルについても詳しく書かれている。

　ミリアはそれをじっと見つめた。

「回復マン……触れた相手を回復できるスキルかぁ。彼が治癒師だった頃は触れずとも離れている仲間に魔力を飛ばして回復できたし、複数の仲間を広範囲魔法で同時回復もできた。その他あらゆる状態異常の回復も可能だったわけだから……弱くなったとも言えるし強くなったとも言える」

　ミリアはため息をついた。

「脅威なのはスキルの数をどんどん増やせるということだ。このスキルならＡランクへ上がるのもそう遠くない……」

「ねぇ、こんなことやめましょうよ」

「はい？」

「ウォリーがＡランクに上がろうがあなたには関係のないことじゃない。放っておきましょうよ」

「ハナちゃんはそんなこと気にしなくていいの、ただ私の言う通り動いていればいいんだから」

「でも……」

「大体ハナちゃんはウォリーのこと嫌ってたじゃん。そのウォリーを邪魔するってだけなんだから別にいいでしょ？」

「それは……」

　ハナは気まずそうに俯いた。

　ミリアはフッと鼻で笑うと、再び鍋を堪能し始める。

「あなたは、どうしてそこまでするの？」

　舌鼓を打っているミリアにハナは言った。

「ウォリーとは幼馴染なんでしょ、どうしてそこまでして彼の邪魔をしたがるの？　彼との間に、何があったの？」

　ミリアの箸が止まった。

　ハナはそれ以上言葉が出なかった。一瞬だったがミリアに恐ろしい目で睨まれたからだ。

　気が付くとミリアは元の笑顔に戻っていた。

「細かいことはいーの！　さ、食べよ食べよっ」










第八章　Ａランクへの道




「てやあああ！」

　両手に黒炎の爪を纏い、ダーシャが敵陣へ斬り込んでいく。

　ウォリー達は今、ダンジョンでオークの群れに囲まれている。

　真魔国との戦いを終えて１週間後、現在彼らが受けている依頼はオークの討伐だ。

　増殖しすぎたことで、ダンジョンからオークが溢れ出て周辺の村や街に被害が出始めていた。

　モンスターと野生動物の違いはその増え方にある。

　動物が生殖活動によって増殖するのに対して、モンスターはダンジョン内で自然発生する。

　これはダンジョンという場所が持つ魔力によって起こっているとされているが、詳しいことはまだ解明されていない。

　冒険者がダンジョンに潜り討伐を繰り返しても、モンスターが出続ける理由はそこにあった。

　ウォリー達を待ち受けていたオークはざっと見ても50体は超えていた。

　このモンスターは知能が高い。

　人間のように武器を使ったり、戦略を練って攻撃してきたりする。

　稀にスキル持ちのオークも存在するという。

　ギンッと金属音を鳴らしてウォリーはオークと刃を交えた。

　ウォリーは屈強な肉体を持つオークの攻撃を軽々と受け流し、素早く腹を斬り裂いた。

　お助けポイントで強化された今のウォリーなら、オークとも正面から十分に戦える。

　ウォリーが数体を斬り伏せた時、数本の矢がウォリーに向かって飛んできた。

　オークの武器は剣だけではない。

　離れた場所の岩陰には弓矢を構えたオーク達が潜んでいた。

　その時、ウォリーの周囲に半透明の壁が出現し、飛んでくる矢はすべて弾かれた。

　リリの防壁魔法がウォリーを守ったのだ。

「リリ！　ありがとう！」

　ウォリーはリリの方を振り向かずに叫んだ。今は戦闘の最中。敵から目を逸らすわけにはいかない。

　ウォリーは目の前に迫ってくるオーク達に剣を振るった。




　数十分後、その場には大量のオークの死体が転がっていた。

　ウォリー達のパーティはみんな高い実力を持ってはいたが、これだけ敵の数が多いとかなり体力を消費する。

　しかし、彼らは何とかこの場を凌ぎきることができた。

　オークを全滅させ、今この場に立っているのはウォリー達４人だけだ。

「みんな、ありがとう。これで依頼は達成だ」

「さすがに骨が折れるな。私１人でも20体は倒したぞ」

　ダーシャが息を切らしながら言った。

「あら、私は30体は倒したけど？」

　ハナが涼しい顔をして言う。

「ぐぬっ！　そんなはずはない！　私の方が多かったはずだ！」

「あなたのスキルじゃ効率が悪いのよ。私の魔法なら１度に複数を倒すことだってできるわ」

「攻撃の威力では私の方が上だ！」

「私を誰だと思ってるの？　魔法で私に勝てる奴なんてそうはいないわ」

「よし！　そこまで言うなら次だ！　次に大量の討伐依頼があった時は絶対にお前より沢山倒してやる！」

「ふん、望むところよ」

　睨み合うダーシャとハナを、ウォリーとリリは呆れた様子で眺めていた。




「依頼達成ですね。おめでとうございます。」

　受付嬢はそう言ってウォリー達に笑顔を向ける。

　オークの討伐を終えてギルドに戻ってきたウォリー達は依頼達成の報告を行っていた。

　ポセイドンのメンバーが４人になってから、既に結構な数の依頼を達成している。

　ダーシャとハナは相変わらず仲が悪いが、それでも依頼中は力を合わせて上手く連携を取れている。

「あ、そうでした。ウォリー様達にお伝えすることがあります」

　受付嬢は何かを思い出したようで手をポンと叩いた。

「おめでとうございます。このたびポセイドンの皆様にはＡランク昇格試験への挑戦権が与えられることとなりました」

　ウォリー達は目を丸くしてお互いの顔を見合わせる。

「よし！」

　最初に声をあげたのはダーシャだった。

「ついに私達にもＡランクへの道が見えてきたぞ！」

　Ａランク挑戦権はどのパーティにも与えられるものではない。ギルド側が徹底的に審査をし、挑戦する資格ありと判断されたパーティのみに与えられる権利だ。

　つまり、ウォリー達のパーティはギルドから認められたのだ。

「やはり例の真魔国の依頼を達成したのが大きいのでしょうね」

　リリもワクワクした様子で言った。

「そうだね、みんなのお陰だ。僕もこのメンバーでＡランクに挑戦できて嬉しいよ」

　ウォリーはそう言って笑うが、不安要素もあった。

　ウォリー達にＡランクへの挑戦権が与えられたというだけで、まだ昇格したわけではない。

　そしてＡランク昇格試験はとても危険な内容だと聞く。

　それ故に、挑戦できる者は限定されているのだ。

「皆さんは昇格試験を受けることも、辞退することもできます。Ａランク昇格試験は危険を伴いますので冷静な判断をお願いいたします」

　受付嬢はそう言って１枚の書類を取り出すと読みあげ始めた。

「もし試験を受ける場合は、１週間後に試験開始となります。試験の内容は……」

　受付嬢はそこで一旦言葉を止め、ウォリーをじっと見つめた。

「クラーケンドラゴンの討伐です」

「ク、クラーケンドラゴン!?」

　受付嬢からその名前を聞き、ウォリー達の顔は凍りついた。

「はい。以前レビヤタンが討伐に失敗し、撃退をしたクラーケンドラゴンを仕留めることが今回の試験内容となります」

「難易度が高すぎないか？　Ａランクのレビヤタンが倒せなかったモンスターの討伐など……」

「前回の戦いでクラーケンドラゴンの角は片方折られています。それに、ポセイドンのメンバーのうち２人は元レビヤタンのメンバーです。それらを考慮してギルドはこの試験内容は妥当だと判断いたしました」

　ウォリー達は顔を見合わせる。この試験を受けるかどうか、互いに視線で尋ね合っていた。

「もし依頼を受けて失敗した場合、１年間はＡランク試験を受けることができなくなります。ムキになって何度も再挑戦し、命を落としてしまうパーティが出ては困りますのでこのような決まりがあります。ご理解ください」

　受付嬢はそう言って軽く頭を下げた後、さらに続けた。

「先ほども言いましたが試験を受けるか辞退するかの判断は慎重にお願いいたします。Ａランク昇格試験は大きな危険を伴います。自分達の実力を冷静に分析し、安全第一でお願いいたします」

　受付嬢の言葉にウォリーは頷くと、仲間の１人１人に視線を送った。

「みんな、Ａランクに上がりたい気持ちは僕にもある。だけどこれはみんなの命にも関わる問題だ。急がずにゆっくり考えた方がいいと思う」

　結局その日、ウォリー達はすぐに返答をせずこの問題は一旦持ち帰ることとなった。




「へぇ～クラーケンドラゴンねぇ」

　その夜、レストランでミリアとハナは食事をしていた。

　ウォリー達のＡランク昇格試験の話は、ハナを通じてすぐにミリアの耳に入ることになった。

「もし、私達が討伐に失敗したクラーケンドラゴンをウォリーが討伐したとなれば、あいつらをＡランクに上げてしまうことだけでなく、私達よりもあいつらの方が上だと証明するようなもの。この試験の成功は絶対に阻止しなくちゃいけない」

　ミリアは小指ほどの大きさの小瓶をテーブルに置いた。

　瓶の中には黄色い粉末が入れられていた。

「これは何？」

　ハナが聞くと、ミリアは不敵な笑みを浮かべる。

「睡眠薬よ」

　ミリアはその瓶を６本テーブルに並べると、ハナの方に突き出した。

「試験前になったら隙を見て、この睡眠薬をダーシャのマジックポーションの中に入れてくれる？」

「えっ!?」

「あなたがくれた情報によればダーシャのスキルは魔力の消費が激しく、彼女はマジックポーションを常備しているそうじゃない。そのポーションの瓶にこれを混入させておくの」

　ミリアは小瓶を１つつまむとそれをじっと眺めた。

「これはそんなに強くない。飲んだところで強烈に睡魔に襲われるなんてことはない。ポイントは少しずつ、少しずぅ～つ弱らせていくことだよ。ポーションを飲んでいきなり眠り込んだら怪しまれるからね。なんか今日ダルいな～って程度に留めておくのがいいんだよ。それでも相手はあのクラーケンドラゴンだ、小さな体調不良が大きな危険に繋がる。Ａランク昇格を阻止するには十分だ」

　邪悪な表情で語るミリアに、ハナは寒気を覚えた。

「どうして……ダーシャなの？」

「クラーケンドラゴンの角の破壊の難点はその頭の高さにある。残る一本の角を破壊するためにはあの高さまで上がらなきゃいけない。となれば、ダーシャの飛行能力、これが１番効果的だ。この試験の要となるのはダーシャなんだよ。逆に言えば、ダーシャさえ脱落させれば試験を達成することはできない」

　ミリアはハナの手を取ると、強引に小瓶を握らせた。

「安心してよ～。ウォリー達が試験に失敗したらハナちゃんの任務は終わり。レビヤタンに戻してあげるから。そうしたらまたマロンちゃんの治療に十分な金を受け取ることができる。あ、ウォリー達が仮にＡランクに上がっても支援金はもらえないよ。あれはＡランクに上がった後、１年以上活動してることが条件の１つにあるからね」

　ハナは気が進まなかった。

　当然、ミリアの言いなりに動くことは癪に障る。

　しかしそれだけではない。ポセイドンに入って初めの頃は、ウォリー達がＡランクに失敗しようがどうでもよかった。しかし最近は、彼らを裏切ることへの罪悪感が日に日に大きくなっている。

　ハナは自分の変化に戸惑っていた。

　あれだけ嫌いだったウォリーを以前よりも受け入れているのはなぜだろうか。ダーシャとはいつも喧嘩をしているが、不思議と嫌いになれないのはなぜだろうか。

　手にある小瓶をじっと見つめて考え込む。

　目を固く閉じると、妹、マロンの顔が頭に浮かび上がってきた。

　マロンはあとどれくらい生きられるだろうか。有名な医者を何人もあたったが、彼女の病気を治せる者はいなかった。

　おそらくもう治らないのだろう。

　ならば少しでも、たった１秒でも長く生きさせてあげたい。そのためなら何だってする。

　ハナはギュッと瓶を握りしめた。

「わかったわ……」

　気が付くとハナは涙を流していた。

　目を赤くして睨んでくる彼女を、ミリアは愉快そうに見つめた。




　ウォリー達ポセイドンのメンバーが揃ってギルドを訪れた。

　昨日Ａランク昇格試験のことを受付で知らされ、彼らは自宅に帰った後、話し合いを行った。

　クラーケンドラゴンの強さはメンバーの全員が思い知らされている。すんなり受けようということにはならないだろうとウォリーは思っていが、彼の予想に反して話し合いは簡単にまとまった。

　昇格試験を受ける。その方向で意見は一致していた。

　パーティのメンバーはそれぞれ互いの強さを信頼しているようだ。

　クラーケンドラゴンは確かに強い。しかし正直なところ、ウォリーもこのメンバーならば勝算があると思っている。

　仲間達を過大評価しているつもりはない。純粋に彼女達の強さを信頼していた。

「お願いします」

　ウォリーは受付に立ち、書類をテーブルに置く。

　ポセイドンのメンバー全員の署名が入ったＡランク昇格試験の受験申請書だ。

「受験申請ですね。少々お待ちください」

「お待たせしました。こちらが試験の詳細な日時や場所の資料でございます」

　受付嬢が丁寧にウォリー達に資料を手渡した。

「大変危険な依頼です。くれぐれもお気を付けください」

　受付嬢がそう言うのも無理はない。それほどに今回の試験は難易度が高いのだ。

　ウォリーは渡された資料に目を通しながらギルドを出ていった。

　資料にはクラーケンドラゴンが潜んでいるダンジョンの位置や、試験の期日が記されていた。

　クラーケンドラゴンは今回、ダンジョンの外には出ていない。ウォリー達の方から敵の巣穴に飛び込んでいくことになる。

　試験の達成条件は期日までにクラーケンドラゴンの首をギルドに提出すること。

　その期日まではまだ６日ほどある。

　ウォリー達は試験までは万全な状態を保つため、他の依頼を受けることはしないと決めていた。

　しばらくは武器のメンテナンスを行ったり、買い出しに行って戦闘に必要な道具を揃えたりすることになるだろう。

　ただ、ウォリーにはそれ以外にもやっておきたいことがあった。

「ハナ、ちょっとお願いがあるんだ」

　ギルドからの帰り道を歩きながらウォリーは言った。

「何？」

「試験までにはまだ時間がある。その前にハナの妹に会っておきたいんだ」

　ハナは驚いてウォリーを見つめた。

「なんでよ、マロンのことはあなたには関係ないでしょ」

「でも、心配なんだよ。病気なんだよね？」

「別にあなたが心配するようなことじゃないわよ。私の家族の問題なんだから！」

　ハナは少しイラ立った様子を見せた。これは彼女にとってデリケートな問題だ。ウォリーもそれは理解していた。

「僕に何かできることがあれば……」

「簡単に言わないでよ！　そんなことがあればとっくに妹は治っているわ！　今までどこの医者に頼んでも治せなかったんだから！」

　ウォリーは回復魔法が使える。しかし、回復魔法が効力を発揮するのは戦闘で受けた新しい傷などに対してのみだ。長期間に渡って身体を蝕んでいく病気には効力はない。

　もし回復魔法で治癒できるのなら、ハナはウォリーが治癒師だった頃にとっくに頼み込んでいたことだろう。

「今さらあなたに何ができるっていうのよ」

「……わからない」

　ウォリーの返答に、ハナは呆れたようにため息をついた。

「でも、僕のスキルなら助けてくれると思うんだ。スキルのことは前にも説明したよね？」

　それを聞いてハナはハッとして顔を上げた。

「お助けマンのおかげで、今まで何度もピンチを切り抜けてこられた……お助けマンはその時々に応じて必要なスキルを与えてくれるんだ」

「本当に……できるの？」

　先ほどまでの怒りのこもっていたものとは違う、期待が生まれ始めたような声でハナは言った。

「お助けマンは特に、僕が誰かを助けたいと願った時に力を貸してくれる」

　ウォリーは瞳に力を込めてハナを見つめた。

「僕は、マロンさんを助けたい」

　場に少しの沈黙が落ちた後、ハナはゆっくりと頷いた。

「わかったわ……」

「よし！　決まりだな！」

　ハナが答えた瞬間、ポンと彼女の肩が叩かれた。

　今まで黙って聞いていたダーシャだった。

「妹の好物は何だ？　せっかくだし作って持っていってやるぞ」

「マロンさんは犬は大丈夫ですか？　ブレイブも連れていっていいですかね……？」

　笑顔でそう言うダーシャとリリを見て、ハナが慌てだす。

「ちょ、あんた達も来るの!?」

「当たり前だろ。確かにお前は嫌味な奴だが、それでも同じパーティの仲間だ」

「ハナさんの妹さんがどんな人なのか興味もありますしね」

　２人に言われて恥ずかしそうにしているハナを見て、ウォリーは微笑んだ。




　そこは街から少し離れた場所。周囲は緑で囲まれ、風の音と鳥の声だけが聞こえる静かな空間の中に一軒家がぽつんと建てられている。

「ここよ」

　ハナはその家を指差した。

「こんなところに家が……」

　ウォリー達は意外そうな様子で周囲の風景を見回した。

「街の騒がしさからなるべく遠ざけたかったの」

　ハナが玄関の扉を開くと、中年のメイドが出迎えた。

「あら、ハナ様。おかえりなさいませ」

　メイドは挨拶を終えてすぐウォリー達の姿に気付き、目を丸くした。

「珍しいですね、この家にお客様をお連れになるなんて」

　ハナはウォリー達を振り返った。

「みんな、この人はソフィアさん。マロンの身の周りの世話をしてくれているの」

　そう言ってすぐにハナはソフィアと呼んだメイドの方に向き直った。

「ただいま、ソフィア。この人達は同じパーティのメンバーなの。左からウォリー、ダーシャ、リリ」

「それからブレイブです」

　リリがブレイブを繋いでいるリードを揺らしてハナの言葉に付け加えた。

「これはこれは、ハナ様のお仲間の方々でしたか」

「メイドがいるとはリッチだな……」

　ダーシャがソフィアをまじまじと見ながら言った。

「こっちには毎日戻ってくるわけじゃないから。私は冒険者の仕事があるし、その間マロンの世話をする人が必要なの」

　ハナは言いながら家の中へ進んでいった。

　閉められた部屋の前でハナは立ち止まると、扉をノックする。

　女性の声が小さく返ってきたのを確認して、ハナは扉を開いた。

「マロン、ただいま」

「お姉ちゃん！」

　ベッドの上で横になっていた女性は入室したのがハナだとわかってすぐに身を起こした。

「具合はどう？」

「うん、特に変わらないよ。ところで……」

　マロンはハナの後ろに並んでいるウォリー達に視線を移した。

「ああ、この人達はね、私が今いるパーティの仲間なの。マロンに挨拶したいんだって」

「本当!?　お姉ちゃん滅多にここにお医者さん以外の人を連れてこないからびっくりしたよ」

　マロンはウォリー達の方に、にっこりと笑みを向けた。

「はじめまして、マロンです。お姉ちゃんがお世話になってます」

　姉妹というだけあってマロンの顔はハナによく似ていた。ただハナと対照的なのはその明るい笑顔だった。

　普段ハナはあまり笑うことがない。むしろ怒ることの方が多い彼女と比べると、マロンの雰囲気はまるで違って見えた。

　重い病気を抱えていることを感じさせないその笑顔に圧倒されて、ウォリー達は少しの間言葉を失ってしまった。

「は、はじめまして。僕はウォリー」

「私はダーシャだ、よろしく」

「私はリリといいます。で、この子はブレイブ」

「わぁ、犬ですか？　かわいい」

　マロンは目を輝かせてブレイブを見つめた。

「ちょっと触ってもいいですか？」

「はい、どうぞ」

　リリがブレイブを近づけると、マロンはブレイブの首回りをわしゃわしゃと撫で始めた。

　ブレイブは気持ちよさそうに目を細める。

「ははは、犬を見るのなんて何年ぶりだろ……ずっと家にこもっていたから」

　マロンはブレイブを撫でながら、今度はダーシャの方を見上げた。

「あなたはもしかして、魔人族ですか？」

　マロンにそう問われ、ダーシャは気まずそうに苦笑いした。

「おっと、もしかして魔人族は苦手だったか？　まぁこの国ではあまり歓迎されてないようだから無理もないな……」

「まさか、珍しかったので驚いただけですよ。魔人族にお会いするのは初めてなんです。ここにいると殆ど人と会えないから、今日はいろんな人と会えて嬉しいなぁ」

「そ、そうか？　それならよかった」

　ダーシャは少し恥ずかしそうにして頬をかいた。

「実は今日は、昼食を私が作ろうと思ってな、食材も買ってきたんだ」

「わぁ、それは楽しみです」

「ふふ、任せてくれ。事前にハナから君の好みは聞いてあるからな。ハナ、ちょっとキッチンを借りるぞ」

　そう言ってダーシャは部屋を出ていった。料理の手伝いがしたいとハナとリリもついていく。

「これ、君が描いたの？」

　ウォリーは部屋のあちこちに飾ってある絵を見て言った。

　マロンの部屋の四方の壁にはすべて絵が飾られていた。そのどれもが風景画だった。

　その中にはウォリーの見覚えのある風景もいくつか存在している。

「そうです。私は病気で外には出られませんから、いつも読書をしたり絵を描いたりして過ごしています」

「綺麗だな……まるでその場所まで行って描いてきたかのようだよ」

「１度は私も行ったことのある場所です。まだ私が元気だった時に。その思い出を頼りに描きました」

「立派な才能だよ。思い出だけでここまで細かく描けるなんて、すごい記憶力だ」

　ウォリーは感心した様子でマロンの描いた絵をうっとりと眺めた。

「絵を見ていると、少しだけその場所に行ったような気持ちになれます。でも、本当は絵なんかよりも直接行きたいんです。この部屋から飛び出して、いろんな場所に行ったり、いろんな人と話をしたりしたい……」

　マロンは少し悲しそうに視線を下に落としたが、すぐに先ほどの明るい表情に戻ってウォリーに笑いかけた。

「だから今日は皆さんが来てくれて嬉しいです。久しぶりに楽しい人達と会えました。あ、そうだ！」

　マロンは思いついたように声をあげ、両手を合わせた。

「お姉ちゃんのこと、いろいろ聞かせてくれませんか？　今までどんな仕事をしたのかとか……どんな場所へ行ったのかとか……いろいろ知りたい」

「うん、ハナはすごく頑張ってるよ。この前もハナのお陰で悪い人達を捕まえることができた」

「そうなんですね。私も１度お姉ちゃんが戦っているところを見てみたいです」

「ハナは本当にすごい魔法使いだよ。実力はこの世界じゃトップクラスだと思う」

　それからもウォリーはハナとの冒険の思い出を語り続けた。

　マロンは飽きる様子もなく目を輝かせながら話に聞き入っていた。

　ハナの話をするとマロンは嬉しそうな反応を返すので、語っているウォリーも楽しくなる。

　そうして時間も忘れ話し込んでいると、ハナが部屋に戻ってきた。

　彼女の手にはトレーがあり、そこに２人分の食事がのせられていた。

「お昼ご飯ができたわよ。食卓まで来てちょうだい」

　それを聞き、ウォリーは腰を上げて部屋を出ようとする。

　するとマロンが寂しそうな表情でウォリー達を見つめた。

「また後でお話し聞かせてくださいね」

「マロンは一緒に食べないの？」

「私は食卓まで移動できないから、ここで食べます」

「１人で？」

　ウォリーが心配そうに言うと、ハナが割り込んできた。

「仕方ないでしょ、この部屋はみんなで食事するには狭すぎるもの。でも安心して、私がマロンと一緒に食べるから、あなた達は食卓の方で食べてらっしゃい」

「やった！　お姉ちゃんと一緒にご飯だ！」

　嬉しそうにはしゃぐマロンを見て、ウォリーは安心して部屋を出ていった。

　部屋にマロンと２人きりになったハナは小さなテーブルをベッドのそばに置き、そこに料理を並べていく。

「ねえお姉ちゃん……」

「何？」

「ウォリーさん達、とてもいい人だね。これからもあの人達のこと、助けてあげてね」

　マロンの言葉に、料理を並べるハナの手が止まった。

「え、ええ、もちろんよ……」

　ハナは無理に笑顔を作った。

「ハナ！　ちょっと来て！」

　その時、食卓へ行ったはずのウォリーが戻ってきた。

　慌てた様子のウォリーに言われるまま、ハナはマロンの部屋を後にする。

「どうしたのよ」

「新しいスキルを取得できたんだ。ついさっきのことだよ、これでマロンを助けられるかもしれない！」

「本当なの!?」

「スキルは『調合マン』。アイテムを調合して新しいアイテムを作り出せる能力だ。これでマロンの病気に効く薬を作り出せるかも……材料が必要ではあるけれど」

「わかったわ！　何でも言って、かき集めてくるから」

　このスキル取得には１０００００ポイントが必要だった。以前、解呪マンを取得する際ポイントを使い切ってしまったウォリーだが、その後依頼をこなす中で取得できるくらいのポイントは既に稼いでいる。

　ウォリーは目を閉じて意識を集中させた。

　調合マンを発動させると、自身が望んでいるアイテムを頭の中で念じる。

　すると、アイテム調合のレシピが頭の中に浮かび始める。

「薬草、マンドラゴラ、サラマンダーの爪……」

　ウォリーが頭に浮かんだ調合材料を声に出す。

　ハナは必死にそれを紙に書き出した。

　６つ目のアイテムを書き終えたところで、ウォリーが黙り込んだ。

「これで終わり？」

「……駄目だ」

「え？」

「素材が足りない」

「どういうこと？」

「最後のアイテムだけは、市場に滅多に出回らない希少なアイテムだ。ダンジョンに取りに行くにも、高難度のダンジョンの奥深くでしか手に入らない。そこまで行けたとしても１００％手に入るとは限らないレアアイテムなんだ。どこかのパーティが奇跡的に持ち帰ってきても、それが一般の市場に出回ることは殆どないと思う」

　紙とペンを握るハナの手から力が抜けた。

「じゃあ、マロンは治せないの？」

「今すぐにはできない。でも、そのアイテムが手に入りさえすればいいんだ。可能性はある。ただそれを手に入れるためには時間がかかる。だから、マロンを助けられるのはＡランク試験の後になると思う」




　ウォリー達がマロンに会いに行った日から４日が経った。

　いよいよ明日、ポセイドンはＡランク昇格試験に挑戦する。

「はい、こちらが注文の品だよ」

「ありがとうございます」

　ウォリーは街の武具屋に来ていた。

　クラーケンドラゴンとの戦いに備えて、装備も優れたものを揃えておきたかった。

　ウォリーが店主から受け取ったのは特注の剣。

　今までウォリーが使っていたものと比べれば遥かに斬れ味のいい品だ。

　かなり値段が張ったが、試験に合格するためには金を惜しむつもりはなかった。

　ウォリーは店を出てから道場へ行き、新しい剣の試し斬りを行った。

　剣は、木材の標的に吸い込まれるように入り込んでいく。

　凄まじい斬れ味がウォリーの手元に伝わってきた。

　Ａランクモンスターの素材を用いて作られたこの剣が、相当な優れものであることをウォリーは改めて実感した。

　しかしこれほど優れた剣をもってしても、クラーケンドラゴンに大きなダメージは与えられないだろうとウォリーは思った。

　あの圧倒的な防御力を崩すためには、頭の角を破壊しなければならない。

　角は１本。しかし、斬っても再生する触手の猛攻を潜り抜けて角を破壊するのは、容易ではないだろう。

　結局はどのように立ち回るかがものを言う。上質な武具を揃えることは気休め程度にしかならなかった。

　ウォリーが道場を出て自宅へ向かって歩いていると、正面から見知った人物が来るのが見えた。

　その人物を見てウォリーは足を止めた。一瞬にして顔が強張る。

　相手もウォリーに気付いた様子だった。

「あら？　あらららら～？　ウォリーじゃ～ん」

　その人物、ミリアは大袈裟に両手を広げて笑顔を浮かべた。

「いや～奇遇だねぇ。何してんの？」

「ちょっと買い物だよ、ミリア」

　ミリアはぐるりと囲むように歩きながら、ウォリーを観察した。

「高そうな剣だねぇ、もしかして新品かな～？」

　ニヤニヤとした笑顔のままミリアはウォリーの装備を見つめる。

「あ、そうだそうだっ、聞いたよぉ～今度Ａランク昇格試験を受けるんだって？　すごいじゃん、さすがはウォリーだ、うんうん」

　一見喜んでいるように見えるミリアだが、それが本心ではないことをウォリーはわかっていた。明るく振る舞うその裏で、彼女は何かしらの闇を抱えている。

「でも相手はあのクラーケンドラゴンでしょ？　困ったねぇ～、いくらウォリーでも難しいんじゃないかな～」

「ミリア、教えてくれ」

「ん～？　どうしたの」

「僕は明日、試験を受ける。でもその前にはっきりさせておきたいんだ。ミリアの目的はいったい何なの？」

　ウォリーをレビヤタンから追放したのはジャックだが、そのきっかけを作ったのはミリアだ。そして今もミリアはウォリーに対して敵意を向けている。

　ウォリーはなぜミリアがそうまでするのかを知りたかった。

「僕達は小さい頃から一緒に冒険者を目指して頑張ってきた仲じゃないか。なんでこんなことをするんだよ」

　ミリアはしばらく黙ってウォリーを見つめていた。先ほどまでの笑顔は消え去っている。

　そして、ミリアはゆっくりとウォリーとの距離を詰めていった。

　鼻と鼻がぶつかるかというくらいまでミリアが近づいてくる。

　ウォリーの視界いっぱいに、怒りの表情のミリアの顔が広がった。

「そりゃあ、お前のことが嫌いだからだよ」

　笑顔で陽気に振る舞う彼女とは違う、その裏に隠された本物のミリアが姿を現した。

「ウォリー、お前は幼くして人並み外れた魔力を有していた。周りの大人達からは神童と言われ将来を期待されていた。それに比べて私は、お前と同年代というだけでいつも比較対象にされる。私がどれだけ頑張っても、いつもお前と比べられた」

　ミリアの口からギリギリと歯を食いしばる音が鳴った。

「私の扱いがさらに酷くなったのはあの日……私のスキルが目覚めた日だ。『チェス名人』……効果はチェスが上手くなるだけ。ダンジョンでは何の役にも立たないゴミスキルだと、散々馬鹿にされた。あの時はまだ私自身もスキルの真価に気付いていなかった。神はなんと不公平なんだと絶望したよ」

　ミリアは悔しそうな表情のまま腰に装備している剣を撫でた。

「魔力ではお前に敵わない。スキルはゴミスキル。ならば、せめて剣を極めようと、私は必死に剣術の訓練に励んだ。お前が周りの大人達にちやほやとされている裏で、私は血の滲む努力をしてきたんだ！」

　ウォリーはショックだった。ミリアが必死に努力していたのは知っている。しかしそこにある彼女の思いには、気付けなかった。

「その後私は自分のスキルの真の能力を見出し、Ａランクまで成り上がった！　だがな、まだ私は満足していない！　散々比較対象にされてきたお前よりも上に立っていなければならない！　私がそこにいることで、初めてあの頃の自分を慰めてやることができるんだ！」

　ミリアの怒気に圧倒され言葉が出なかったウォリーは、震える唇を何とかこじ開けようとする。

「……ごめん」

　ようやく絞り出したのはその３文字だった。長い間一緒にいながら、彼女の苦しみに気付いてあげられなかった。その罪悪感がウォリーを襲っていた。

「ごめんだと？　今さら謝ってももう遅い！　私を敵に回したらどうなるか、明日はっきりと思い知らせてやる」

　そう言ったのを最後に、ミリアの顔から怒りの表情が消える。にっこりとした笑顔が張りついた、いつものミリアに戻っていた。

「ま、そういうことだから。試験、頑張ってねぇ～。まぁ無理だと思うけど～」

　明るくそう言い残して、ミリアは去っていく。

　残されたウォリーはしばらく呆然と立ち尽くしていた。

　ミリアが望むのなら、明日の試験は辞退してもいい。

　過去のウォリーならばそう思っていたかもしれない。しかし、今は違う。

　ダーシャ、リリ、ハナ。

　自分を頼ってくれている仲間達がいる。

　ミリアのためではなく、仲間達のために冒険者でいることを決心したのだ。

　ウォリーは拳を固く握ると再び歩き出した。

　いよいよ明日、クラーケンドラゴンとの対決の日。










第九章　昇格試験




「みんな、準備はいい？」

　ウォリーは眼前に広がる森のダンジョンを眺めて言った。

　今日は試験当日。ポセイドンの４人は標的であるクラーケンドラゴンが潜むダンジョンの入り口に立っていた。

　見ただけでそこが普通の森ではないことが伝わってくる。

　ぐにゃぐにゃと曲がった不気味な形の樹木が群生しており、地面はところどころぬかるんでいて、紫色の霧が充満している。

　森全体がまるで異次元を思わせる異様な雰囲気を放っていた。

　ウォリー達はそれぞれ顔を見合わせる。

　決意を込めた目で頷き合うと、森の中へ足を踏み入れた。

　霧で満ちた森の中は、見通しが悪い。

　時々、動物なのかモンスターなのか、何かの鳴き声が聞こえてくる。

　ウォリー達は警戒しながら慎重に進んでいった。

「みんな！　上！」

　危機に真っ先に気付いたハナが声をあげた。

　直後に頭上から巨大なコウモリのモンスターが５体飛びかかってきた。

　ハナが魔法を飛ばし、２体を撃ち落とす。

　続いてさらに２体をウォリーが剣で斬り倒した。

　残る１体がダーシャに向かっていく。しかし、彼女は黒炎を出さずにただ立っているだけ。

　コウモリのモンスターがダーシャの目の前で壁にぶつかり弾かれる。リリの防壁魔法だ。

　体勢を崩したモンスターをウォリーが斬り、息の根を止めた。

　敵の全滅を確認し、再びウォリー達は歩き始めた。

　先ほどダーシャが攻撃をしなかったのは事前に決めていた作戦だった。

　クラーケンドラゴンとの戦いではダーシャの飛行能力が肝となる。

　しかし彼女のスキルは魔力消費が激しい。

　標的に出会うまでダーシャは極力魔力の消費を抑えて、他の３人で彼女を守りながら進むことにしていた。

　襲いくるモンスターを倒しつつ進んでいくウォリー達。

　やがてウォリーはある異変に気が付いた。

　周囲がやけに静かになっている。

　先ほどまであちこちで聞こえていたモンスターの鳴き声や動く音が一切しなくなっている。

　不気味さを感じつつもさらに奥へ進むと、広い空間に出た。

　霧のせいではっきりとは見えないが、その広く空いた空間の中央に巨大な岩のようなものが見える。

　ウォリー達が慎重に近づくと、その岩のような影がピクリと動いた。

　直後、そこから数本の触手が飛び出てくる。岩のように見えたのは巨大なモンスターだった。

　太い丸太のような４本の脚によってその巨体が持ち上がり、光る２つの目がウォリー達を見下ろした。

　モンスターの顔のシルエットは左右非対称。右片方には稲妻のような鋭い角が生え、左片方の角は欠けている。

　ウォリー達の標的、クラーケンドラゴンだ。

「みんな！　作戦通りいこう！」

　ウォリーが声をかけると全員が戦いの準備を始めた。

　ハナは少し離れた場所から遠距離魔法を撃てるように構えた。

　ウォリーは剣を構えながらクラーケンドラゴンへ近づく。

　リリはそのウォリーの後についていく形で移動する。

　そしてダーシャは黒炎の翼で上空へ。

　ウォリーが敵の射程距離に入る。

　直後に触手が襲いかかってきた。

　ウォリーは剣を素早く振るい、触手を切断する。

　彼のそばに立つリリは防壁で触手をガードして、ウォリーの負担を減らす。

　さらにハナが魔法攻撃を飛ばし、触手１本１本に器用に当てていく。

　作戦はウォリー、リリ、ハナの３人で触手の攻撃を引きつけ、できた隙をついてダーシャが頭部まで飛んでいき、角に攻撃を与えるというものだった。

　ウォリー達が真っ先に触手の攻撃を引き受けた効果で、ダーシャに向かう触手の数は少なかった。

　ダーシャは黒炎の剣で触手を斬りつつ、クラーケンドラゴンの角を目指して飛行した。

「今だ！」

　ウォリー、ハナ、ダーシャの攻撃のタイミングが重なり、すべての触手が切断された瞬間が作られた。

　ダーシャはそれを見逃さず、角に向かって突っ込んでいった。

　力を込め、黒炎の剣で角に思い切り攻撃を叩き込む。

「何っ!?」

　角を攻撃してすぐ、ダーシャが驚きの声をあげた。

　ダーシャは全力で剣を叩き込んだはずだが、角は折れていない。

　クラーケンドラゴンは角自体の強度も高いと聞いてはいたが、その硬さはダーシャの予想を遥かに上回るものだった。

　焦りによりダーシャは一瞬硬直してしまう。

　その瞬間、再生したばかりの触手の攻撃がダーシャに直撃した。

「ぐぅぅ！」

　触手の攻撃を受けたダーシャはそのまま弾き飛ばされ、木に叩きつけられた。

「ダーシャ！」

　ウォリーはクラーケンドラゴンの攻撃の間合いから離脱し、ダーシャの元へ駆け寄った。

「大丈夫だ……リリにバリアスーツを事前にかけてもらっていた」

　ダーシャは体についた土を払いながら立ち上がった。

「やっぱり硬いわ。前はジャックの剛剣があったから折ることができたけど、あの角、並みの攻撃じゃ破壊できない」

「いや、手応えがまったくないわけじゃない」

　ハナの言葉に、ダーシャは標的の角を指差した。

　よく見れば角には少しだが傷がついている。

「一撃で折るまではいかないが傷は与えられる。あと何発か叩き込めば、いずれは折れる」

「でも、私のバリアスーツで攻撃を無力化できるのは１回だけです。もう１度使うには30分待たなければいけません。次また攻撃を受ければダーシャさんは……」

　リリが心配そうにダーシャの手を握った。

「いや、大丈夫だ。私が傷を負ってもウォリーが回復してくれる」

　ダーシャは鞄からマジックポーションを取り出して栓を開けた。

「問題なのは私の魔力がもつかどうかだ。やはり飛行魔法は魔力消費が激しい。奴の角が折れるのが先か……私の魔力が尽きるのが先か……」

　ダーシャはポーションを一気に飲み干した。

「クラーケンドラゴンが来る！　もう１度やってみよう！」

　ウォリーの合図で再び４人は戦闘態勢に入った。

　先ほどと同じく、ウォリーが触手の攻撃を引きつけようとする。

　ダーシャは空中に飛び、角を攻撃する隙を窺う。

　しかし、クラーケンドラゴンの攻撃は先ほどとまるで違っていた。

　ウォリーの方に向かってくる触手はほんの僅か。大半の触手がダーシャを狙っていた。

「なんで!?　あいつダーシャを優先的に攻撃している！」

「ダーシャ！　１回離れ――」

　ウォリーが言い終わらないうちに上空でダーシャが触手に貫かれた。

　触手の先端がダーシャの腹に風穴を開け、下にいたウォリーに血が降りかかった。

　そのまま彼女は地面に払い落とされる。

「ダーシャあああああ！」

　ウォリーは急いでダーシャの元へ走っていった。

　彼女に触れ、回復マンを使う。

　回復魔法の力で彼女の傷が塞がり、何とか助けることができた。

　しかし、ダーシャの体を抱き起こそうとするウォリーに触手が襲ってくる。

　咄嗟にリリが防壁を作り、２人を守った。

「一旦離れましょう！」

　ウォリーとダーシャはその場から走り、クラーケンドラゴンから距離を取った。

「なんで私の方に触手が集中していたんだ!?」

「多分さっき角に攻撃を与えたせいだよ。あの攻撃でダーシャを警戒し始めたんだ！」

「どうしましょう、これじゃあもう角に攻撃を当てられない」

　クラーケンドラゴンから距離は取ったものの、向こうもウォリー達を追ってくる。次の手を考える猶予は殆どなかった。

「やつの左脚を狙いましょう！」

　焦るウォリー達に、ハナがそう声をかけた。

「前回の戦いであいつの左脚を集中攻撃したの。その傷はまだ残っているはずよ。左脚を攻撃して、怯んだ隙にダーシャが角を狙うの」

「よし、奴はもうすぐそこまで迫ってきている。その作戦でいこう」

　ダーシャは再び翼を出すと、上空に飛び上がった。

「ウォリー！　脚への攻撃は任せたぞ！」

　ダーシャに言われ、ウォリーは頷くとクラーケンドラゴンの元へ走っていった。

　何本かの触手がウォリーを襲う。

　リリはウォリーの後ろにつきながら防壁で触手を防いでいった。

　空中でダーシャは新たにマジックポーションを２本取り出し、飲んだ。

（くそ、マジックポーションで回復できる魔力は僅かだ。魔力消費に追いつかなくなっている……）

　ダーシャは焦りを抱きながら、ウォリー達が攻撃の道を開いてくれることを祈った。

　直後、クラーケンドラゴンの体が大きく前のめりに傾いた。明らかに怯んでいる。

　ウォリーの攻撃が標的の左脚に直撃したようだった。

　ダーシャはすぐに角めがけて飛び込んでいった。

　大量の触手がダーシャに迫ってくるが、敵の足元をウォリーが剣で斬りつけるたびに触手の動きが止まった。

　触手を切断しながら、ダーシャは突き進んでいく。

　とうとう角まで辿り着いた彼女は再び黒炎の剣を振り下ろした。

　狙いは１点。最初の攻撃でつけた傷跡だ。

　ガキンと金属がぶつかるような音がしてダーシャの剣が弾かれた。

　剣は角に直撃したものの、未だ折るまでには至っていない。しかし、角の傷は先ほどよりも大きくなっていた。

「よし、このまま行けば……うわっ」

　気付けばダーシャは触手に囲まれていた。

　慌てて彼女は上方向に飛び、攻撃を回避する。

「連続して角を攻撃するには隙が足りないか……」

　ダーシャは再びクラーケンドラゴンから距離を置き、次のチャンスを待った。

　敵は触手がダーシャに届かないとわかると、今度は足元のウォリー達を攻撃し始めた。

　ウォリーとリリは斬っても斬ってもやまない触手の攻撃の中、必死に左脚を狙い続けた。

　ハナも魔法を放ってウォリー達を援護する。

　霧に囲まれた森の中で激しい戦いの音がしばらく続いた。




　10分が経過した。

　あの後ダーシャはさらに２発、クラーケンドラゴンの角に攻撃を当てた。

　最初は表面に薄くできていただけの角の傷は、亀裂に変わっている。

　角の破壊まであと少しのところまで追い詰めていた。

　しかし、ウォリー達のスタミナも残り僅か。

　止まらない触手の攻撃を受け続け、みんな息切れをしている。

「ああああああ!!!」

　ダーシャが叫んだ。

　魔力を消耗している自分の身体に鞭を打ち、力を振り絞るためだ。

　もう少しで角が折れる。ここで倒れるわけにはいかないとダーシャは全身に力を込めた。

　黒炎の翼を広げ、高く飛び上がる。

　だが、数メートル飛び上がったところで翼が溶けるように消滅した。

「なっ!?」

　ダーシャは慌てて再び黒炎を出そうとする。

　しかしどれだけ絞り出しても、火の粉のような頼りないものしか出てこない。

　直後にダーシャの全身を強烈な疲労感が襲う。

（嘘だ……あともう少しなのに……）

　絶望に包まれながらダーシャは地面へと落下した。

　ダーシャは必死に身体を起こそうとする。しかし、力が入らない。視界もぼやけ始めている。

　倒れたダーシャに大量の触手が迫ってくる。クラーケンドラゴンから離れようとしても這う力すら出すことができない。

　その時、リリの防壁が現れダーシャを触手から守った。

　ウォリーが駆け寄っていき、ダーシャを背負う。

「ダーシャ！　大丈夫!?」

　ウォリーはダーシャを背負ったまま、安全な場所へ移動するために走った。

「魔力切れのようだ……」

「マジックポーションは!?」

「駄目だ……すべて使い果たしてしまった……。私はここまでだ……」

　逃げるウォリー達の背後から地響きが鳴る。クラーケンドラゴンの足音だ。

「あいつ追ってきます！　どうしましょう！」

「ダーシャはもう戦えない。残念だけど、撤退しよう！」

　ウォリーにとって、クラーケンドラゴンを倒すことよりもダーシャの安全確保が重要だった。

　リリは時々防壁を出してクラーケンドラゴンを足止めする。しかし、それでもウォリー達は追い詰められつつあった。

「息切れをしているぞ……」

　ウォリーの背中にぐったりと身を預けながら、ダーシャは言った。

　彼の走る速度が遅くなっている。その原因は自分を背負いながら走っているせいだとダーシャはわかっていた。

「私を置いていけ。このままでは……全員奴の餌食だ……」

「何言ってるんだよ！　そんなことできない！」

「私を背負いながら逃げ切るのは無理だ……。みんなの足を引っ張りたくない……頼む……」

　ウォリーは足の力を振り絞り、無理に速度を上げた。

「大丈夫だ、必ず、必ず逃げ切るから！」

「ウォリー……私に悔いはない。君は魔人族の私にも平等に接してくれた。……君のような人がいると知れただけで……この国に来た甲斐があった。……私は君に未来を託したい。だから……私をここに置いていってくれ……」

「駄目だ！　絶対にダーシャを守る！」

　そう返すウォリーだったが、彼自身の体力もどんどんなくなっていく。

　もうすぐ近くまでクラーケンドラゴンは迫っている。

　ウォリーはがむしゃらに両足を動かした。しかし、その足がもつれて彼は大きく転倒してしまった。

「ウォリーさん！」

　焦ったリリが防壁でクラーケンドラゴンを足止めする。

　触手が防壁を攻撃し、ヒビが入る。

　リリの足止めは長く持ちそうにない。

「早く私を置いていけ……それでみんな助かる」

　ダーシャに言われ、ウォリーは唇を噛みしめた。頭を左右に振り、再びダーシャを担ぎ上げようとする。

　しかしウォリーが立ち上がるよりも早く、防壁が砕かれてしまった。

　クラーケンドラゴンが再び歩き出そうとする。

　その時、矢の形をした電撃がクラーケンドラゴンの頭部に連続して撃ち込まれた。

「私が何とか気を逸らすわ！　だから早く逃げなさい！」

　電撃を撃ち込んだ主、ハナが敵の前に立ちはだかった。

　リリもハナの隣で新たな防壁を作り出そうとしている。

「馬鹿が……お前達も早く逃げろ……」

　虚ろな目をしたダーシャが、呆れたように言った。

　ダーシャの願いに反して誰も彼女のそばを離れようとしない。

「絶対にみんな無事で、この森を抜け出す！」

　ウォリーが自分に言い聞かせるようにそう叫んだ。

　その時、ウォリーの頭の中で声が聞こえた。




《お助けスキル『貸出マン』の取得が可能になりました》




《貸出マン》




《自分の魔力を一時的に他人に貸し与えることができる。取得のために必要なお助けポイント：１０００００ポイント》




　ウォリーはすぐにスキルを取得した。

　ダーシャに魔力を与えられれば、魔力切れから助け出すことができる。

　彼女に触れスキルを発動させると、ダーシャの身体が光り輝き始めた。

「これは……!?」

　ダーシャが驚いて自分の身体を見つめる。

　先ほどまであった疲労感が徐々に消えていき、手足が動くようになっていく。

　彼女は自らの足で立ち上がった。

　その姿を見て、そばにいたウォリーは安心して表情を緩める。

「ウォリー、君がやったのか……？」

　ダーシャは目を丸くしてウォリーを見つめた。

「早く逃げるわよ！」

　ハナが叫んだ。

　彼女には何が起こったのかわからなかったが、とにかくダーシャは回復した。ならば急いでこの場を離れることが最優先だと判断した。

　敵を足止めするのももう限界に近い。

「いや、戦おう」

　ダーシャがクラーケンドラゴンと向き合って言った。

「何言ってるの!?　また魔力切れを起こすわよ！」

「いや、もう少しで奴を倒せるんだ。次で決める」

　ダーシャは追い込まれたせいですてばちになっているのだとハナは思った。しかし、ダーシャは確信していた。今ならクラーケンドラゴンに勝てると。

「どうやったかは知らないがウォリーが私に魔力を与えてくれた。普段の私ではあり得ない量の魔力を感じる……凄まじい魔力量だ。力がみなぎっている。今なら、最高出力で戦える」

　ダーシャは落ち着いた目で仲間達を見つめる。

　ハナはそれ以上何も言わなかった。ウォリーとリリも、ダーシャに頷き返す。

　ダーシャの姿を見て、彼女が決して強がりを言っているのではないと伝わった。

「もう１度戦おう。次が最後のチャンスだ」

　ウォリー達は再び戦闘態勢に入った。

　戦法は変わらない。ウォリーとリリとハナで触手を引きつけ、ダーシャが角を狙う。

　ダーシャは大きく深呼吸すると、黒炎を発動させた。

　彼女の背中に炎の翼が出現し、高く飛び上がる。だが、その姿は以前の彼女とは大きく違っていた。

　翼の大きさが倍以上大きくなっている。

　ウォリーの膨大な魔力を受けたダーシャは、底知れぬ力を出せるようになっていた。

　強力な魔力に反応しているのか、彼女の角と目が光を放っている。

　ダーシャはさらに黒炎を操り、剣を作り出す。

　それは５メートル近い長さの巨大な剣だった。

「魔王……？」

　ウォリーは思わずそう呟いてしまった。

　いつだったか、彼が歴史に関する本を読んだ時のこと。

　そこに１枚の挿絵が載せられていた。

　かつて人間と魔国が争っていた時、戦場に現れた魔王の姿を再現した絵だった。

　その絵と、今のダーシャの姿が似ているように感じられた。

　クラーケンドラゴンが触手を一斉にダーシャに向けて伸ばした。

　ダーシャは素早く剣をひと振りする。

　そのひと振りで、すべての触手を切断してしまった。

「はあああああああ!!」

　雄叫びとともにダーシャはガラ空きになった頭部へ突っ込んでいく。

　巨大な黒炎の剣を天高く掲げると、相手の角めがけて思い切り振り下ろした。




　――２時間後。

　ギルドには冒険者達が集まっていた。

　彼らは何かギルドに用事があって来ているのではない。

　ただ、ウォリー達の帰還を待っていた。

　みんな、ウォリー達とは面識のない冒険者ばかりであったが、それでも試験の結果がどうなるのかいち早く知りたがっていた。

　もしウォリー達が試験を達成することができれば、このギルドに新たなＡランクパーティが誕生することになる。

　Ａランクに上がる冒険者はそう多くはない。みんな、その瞬間を見届けようとギルドに集まっていた。

　ウォリー達の帰りを待つ人ひと集だかりの中に、ミリアの姿があった。

　彼女は周りにいる冒険者とは違い、Ａランクパーティの誕生など期待してはいない。

　そして彼女は確信していた。ウォリー達は試験に失敗すると。

（ウォリーは最後まで気付かなかった。私がハナという駒を潜り込ませているということに）

　ミリアは心の中で呟き、笑みを浮かべる。

（ウォリー、こうなったのはお前のお人好しな性格のせいだ。自分の追放に賛成していた相手なのにもかかわらず、ハナをパーティに迎え入れてしまった。人助けをしたせいでパーティから追放されたお前は、人助けをしたせいで試験に失敗するんだ）

　ミリアが１人ニタニタと笑っていると、ギルドの外が騒がしくなった。

「帰ってきたぞ！　ウォリー達だ！」

　そんな声が聞こえてくる。

（ほう……命は失わずに済んだか）

　そう思いながらミリアはギルドの入り口を見つめた。

　今、彼女が思い描いているのは、クラーケンドラゴンに敗北しボロボロになって戻ってくるウォリーの姿。

　その想像が現実になるだろうと信じて、ギルドに彼らがやってくるのを待った。

　入り口の扉が開かれ、４人の男女が入ってくる。

　ウォリーのパーティ、ポセイドンだ。

　しかしその姿は、ミリアが想像していたものとはまるで違っていた。

　ウォリー達は台車をギルドの中に運び込む。

　台車の上にのっているものを見て、ギルドに集まっていた冒険者達は歓声をあげた。

　ただ１人、ミリアだけが言葉を失っていた。

　台車の上には、クラーケンドラゴンの首がのせられている。

　それは、ウォリー達がクラーケンドラゴンを討伐したということ、そして彼らのＡランク昇格を意味する。

　ギルドの冒険者達は興奮してウォリー達を祝福した。

「ハナぁ!!」

　ギルドに怒声が響く。

　先ほどまでざわついていたギルド内が一瞬で静まり返った。

　声をあげたのはミリア。

　彼女は怒りの表情でずかずかとハナの前に寄っていく。

「これはどういうこと？」

　ミリアがハナを睨みつけるが、ハナは動じず涼しい顔をしていた。

「ああミリア、ちょうどよかった。あんたに返すものがあったの」

　ハナはそう言ってバッグから小瓶を取り出し、ミリアの足元にばら撒いた。

　それはミリアが用意した睡眠薬。ダーシャのポーションに仕込んだはずの薬だった。ミリアがハナに渡した分きっちりの数の瓶が、床に散らばっている。

　それを見てミリアの表情がより険しくなった。顔を真っ赤にして、怒りで拳を震わせ始める。

「なんでこれが……お前っ……仕込まなかったのかハナぁ!!」

「ええ」

　ミリアが怒鳴りつけてもハナはまったく引く様子がない。当然と言わんばかりの態度でミリアを睨み返している。

「何を考えてる！　お前はレビヤタンに戻れなかったら妹の治療費が払えないはずだろ！　マロンがどうなってもいいのか!?」

「無駄だよ、ミリア」

　ウォリーが声をかけた。

　状況がわからないミリアは息を荒らげてウォリーを睨んだ。

「僕達は既に全部知っていたんだ。この試験を受ける前から……君がハナと繋がっていたことを。すべてハナが正直に話してくれた」

「何だと？」

「ハナの妹……マロンの病気は治ってる。ハナが君に従う理由はもうないんだ」

　ウォリーの言葉を聞き、ミリアは凍りついたように固まった。先ほどまでの勢いが消え、唇を小刻みに動かしている。

「馬鹿な……そんなわけ……あの病気はどの医者にも治せなかったはず……」

　ミリアはマロンの病気について念入りに調査をしていた。だからこそ利用できると思っていた。それだけに、マロンが治ったというウォリーの言葉はとても受け入れられるものではなかった。




※　※　※




　――５日前。

「じゃあ、マロンは治せないの？」

「今すぐにはできない。でも、そのアイテムが手に入りさえすればいいんだ。可能性はある。ただそれを手に入れるためには時間がかかる。だから、マロンを助けられるのはＡランク試験の後になると思う」

　先ほど調合マンを取得したばかりのウォリーにハナは期待を寄せていたが、材料が足りないとわかり、がっくりと肩を落とした。

「わかったわ。でもマロンの病気は重い……あまり時間は残されていないわ……」

　俯きながらそう呟くハナ。

　その姿を見てウォリーの気持ちも沈んでいく。

　その時、ウォリーはふとあることを思い出した。

「待って、ハナ！　もしかしてあの時の花はまだ持ってる!?」

「花……？」

「青龍花だよ！　前に僕がレビヤタンだった頃、森の奥で見つけたでしょ？　確かあの時ミリアが手に入れて、それをハナに渡したはず」

「足りない調合の材料って……もしかして……」

「そう、青龍花だよ。あの花があれば薬が作れるんだ！」

　ハナはその言葉を聞いてすぐ、家の奥の方へ走っていった。そして、戻ってきた時には手に大きめの瓶を持っていた。

　瓶の中には青い色の花が保存されている。

　青龍花だった。

「あの後この花を持ち帰って、もしかしたらマロンの治療に使えるかもって思ったの。それでいろいろな調合師のところを回ったんだけど、どこへ行っても取り扱いが難しいから調合できないと断られてしまって……」

　ハナの手にある青龍花を見て、ウォリーの表情に希望が差し込み始めた。

「ありがとうハナ、これ以外の材料の入手難易度はそう高くない。これで薬が作れるよ！」

「わかった！　じゃあ他の材料を集めてくるわ！」

　ハナは材料を書き留めた紙を握りしめて、家を飛び出していった。

　それからしばらく経って、ハナが材料を買って戻ってくる。ウォリーはそれをテーブルに１つ１つ置いていった。

　最後に青龍花を置き、すべての材料が並べられる。

「ウォリー、大丈夫なの？」

　テーブルの材料と向き合うウォリーを、ハナが不安そうに見つめる。

「青龍花の調合は失敗する確率が高いって、どこの調合師を訪ねてもそう言われたわ」

「今は信じるしかない。自分のスキルを……」

　今ある青龍花は１つだけ。

　これに失敗すれば新しく材料を調達するのは困難になってしまう。

　ウォリーは目を閉じて、心の中で祈った。

（助けて、お助けマン……）




※　※　※




　――現在。

　調合マンの効果で、マロンの病気は回復した。そして、彼女を助けたことによって１０００００ポイントを取得していた。もしも彼女を助けずに試験へ行っていたなら、貸出マンの取得もできなかっただろう。

「マロンの病気が治っただなんて……そんなことあるわけ……」

　ミリアは困惑しながらウォリーを睨み続けている。

「これが現実よ、ミリア！」

　そう言うハナの強気な態度は、ミリアから見てもハッタリとは思えなかった。

　マロンが治ったと嫌でも信じるしかなかった。

「私はもうあんたの駒じゃない！　今の私は……ポセイドンのメンバー。ウォリー達の仲間よ！」

　ハナはそう宣言すると、周囲に群がっている冒険者達を見回して言った。

「皆さん、聞いてください！　私、ハナは……ここにいるミリアに脅されていました。ここに散らばっている睡眠薬を仲間のポーションに混ぜて、試験を妨害するように指示されていたんです！」

　ハナの告白にギルド内がざわつき始める。

「ミリアが？　まさか……」

「マジかよ……」

　疑惑の視線を向けてくる冒険者達を見て、ミリアは慌てだした。

「いや、いやいや！　みんな信じないでよ！　こいつが言ってるのはデタラメだよ！　私を陥れようとしてるんだ！」

　ミリアはハナを真っ直ぐ指差して叫ぶ。

「今さら見苦しいわよ！　ミリア！」

「うるさい！　私は何も知らないね！　知らないったら知らない！」

　睨み合うハナとミリア。

　周りの冒険者達は混乱した様子で２人を眺めている。

「ちょっといいかな」

「ああ!?　今取り込み中だ！　部外者は引っ込んで――」

　ミリアはそこまで言って言葉を途切らせた。

　彼女の背後から声をかけた男。それはギルドのトップだった。

「ああ、ギルド長。聞いてくださいよ、ハナが私にいちゃもんをつけるんですよ、試験を妨害したとか何とか……」

「ああ、全部見ていたよ。だが私はハナ君の言い分の方が信憑性があると思うがね」

「は!?　何をおっしゃるんです！」

　ギルド長は床に落ちた小瓶を１つ拾い上げると、それをミリアに突きつけた。

「君はハナ君が床に投げ捨てたこの小瓶を見て明らかに動揺していた。この場にいる冒険者達はハナ君から説明があるまで瓶の中身が何なのかわからなかったが、君だけは真っ先に反応していた」

「う、それは……」

　先ほどまで顔を赤くして怒り狂っていたミリアの顔が一気に青ざめる。

「さらに君はその後こう言った、『仕込まなかったのか』と……」

　ミリアはそれを言われて初めてハナの策略にはまっていたことに気が付いた。

　ハナはあえて瓶を床にばらまいてミリアに見せつけたのだ。ポーションに仕込んだはずの薬を晒すことでミリアを逆上させ、平常心を奪って失言を引き出した。

　ギルド長の言葉を聞き、冒険者達の空気は一変した。

「ミリア、お前そんな奴だったのか！」

「ひでえことしやがる！」

　批判的な視線が一気にミリアに集中する。冒険者達は口々に彼女を責め始めた。

「お前なんかに冒険者の資格はねえ！　出ていけ！」

「そうだ！　ギルド追放処分にしろ！」

　立場が弱くなったミリアは思わずスキルを発動させた。

　チェス名人。戦況を予測し最善の手を導き出す能力。

　しかし今はどれだけ頭を働かせてもこの状況から抜け出す道は見えてこない。

　完全に〝詰み〟だった。

　ミリアは自分を囲む冒険者達をぐるっと見回す。

　自分を非難する目、目、目……。

　その中に１つだけ異質な視線がある。

　ウォリーだった。

　彼は今にも泣きそうな、悲しい目でミリアを見つめている。

（こいつ、私を哀れんでいる……）

　その瞬間、ミリアのプライドはズタズタに引き裂かれた。

「あああああああああ!!」

　ミリアは絶叫し、頭をかきむしった。

　突然のことに周囲で非難を浴びせていた冒険者達は思わず黙ってしまう。

　ミリアにとって、最も負けたくない相手……そのウォリーから哀れみを向けられるということはこの上ない屈辱だった。

「ああわかったよ！　出てけばいいんだろ！　出てってやるよ!!」

　そう怒鳴ってミリアはギルドの扉に手をかけた。

「お前ら全員死ね!!」

　ミリアはギルドから１歩外に出るとそう吐き捨て、壊さんばかりの勢いで扉を叩き閉めた。




　Ａランク試験が終わった翌日。ギルド近くにあるレストランはいつも以上に賑わっていた。

「おぉ～来たぞ！　主役のお出ましだ！」

　ウォリー達が店に入るなり、歓声が起こる。

　今日この店は冒険者達の貸し切りで、ポセイドンのＡランク昇格を祝して宴会が開かれることになっていた。ウォリー達の昇格は他の冒険者達にとっても嬉しいことだ。Ａランクのパーティはそう多くないため、今回の昇格はギルドの知名度にも大きく影響する。

　強いギルドに所属できることも、冒険者にとっては名誉なことなのだ。

「さぁ座ってくれよＡランクの皆さんっ」

　ウォリー達は促されながら着席する。テーブルには大量の食事が並べられていた。

「うわぁ、すごい」

　リリが目を輝かせながらテーブルを見渡す。

「皆さん……ありがとうございます！」

　ウォリーはそう言って周囲に頭を下げた。

「いいっていいって、お前達のおかげでまたうちのギルドの株が上がるってもんだ。今までレビヤタンが活躍してくれていたが、ジャックもミリアもあんなことになっちまったからなぁ……これからはお前達がギルドを盛り上げていってくれよ！」

　冒険者の１人がそう言ってウォリーの背中を軽く叩いた。

「ま、俺達だって負けるつもりはねぇけどな！」

　彼の言葉に、店中に笑いが起こった。

「さぁて、さっそく飯といきたいところだが、その前にせっかくだ、今日の主役に挨拶をいただきたい」

　店内の視線が一斉にウォリーに集まった。ポセイドンのリーダーはウォリーだ。皆彼の言葉に期待していた。

　しかしウォリーはそれに応える代わりにダーシャを見た。

「じゃあダーシャ、お願い」

「えっ!?　な、何でだ！　ここはウォリーの役目だろう！」

「こんな機会滅多にないんだ、たまにはいいんじゃないかな」

「う、うぅ……しかしいきなりこんな」

　ダーシャは魔人族。彼女はこのギルドに来た時、差別を受けている身だった。しかし今冒険者達は彼女を祝ってくれている。今この場で彼女に発言させることは、この国と魔人族との関係に大きな影響があるとウォリーは思ったのだ。

「んっ、んんっ！」

　ダーシャは咳払いをしながらその場に立ち上がった。

　魔人族を差別する国でダーシャが発言する。そのことに異議を唱える者はいなかった。むしろみんな静まって彼女の言葉を待っている様子だった。

「見ての通り、私は魔人族だ」

　冒険者達を見渡しながら、彼女は語り始めた。

「私はこの国と魔国の友好関係がもっと進展することを願い、ここへ来た。冒険者になったのは、自分の強さを見せつけるためだ。このギルドで功績を上げて私の実力を示せば、みんなが私を尊敬し、魔人族を認めてくれると……そう思っていたが、彼と出会って考えが変わった」

　彼女は少し黙ってから、ウォリーの方を見た。

「初めて会った時、こいつは馬鹿だと思った。余計なお節介をしてくるし、自分が危険なのにもかかわらず私を助けようとしてくる。危なっかしい奴だ」

　そう言われてウォリーは恥ずかしそうに顔を歪める。

「ホントよ……」

　隣でハナが呟いた。

「しかし彼が人を助けるたびに仲間が増えていった。ここにいるリリは前パーティの虐待からウォリーに助けられ、仲間になった。ハナの妹は病気だったが、彼がそれを助けたことで最終的にハナはミリアより我々に味方してくれた。今私達がここにいるのは、強さだけではない。人助けによる繋がりがあったからだ」

　はじめこそここで発言するのを躊躇していたダーシャだったが、今は胸を張って周囲の冒険者たちに語っている。彼女は握りこぶしを作り、自身の胸に当てながら言った。

「ウォリーと行動をともにして、冒険者はただ強さを求めるだけでは駄目なのだと学んだ。大切なのは人を助けたいと思う心だ！　冒険者は誰かを助けるために存在する！　だからこれからも我々は、このギルドで多くの人の助けになりたい！」

　その言葉に、周囲から拍手が起こり、ダーシャは驚いて目を丸くする。魔人族である自分の言葉に対して、このような反応が返ってくるのは彼女も予想外だった。しかし今彼女の周りには軽蔑の目を向けるものはいない。みんな笑顔で彼女に拍手を送っている。

「さて、それじゃあポセイドンのＡ昇格を祝して……」

「乾杯!!」

　皆が声を揃えて叫ぶと、賑やかなパーティが始まった。




　飲み、食べ、歌い、楽しいひと時が過ぎていき、宴会が一段落ついた頃だった。

　ハナがウォリーに小さく囁きかけた。

「ねぇ、ちょっと外出ない？」
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「え？」

「あんたに話しておきたいことがあるの。２人きりがいいわ」

　みんなが談笑をしている中で、ウォリーとハナはこっそりと店の外へ出ていった。

「ちょっとダーシャさん！　大変ですよ！」

　他の冒険者と会話中だったダーシャのところに、リリが慌てた様子で割り込んで来る。

「ん？　どうした」

「ウォリーさんとハナさんが何か怪しいんですよ！」

「と……言うと？」

「さっき見てしまったんです！　ハナさんがウォリーさんに声をかけて、２人して店の外へ出ていくのを!!」

　言われてダーシャが店内を見渡すと、確かに２人の姿はない。

「何か……内密な話でもあるんじゃないか？」

「あーもう！　わかってないですね！　これはアレに決まってるじゃないですか！」

「アレ……とは？」

　ダーシャはきょとんとしてリリを見つめる。

「告白ですよ告白！　ハナさんはウォリーさんに愛の告白をしようとしてるんですよ！」

　そこまで言われてダーシャはハッとして顔を赤くする。

「そ、そ、そんなわけないだろう！　リリは考えすぎだ！」

「いいですか、ウォリーさんはマロンさんの恩人なんですよ？　そりゃあ惚れたって不思議じゃないでしょう！」

「そ、そうだったとしても、２人の問題だしそっとしておいた方が……」

　リリは大きくため息をつき、首を横に振った。

「じゃあ、ダーシャさんはウォリーさんを取られてしまってもいいんですね？」

　その言葉にダーシャの顔が一層赤くなる。

「お、おい！　別に私はそういうのじゃ……」

「ふーん、そうですか。じゃあ２人のことは放っておいていいんですね？　あぁ……こうしている間にもウォリーさんとハナさんは……」

「うぅ～」

　ダーシャは少しの間俯いて唸っていたが、やがて飲み物の容器をダンッと音を立ててテーブルに置き、立ち上がった。

「ちょっと見てくる」

「ふふ、やっぱりウォリーさんが気になりますか？」

「き、気になるとかでは……内緒話されるのが嫌なだけだ！」




　店の外は心地よい夜風が吹いていた。店内からは宴会の声が漏れ聞こえてくる。

　ウォリーとハナは人の少ない店の裏路地で向かい合っていた。

「ハナ、どうしたの急に？」

「えっと、まずあんたに言っておくことがあるわね……」

　ハナは気まずそうにそう言った後、勢いよく頭を下げた。

「そのっ……ごめんなさい!!」

「……え？」

　突然のハナの行動にウォリーは困惑する。

「レビヤタンにいた時、いろいろあんたに酷いことしちゃったでしょ？　だから……謝罪よ！」

「そんな……頭上げてよ」

「あんたにはマロンも助けてもらったし、ちゃんと言っておかないとね」

　ハナは鞄を開くと中から書類を１枚取り出した。

「こっからが本題なんだけど……」

　彼女はその書類をウォリーに手渡す。そこに書かれている文章を見てウォリーの表情は強張った。

「パーティ……脱退届!?」

「ええ、私はこのパーティを抜けるわ」

　ハナは暗い顔で俯いた。

「どうして!?　ようやくＡランクに上がれたっていうのに」

「私は元々ミリアの命令であなた達のパーティに潜入したのよ。あなた達を裏切ろうとしておいて、そのまま仲間になるなんて虫のいい話だわ。私はここにいる資格なんてないのよ」

「でも、もうミリアに従う必要もない！　これからは仲間としてやっていけるじゃないか」

　必死に止めようとするウォリーに対して、ハナはにこりと笑顔を返した。

「ごめんね。私自身がここにいることを納得できないの。これは私なりのけじめなのよ」

　ハナは背を向けてその場をゆっくりと離れていく。

「さよなら、ウォリー。ありがとうね……」

　そう言って去っていく彼女を、ウォリーは寂しそうに見つめていた。

　その時、ハナの進路の先に２つの人影が現れた。

「はぁ……この前のハーレム作戦の時といい、またリリの勘違いか」

「うぅ、すいません」

　突然現れたダーシャとリリを前に、ハナは驚いて後ずさった。

「何よあんた達、聞いてたの？」

　ハナの問いには答えず、ダーシャはウォリーの元へ歩いていく。そして彼が手にしている書類を受け取りまじまじと見つめた。

「ふん、脱退届だと？」

　彼女は鼻で笑うと、書類をびりびりと破り捨てた。

「ちょっと！　何すんのよ！」

「おいハナ、まさかこの私から逃げようとでも思ってるんじゃないだろうな」

「はぁ？」

「逃がしはしないぞ。まだ私との勝負は決着していなんだからな！」

「何のことよ!?」

「オークの大量討伐の時に約束しただろう！　次は絶対にお前より沢山討伐してやるってな。忘れたとは言わせないぞ」

「あんなこと、まだ根に持ってるなんて……」

　ハナが呆れた様子で言う。

「けじめと言うのなら私との約束は果たしてもらおう！　まぁこの私から尻尾を巻いて逃げたいと言うのなら、仕方がないがな」

「そうですよ～私達に黙って消えようなんて卑怯ですよ」

　リリもダーシャに同調して言った。

「あんた達って奴らは……」

　唖然とするハナの肩に、ウォリーが手を置いた。

「ハナ、ダーシャは素直じゃないからああ言ってるけど、要はハナに行かないでほしいってことだよ」

「あっ、ウォリー、余計なことを……っ」

　ダーシャが怒り交じりに言うが、ウォリーは構わず続ける。

「みんなもうハナのことを仲間だって認めてるんだよ。これまで何度も一緒に戦ってきたじゃないか、それにハナの協力なしにクラーケンドラゴンは倒せなかった」

　彼はハナの前に手を差し出した。

「だからハナ、改めて僕達のパーティに加わって欲しい」

　彼女は差し出された手を見ながら、躊躇した様子でその場に立ち尽くしている。

「行くな、ハナ」

　ダーシャが声をかけた。

「お前がいないと、その……張り合いがない」

　ハナはしばらく黙っていたが、やがて肩の力を抜いて大きく息を吐いた。

「仕方ないわね、勝負の約束もしちゃったし……もう少しだけ付き合ってあげるっ」

　彼女は呆れたように笑うと、ウォリーの手を握った。




※　※　※




　７年前。幼いミリアは頻繁に近所の道場に通っていた。

「おや、ミリアちゃん今日も剣の訓練か？」

　先に道場に来ていた大人に声をかけられ、ミリアはこくりと頷く。

「頑張るのはいいことだがほどほどにしておけよ？　ミリアちゃんに戦いは向いてねぇよ」

　そんな言葉を無視し、彼女は模擬刀を手に取る。

「幼馴染のウォリー君に近づきたい気持ちはわかるけどなぁ、結局戦闘じゃスキルがものを言うんだよ」

　ウォリーの名を出され一瞬彼女の動きが止まったが、すぐに模擬刀を振るい始めた。

　ここの大人達はみんなこうだ。ミリアには何も期待していない。

　日々どれだけ剣の修行をしても、チェス名人という戦闘向きでないスキルを持っていることで誰にも認められない。

　才能がないくせに頑張り続ける哀れな少女だと思われているのだろう。

　そして大人達がいつも口にするのはウォリーの名だ。高い魔力と治癒師という便利なスキル持ちの彼の方に、大人達の期待は集まっている。




　道場からの帰り道。彼女はそのウォリーとばったり出くわした。

「あ、ミリア。今日も道場行ってたんだ」

「うん。そうだウォリー、ちょっと私と手合わせしましょっ」

　彼女はウォリーを誘い、道場へと引き返す。

　そして２人は模擬刀を持って向かい合った。

「さぁ、いつでも来なさい」

　ミリアが言うと、ウォリーは勢いよく彼女の方へ飛び込んで行った。

　彼の剣さばきはあまりにもぎこちなく、ミリアの目には止まって見えた。

　あっさりと攻撃を躱すと、下からウォリーの手元に攻撃を加える。

「うわぁっ」

　ミリアの一撃で、ウォリーの持っていた模擬刀は遠くへと弾き飛ばされてしまう。その勢いに耐えられず、彼は尻餅をついた。

　倒れる彼の喉元に、ミリアが模擬刀を向ける。

「相変わらず弱っちぃねぇ～、ウォリーは」

　手合わせというのは口実で、実際の彼女の目的は憂さ晴らしだ。

　たとえ魔力やスキルで負けていても剣では彼女の方が勝る。いつも大人達に褒められているウォリーをこのように圧倒することで、ミリアはストレスを発散していた。

「はは、やっぱミリアは強いなぁ。僕ももっと頑張らなくちゃ」

　自分が利用されていることも知らず笑顔になるウォリーを見て、彼女は鼻で笑った。




※　※　※




　そんな昔の記憶の映像から、ミリアは目を覚ました。

「夢か……」

　つい昨日ギルドから追放されたばかりの彼女は、宿の１室で身を起こす。

「こんな時にあの頃の夢を見るなんてね……」

　今の彼女にとってウォリーの顔は１番見たくないものだ。追放で落ち込んでいた彼女の気分はさらに暗くなる。

「さて、出発しますか」

　ミリアは大量の荷物を担いで宿を後にした。

　彼女はこれからこの街を出る。

　ギルドを追放され悪い噂が広まった以上、この街に居続けても肩身の狭い思いをするだけだった。

「はぁ」

　歩きながら彼女はため息をつく。

　追放されても、別の街のギルドで冒険者をすることもできる。しかし、今の彼女にその気力はない。

　ウォリーを超えるために戦ってきた彼女の野望は、昨日潰えたのだ。もう冒険者を引退しようとも思っている状態だった。

　ようやく街の出口が見えてきたところで、彼女の足が止まる。

　目の前に、今１番見たくない顔があった。

「やぁ、ミリア」

　ウォリーは彼女の行く手を阻むように立っている。その手には、２本の模擬刀が握られていた。

「今あんたと話す気分じゃない」

　ミリアはそう返すと、そのまま街を出ようと歩き出す。

　そんな彼女に、ウォリーは模擬刀の１本を差し出した。

「手合わせしようよ。久しぶりにさ」

　彼女は少し考えてから、フッと笑って模擬刀を受け取った。

　最後に憎い相手を剣で叩きのめしてから街を出るのもいいと思ったのだ。

　ウォリーとミリアは模擬刀を構え、対峙する。

「今まで散々私に負けていたくせに、剣で勝てると思うの？」

「どうかな？　僕だって、前よりは強くなったんだ。お助けマンのお陰だけどね」

　ミリアは顎をクイッと動かして合図する。

「ほら、いつでも来なさい」

　次の瞬間、２人の剣が激しくぶつかった。

　最初の１撃でミリアは驚く。ウォリーの攻撃が重い。かつて脆弱だった彼からは想像もできない攻撃だった。彼の攻撃を剣で受けながら、お助けマンの強化の強さを実感する。

　しかし彼女も劣勢ではない。彼の素早い動きに合わせながら剣を叩き込んでいく。

　周囲に模擬刀の刃がぶつかり合う音が響き続ける。２人にとっては、とても長い時間のように感じられた。

「うっ」

　ウォリーの勢いに押され、ミリアの体勢が崩れる。そこに生まれた隙を彼は見逃さなかった。

　彼女に向かって剣が振り下ろされる。

「うあっ！」

　ガキンという音とともに、１本の剣が弾き飛ばされた。

「はぁ、はぁ、やはり弱っちいね君は」

　弾かれたのはウォリーの剣だった。

　ミリアが体勢を崩したのはわざとだ。あえて隙を見せて彼を誘い込み、カウンターで彼の手元に攻撃を与えたのだ。

　彼女はウォリーの喉元に模擬刀を突きつける。

「私に剣で勝とうなんて１００年早いんだよ」

　そう言われた彼は安心したように笑顔になった。

「はは、よかった」

「何だよ？　その顔は」

　彼の悔しがる姿を期待していたミリアにとっては気に入らない反応だ。

「やっぱりミリアは強いなって、改めて確認できてよかった」

　ウォリーは嬉しそうに語る。

「そうだよ！　ミリアは強いんだよ！　姑息な手を使わなくてもさ、正々堂々と戦えば僕なんてとても敵わない」

　彼女はウォリーに向けていた模擬刀をゆっくりと下ろした。

「周りの人が何と言おうと、僕はミリアの強さを知ってるから。君がいつも努力してたこと知ってるから。そんな君に憧れて、今まで頑張ってこれたんだよ」

　ウォリーが彼女の肩に手を置いて言う。

「ギルドは追放になっちゃったけど、君ならきっとどこででも上手くやっていける！　だから、今度は卑怯な手は使わず正々堂々と戦ってほしい。僕が憧れていた、あの頃のミリアのままでいてほしい」

　彼女は話を聞きながら大きく俯いた。ウォリーの目から彼女の表情は見えない。

「そうね……わかった……」

　俯いたまま彼女は小さくそう言う。

　その言葉にウォリーは安堵する。自分の想いが彼女に伝わったのだと。しかし……。

「なんて言うと思ったかバァカ!!」

　ミリアは邪悪に笑ってそう叫ぶと、彼を突き飛ばした。

「ふん、私を追放できたからって、調子に乗ってんでしょ？　言っておくけどね、あんなことまったく悔しくなんてないんだから！」

　彼女は模擬刀を地面に叩きつける。

「あの程度で私が潰れるとでも思ったか！　正々堂々？　冗談じゃない！　私はどんな手を使ってものし上がってやる！　そして次こそあんたを地に落としてやるよ。覚悟してろ！」

　そう言い放ち、彼女はウォリーに背を向け、街の外へ向かって速足で歩いていく。

　背筋を伸ばして歩くその姿からは、数時間前の落ち込んで引退さえ考えていた弱々しい様子は消えていた。

　ウォリーは立ち尽くして去っていくミリアを見つめている。

　その時、彼の頭にメッセージが鳴った。




《お助けポイントが１００ポイント付与されました。》




おわり










あとがき




　はじめまして。著者の御寿司大好でございます。

　この度は私の作品を読んでくださりありがとうございました。

　書籍を出すのは今回が初めての経験です。わからないことだらけでしたが、編集の方々が熱心に協力してくださり最後までやり遂げられました。

　この書籍の制作に携わってくださった方々、そして読んでくださった読者の皆様には本当に感謝しております。

　本作は、誰かを助けたい時に新しい能力を得ることができるというキャラが主人公の物語でした。

　ピンチになるたびスキルが助けてくれるというパターンが続くとマンネリ化してしまうかと思いまして、ポイント切れでスキルを使えなくさせたり裏で敵に暗躍させたりなど、どうやって主人公を追い詰めようかと考えながら書いておりました。

　強い主人公は扱いが難しいなと思いながらも、無事最後まで書ききることができ安心しております。

　本作の結末については如何でしたでしょうか？

　主人公が初めて手に入れたポイントが１００ポイントで、最後に手に入れたのも１００ポイントでした。こういう最後まで行って最初に戻るみたいな要素が個人的に好みだったりします。

　元々趣味でネットに投稿していた小説ですので、自分の好みを詰め込んで楽しんで書くことができた作品でした。

　書き始めた時はまさか書籍化するとは思いもしませんでしたが、本作の制作に関わる中でいい勉強をさせていただき、嬉しく思っております。




御お寿す司し大だい好すき










２人の脱獄犯




「ほら、しっかり歩け」

　地下の牢獄。薄暗い廊下を１人の囚人が兵士に連れられ歩いている。

　地下の廊下はろくに掃除されていないのかひどく汚れていて、あちこちの壁を虫が這っていた。

「今日からここがお前の寝床だ」

　ドンッと兵士に背中を押され、男は倒れ込むようにして檻の中に入る。

　兵士は鍵を閉めると、欠伸をしながら去って行った。

「新入りか」

　男が入れられた檻の中に、もう１人の人影があった。先に牢に入っていたその男は筋肉が付き逞しい身体をしている。対照的に今さっき入ってきた男は痩せていて、蒼白く血の気のない肌をしていた。

「俺の名はゴメス。盗賊だ。まぁよろしく頼むぜ」

　筋肉質の男がそう名乗る。

「盗賊……野蛮な。こんな奴と一緒の檻なのか」

「お前だって何かしら犯罪に手をつけたからここに入れられたんだろ？　人の事言えねえだろ」

「失敬な、私は偉大なる実験をしていただけだ！　これは芸術だ！」

「うわ、なんかヤベぇ奴と一緒になっちまったな……」

　ゴメスは関わらない方が良いと判断し、男に背を向けて床に寝転がった。

「おや？　危ないなぁ、そこ」

　男にそう言われゴメスが周囲を見ると、握り拳程の大きさの蜘蛛がゴメスの身体をよじ登ろうとしていた。

「うわああっ！　いつの間に！」

「その蜘蛛は毒があるねぇ、噛まれたら大人でも身体が麻痺して動けなくなる」

　ゴメスは必死に蜘蛛を踏み潰そうとするが、蜘蛛は素早く躱かわして天井へ逃げて行った。




　それから２週間。

　檻の中ではブツブツと不気味な独り言が聞こえていた。

「おい、毎日毎日何を言ってるんだ。気味が悪い、静かにしろ」

　耐えかねたゴメスが男に言った。

「時間を測ってるんだよ。兵士がここを見回りに来る時間をね。見回りは規則的だからもうすぐ来るよ」

「フン、そんなの測って何になるってんだ」

「兵士の隙をついてここを脱出するために決まってるじゃないか」

　それを聞いてゴメスは吹き出した。

「ははは！　そんなヒョロヒョロの身体で脱獄だと？」

「私は外に出てやるべき事がある。私をここにぶち込んだ男に、復讐してやるんだ！　私の子供達を殺したあの男……絶対に許さない！」

　男は目を血走らせながら鉄柵を握りしめた。

「あいつは確か……そう、ウォリーと呼ばれていた」

「ウォリーだと？」

　その名を聞いてゴメスが反応する。彼を捕らえた人物も、仲間からウォリーと呼ばれていた事を覚えていたからだ。

「おい、さっきから何を喋っている」

　檻の外から兵士が現れ、ゴメス達を睨んだ。

「まさか脱獄の作戦でも話し合ってるんじゃないだろうな？　妙な事を考えたら懲罰だぞ」

　檻の中の男は兵士を見てニヤリと笑った。

「ほら、時間通り」

　突然兵士がその場に倒れた。ゴメスが驚いて見ると、兵士は泡を吹いて痙攣していた。

　兵士の腰あたりで小さな黒い物体が動いている。その物体は兵士の衣服から鍵の束を抜き取ると、檻の中に入ってきた。

「おーよしよし、上手くやったな」

「それは……蜘蛛じゃねえか！」

　２週間前にゴメスが遭遇した蜘蛛。それが鍵をくわえて男の掌に乗っている。ただ、その外見は以前より変わっていた。蜘蛛に黒い翼が生えているのだ。

「ふふふ、私は生物と生物を融合させる事が出来るのだよ。そして融合した生物は私の意のままに操れる。この子はこの牢獄で見つけた蜘蛛と蝙蝠こうもりを合わせて造ったんだ」

　男は蜘蛛から受け取った鍵で自身の足枷を外し、続いて檻の扉も解錠した。

「おい！　俺も連れて行ってくれ！」

「そんな義理は無いよ」

「俺と組もうぜ。協力してやるよ、そのウォリーって奴への復讐をな。俺は長く盗賊をやってる。各地の悪党達との人脈があるんだ、連れて行って損はないぜ」

「……どうもお前は信用ならないがいいだろう。他にも見張りは居るはずだから人数は多い方が心強い」

　枷から解放されたゴメスは、兵士から剣を奪い取る。

「お前のその能力と俺が組めば最強だ。しかも目的も同じ。待ってろよウォリー」
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











人助けをしたらパーティを追放された男は、ユニークスキル『お助けマン』で成り上がる。【電子限定ＳＳ付き】
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